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檸味地区は、松山平野を流れる石手川の南岸に位置します。平成 10年の松山

東部環状線の開通以来、急激に宅地開発が進み、これに伴う埋蔵文化財の発掘

調査によって縄文時代から中世にかけての集落の様相を示す数多くの重要な遺

跡が発見されてきています。

ね味高木遺跡 12次調査は個人開発に伴う事前調査、13久調査は檸味地区に

おける重要遺跡確認調査として国庫補助を受けて実施したもので、西日本有数

の規模を誇る弥生時代後期末から古墳時代前期の大型建物 3棟が発見された檸

味四反地遺跡の北方それぞれ約 100mと 20mに位置します。調査では、弥生時

代中期から古墳時代後期の竪穴住居や掘立柱建物を主体とした集落を形成する

遺構や遺物と、古代から近世の集落関連遺構を検出しており、当時の集落構造

や変遷を考える上で重要な手がかりとなるものです。

本書が、埋蔵文化財調査研究の一助として、さらに文化財保護思想の涵養と

ふるさと意識の醸成に寄与できますれば幸甚です。

終わりになりますが、発掘調査および報告書の刊行に、ご協力いただきまし

た地権者ならびにお住まいの皆様をはじめ、関係各位に厚くお礼申し上げます。

平成 21年 1月 31日

松山市教育長

山 内   泰
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1.本書は、松山市教育委員会と財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが、平

成 17・ 18年度に松山市裕味地区内で実施した、国庫補助による市内遺跡発掘調査の報告書で

ある。

2.遺構は、呼称を略号で記述した。 SB:竪穴住居、掘立 :掘立柱建物、SD:溝、SK:土坑、
SP:柱穴、SR:自然流路、SX:性格不明遺構

3.遺構の製図および遺物の実測・製図は、担当調査員の指示のもと、石丸由利子、猪野美喜子、

金子育代、木西嘉子、多知川富美子、西本三枝、丹生谷道代、平岡直美、本多智絵、水口あをい、

矢野久子、山下満佐子が行った。

4.遺物の復元は、青野茂子、西川千秋、松本美代子、渡部英子が行った。

5。 遺構図・遣物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

6.本書に使用した方位はすべて座標北である。

7.第 4章自然科学分析は、株式会社古環境研究所に業務委託した。

8,本書にかかわる遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財センターが保管・収蔵している。

9,写真図版は遺構撮影を担当調査員と大西朋子が行い、遺物撮影および図版作成は大西朋子

が行った。

10.本書の執筆は宮内慎一、河野史知が分担し、本書の編集は河野が担当し、猪野の協力を得た。

11.製版写真図版

製版 白黒図版 -175線

印刷 オフセット印用1
用紙 本  文 ニューVマ ット
写真図版 ニューVマ ット

製本 アジロ綴じ

口
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第 1章 はじめに
1。 調査に至る経緯
平成 17年度と平成 18年度に檸味地区における国庫補助事業として発掘調査を実施するにあたり、

松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財課)と財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

(以下、埋文センター)は委託契約を結び、偉味地区における本発掘調査と重要遺跡確認調査を実施

することになった。

平成 17年度は、松山市檜味 4丁目247番における個人開発に伴う事前調査として、構味高木遺

跡 12次調査を実施し、調査対象地とし、平成 18年度は松山市檜味 4丁目238呑 1において、重要

遺跡確認調査としてね味高木遺跡 13次調査を実施した。

申請地は松山平野でも有数の遺跡地帯で、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地 岡鴻 1裕味遺物包

含地』内にある。申請地周辺では、これまでに数多くの発掘調査が行われており、愛媛大学構内の

構味遺跡(1～ 6次調査)、北東の檜味立添遺跡(1～ 3次調査)、南のね味遺跡四反地(1～ 13次調査)、

ね味高木遺跡 (1～ 11次調査)な どの調査が実施され、弥生時代から古墳時代にかけての拠点的な

集落があることが解明しつつある。特に南約 100mに は弥生時代後期末から古墳時代前期の大型建

物 3棟を検出した構味四反地遺跡の 6・ 8,13次調査があり、松山平野で注目される重要な地域である。

発掘調査は、埋文センターが主体となり檜味高木遺跡 12次調査は平成 17年 6月 から3ヶ月間、構

味高木遺跡 13次調査は平成 18年 4月 から2.5ヶ月間発掘調査を実施した。

発掘調査に至るまでの言料田は第 2章以降の各調査報告で行うものとする。

2.整理の経緯
整理作業は、文化財課と埋文センターが委託契約を結び、12次調査は平成 18年 4月 ～平成 19年

3月 、13次調査は平成 19年 4月 ～平成 20年 3月 までの間に出土遺物の実測や測量図等の作図等を

行い、平成 20年度には埋文センター内にて報告書刊行に伴う編集作業を実施した。

表 ¬ 調査地一覧

遺跡名 現住所 面積 ２ｍ 調査期間

構味高木遺跡 12次調査 檜味 4丁 目247呑 517 平成 17年 6月 1日 ～同年 9月 2日

檜味高木遺跡 13次調査 ね味 4丁 目238香 1 ，
ｒ 平成 18年 4月 17日 ～同年 6月 30日

3.刊行組織
松山市教育委員会

事 務 局

(平成 21年 1
教 育 長 山内
局  長 石九
企 画 官 仙波
企 画 官 古鎌
企 画 官 岸

課  長 家久
主  幹 森
主  幹 森川

月 31日現在)
泰 財団法人松山市生涯学習振興財団 理 事 長 中村 時広
修                事務局長 吉岡 一雄
和典      埋蔵文化財センター 所  長 丹生谷博一
靖               次  長 折手  均
紀明                次  長 重松 佳久
則雄            調査担当リーダー 栗田 茂敏
正経          教育普及担当リーダー 梅木 謙一
恵克               調査担当 官内 慎一

調査担当 河野 史知
(現在 :教育普及担当)

調査担当 大西 朋子
(写真担当)

文化財課
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4.地理的環境
松山平野は、愛媛県のほぼ中央部に位置し、伊予灘と斎灘に面し、南東部には石鎚山系、北部に

は高縄山系が等える。松山平野中央部から東部にかけ一級河川の重信川とその支流である石手川が

流れている。この二つの河川は高縄山地と石鎚山に水源を発し、開析谷を形成しながら平野を流れ、

平野西部で石手川が重信川に合流した後、西方の伊予灘に流出する。よって平野西部で扇状地堆積

物や氾濫原堆積物、三角州堆積物から形成されている。

本遺跡群の所在する桑原地区は、石手川がつくる扇状地の扇央、標高 39～ 40mに立地しており、

檸味遺跡をはじめとして弥生時代から中世に至る遺跡が数多く存在している。

5.歴史的環境
本遺跡周辺には、構味遺跡をはじめとして数多くの遺跡力`存在している。主な遺跡についてその

概要を時代別にまとめる。

旧石器時代

松山平野においては、旧石器時代の明確な遺構は確認されていない。ただし、構味遺跡 1次調査、

裕味四反地遺跡 l次調査には、ポケット状に堆積した AT火山灰 (23,000年前)が確認され、東本

遺跡 4次調査にはAT火山灰の一次堆積が確認されている。

縄文時代

束本遺跡 4次調査からは、アカホヤ火山灰 (6,300年前)の堆積が確認され、堆積層直上からは

槍先形石器、石鏃、スクレイパーなどの石器類が出土しており、草創期から早期に時期比定される。

檸味立添遺跡 3次調査や東野森ノ木遺跡 2・ 4次調査から晩期の貯蔵穴数基が検出されており、生

活関連遺構の初現期を考える上での貴重な資料である。

弥生時代

前期から中期初頭にかけては檸味遺跡 1・ 5次調査から竪穴住居や土坑などが検出されており、愛

媛大学農学部から西側にかけて当該期の集落が展開していたことが窺える。また、裕味立添遺跡 3

次調査や構味四反地遺跡 7次調査からは集落の構造解明に重要な役割をもつ、大溝や小溝が検出さ

れている。

中期後葉から後期は遺跡の数が急増し、檸味遺跡 1次調査、裕味高木遺跡 2・ 3次調査や檜味四反

地遺跡 2～ 4次調査、構味立添遺跡 l次調査で竪穴住居や溝などが検出されている。

古墳時代

前期では檸味四反地 6・ 8。 13次調査から総柱構造をとる床束式の大型～超大型の建物が 3棟検

出され、この建物群は当該期の首長階層にかかわる特殊建造物群の存在であることが確定されてい

る。中期では、構味高木遺跡 7・ 8・ 11次調査、檜味四反地遺跡 7～ 9次調査で多くの竪穴住居か

ら渡来系遺物の共伴がある。中期末～後期は遺跡数が増加し、檸味立添遺跡、構味高木遺跡、裕味

四反地遺跡の多くの地点から竪穴住居、掘立柱建物が検出されている。

古 代
調査例は少ないが、裕味四反地遺跡 1・ 5次調査では自然流路が検出され、構味四反地 5次調査で

は円面鏡が出土している。
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歴史的環境

中 世
構味遺跡 2次調査では 14～ 16世紀の集落関連遺構が検出されており、東野森ノ木遺跡 1次調査

からは掘立柱建物や溝に伴い、土坑内から白磁四耳壼が埋納された状態で検出している。

【参考文献】

1.愛媛県史編纂委員会 1980『愛媛県史 古代Ⅱ・中世』愛媛県
2.宮本一夫編 1989『鷹子・構味遺跡』愛媛大学埋蔵文化財調査報告 I

3.梅木謙―・山之内志郎 1992「樟味四反地遺跡の調査」『桑原地区の遺跡』松山市文化財調査報告書26

4.梅木謙―・宮内慎- 1992「樟味立添遺跡の調査」『桑原地区の遺跡』松山市文化財調査報告書 26

5.梅木謙―・官内慎- 1992「檸味高木遺跡の調査」『桑原地区の遺跡』松山市文化財調査報告書 26

6.田崎博之編 1993F檸味遺跡Ⅱ―構味遺跡 2次調査報告―』愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅳ
7.栗田正芳・河野史知 1994「裕味高木遺跡 2次調査地」『桑原地区の遺跡 I』 松山市文化財調査報告書46

8梅木謙―・宮内慎―・武正良浩 1994「構味高木遺跡 3次調査地」『桑原地区の遺跡Ⅱ』松山市文化財調査
報告書46

9梅木謙―・宮内慎―・武正良浩・加島次郎 1994「檸味四反地遺跡 4次調査地」『桑原地区の遺跡Ⅱ』松山
市文化財調査報告書 46

10.田崎博之編 1997『僚味遺跡Ⅲ―構味遺跡 3次調査報告―』愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅵ

ll高尾和長編 2002 Fre味四反地遺跡 5次調査』松山市文化財調査報告書 87

12.吉田広 2003「檸味遺跡 5次調査」「陰味遺跡Ⅳ』愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅸ

13.小玉亜紀子編 2003『檸味四反地遺跡-6次調査一弥生時代～古墳時代初頭編』松山市文化財調査報告書 94
14小玉亜紀子・梅木謙一編 2005F裕味四反地遺体Ⅱ-6次調査一古墳時代中期～中世編』松山市文化財調査
報告書 106

15高尾和長編 2007『東野森ノ木遺跡 1・ 2・ 3・ 4次調査地 裕味立添遺跡 3次調査地 構味高木遺跡 7・ 8。 9・
11次調査地 構味四反地遺跡 7・ 8・ 9・ 11次調査地 枝松遺跡 6次調査地』松山市文化財調査報告書 117
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0裕味高木遺跡 3次
0樟味四反地遺跡1次
0桑原西稲葉遺跡2次
④束本遺跡6次
〇経石山古墳

0構味立添遺跡 3次
0槍味四反地遺跡 9次
0構味遺跡1次
0裕味四反地遺跡2～ 4次
0東野お茶屋台古墳群
O桑原遺跡 4次
0三島ネ申社古墳

0構味高木遺跡 7次
0構味立添遺跡 1次
0構味遺跡2次
O揮味四反地遺跡5次
0畑寺竹ケ谷古墳群
① 釜ノロ遺跡7次

(S=4125,000)

第 1図 調査地と周辺の主要遺跡分布図
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第 2章 檸味高木遺跡 12次調査

1.調査の経過
(1)調査に至る経緯

2003(平成 15)年 10月 8日 、松山市檸味 4丁目247番における個人開発にあたって、埋蔵文化財

確認願が松山市教育委員会事務局文化財課 (以下、文化財課)に提出された。ね味 4丁目247香は、

松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地 随鴻1僚味遺物包含地』内にあたる。

調査地周辺では、これまでに数多くの発掘調査力光子われており、愛媛大学農学部構内の裕味遺跡 (1

～ 6次調査)、 北東の構味立添遺跡 (1～ 3次調査)、 南の檜味四反地遺跡 (1～ 11次調査)、 檸味高

木遺跡 (1～ 11次調査)な どの調査が実施され、弥生時代から古墳時代にかけての拠′点的な集落であ

ることが解明されつつある。特に南約 100mには、弥生時代後期末から古墳時代前期の大型建物 2棟

を検出した檸味四反地遺跡の 6次調査と8次調査があり、松山平野でも注目される重要な地域である。

これらのことから文化財課は、調査地に弥生時代～古代にかけての集落関連遺構が遺存する可能性

があると判断し、埋蔵文化財の有無を確認するため 2003(平成 15)年 11月 4日 に試掘調査 (野外調査)

を実施した。その結果、弥生時代から古墳時代にいたる竪穴住居や土坑、柱穴、および中世の柱穴を

検出し、調査地に弥生時代から中世の追跡が存在することを確認した。

試掘調査の結果を受けて遺跡の取り扱いについて協議したところ、国庫補助を受けて調査地内で確

認された遺跡に対して記録録存を目的とした発掘調査 (本発掘調査)を実施することとなった。調査

地は東西に分け、平成 16年度は西側 (ね味高木遺跡 10次調査)を発掘調査し、平成 17年度は東側 (ね

味高木遺跡 12調査)の発掘調査を行った。

発掘調査は、おもに弥生時代から古墳時代までの当該地およつコ司辺地域の集落構造解明を主目的と

し、文化財課からの委託を受け、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが主体となっ

て 2005(平成 17)年 6月 1日 に開始した。

(2)調査の経緯

平成 17年 6月 1日 、重機による表土掘削を開始すると同時に、現場保全のため抗打ち。ロープ張

りを行う。6月 2日 、壁面 。床面の精査を開始する。6月 7日 、重機による表土掘削を終了する。6月

9日 、遺構検出写真撮影を行い、遺構の掘り下げ・沢J量を開始する。6月 10日 、基準点委託業者が、

国土座標軸に沿った基準点や水準点を調査区内に設置する。6月 14日 、調査区の4mメ ッシュ杭の打

設を行う。8月 22日 、遺構の掘り下げを終了する。8月 23日 、高所作業車を使用し、遺構完掘写真

撮影を行う。8月 26日 、測量を終了する。8月 27日 、発掘調査現地説明会を行い約 150人の市民が

見学する。8月 29日 、重機による埋め戻しを開始し、同時に発掘機材の搬出を行う。8月 30日 、調

査仮設事務所を撤去する。9月 2日 、重機による埋め戻しを終了し、本日にて野外調査を完了する。

-9-



檸味高木遺跡 12次調査

2.層 位 彿4図 )

調査地は、松山平野の北東部に位置し、石手川の氾濫により形成された扇状地の扇央付近に立地し、

標高は約 39mを測る。調査以前は水田であった。

基本土層は、第 I層から第Ⅵ層を検出した。第 I層は、近現代の水田耕作層。第工層は、近現代の

水田床土。第Ⅲ層は、古代の遺物を含む包含層。第Ⅳ層は、古墳時代の遺物を含む包含層。第V層は

地山土で遺構の検出面である。第Ⅵ層は砂礫層であり、一部で遺構を検出する。

第 I層 灰色 (5Y6/1)上で、全域に厚さ10～ 25 cmの堆積を測る。
第Ⅱ層 責褐色 (10YR7/1)上で、全域に厚さ4～ 16 cmの堆積を測る。
第Ⅲ層 鈍い黄橙色 (10YR6/3)砂質上で、土師器・陶磁器・瓦を包含する遺物包含層で、調査区南
東部付近に厚さ5～ 12 cmの堆積を測る。

第Ⅳ層 黒褐色 (10YR3/2)上で、土師器・須恵器を包含する遺物包含層で、調査区北東吉M寸近に厚
さ3～ 12 cmの嫌 を沢Jる。

第V層 明褐色 (7.5YR5/6)土 は、地山土とよばれるもので、この層の上面において遺構を検出した。

調査区】印 Iの約 1/4を 除く全域に堆積する。

第Ⅵ層 暗褐色 (10YR3/4)砂礫は、5～ 10 cm大の礫を多含する。調査区北側の約 1/4では上面に
て遺構を検出し、南側では第V層の下層に堆積する。

(S=1:200)

第3図 調査地区割図
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第5図  遺構配置図
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遺構と遺物

3.遺構と遺物

本調査では弥生時代～近世の遺構や遺物を検出した。遺構には、竪穴住居 19棟、掘立柱建物 7棟、

周溝 1基、溝 9条、土坑 11基、柱穴 148基、性格不明遺構 2基がある。遺物は、主に遺構内から弥

生土器・土師器・須恵器・陶磁器・石器・鉄器・装身具・銭貨・獣骨・獣歯が出上した。

〔1〕 弥生時代

第V層上面にて竪穴住居 5棟、周溝 1条、土坑 2基を検出した。

(1)竪穴住居

SB2(第 6図 )
調査区北狽lG～ H・ 4～ 5区に位置し、掘立 6、 SDl・ 3に切られ、SK3を切る。平面形態は方形を呈し、

床面付近での検出である。検出規模は東西 3.5m、 南北 3.lm、 深さ 13 cmを測る。内部施設は、周壁溝

を検出した。周壁溝は壁体に沿って、北壁と西壁の北側で検出した。幅8～ 23 cm、深さ2～ 5cmを測る。

住居内の埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は床面付近から弥生土器の甕・壼・高郭の破片が僅か

に出土する。

出土遺物 (第 6図 )

1は奏は口縁部である。顎部の貼付凸帯に刻目文がつき、口縁端部は上方へ拡張する。2は高郭

の郭部で、内面はナデ調整、外面はハケ後のナデ調整が施される。

時期 :出上した弥生土器の特徴から弥生時代中期後葉に時期比定される。

:|

I SK3
0        10cm

(S=4:4)

4票橿色土 (10Y R3/2)
2 4層 に地山土 (1～ 3 cm大 )を 多含する。

O 2m

(S=1:60)

第 6図  SB2測 量図・出土遺物実測図

『一
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樟味高木遺跡 12次調査

SB6(第 7図 )
調査区中央部西寄りF～ H・ 6～ 7区に位置し、SB7、 掘立 4、 SDl～ 3に切られ、SB17、 周溝 1

を切る。平面形態は円形を呈し、検出規模は東西 4.7m、 南北 46m、 深さ23 cmを 測る。内部施設は、

主柱穴、周壁溝、炉址を検出した。主柱穴は3本分 (Pl～ P3)を検出し、直径 20～ 40 cm、 深さ2

～ 12 cmを測る。周壁溝は壁体に沿って、東側の一部を除く全体で検出した。幅 16～ 30 cm、 深さ3

～ 8 cmを測る。炉址は住居の中央部で検出し、平面形態が糖円形で規模は長軸 64 cm、 短軸 48 cm、 深

さ 10 cmを 測る。炉址内より少量の炭・焼上を検出する。住居内の埋土は黒褐色上の単一層である。

遺物は土器類が住居の床面付近より散在して弥生土器の甕・壺 。鉢 。高イが出上し、打製石鏃や磨製

石鏃・石庖丁状の収穫具・ガラス小玉 。土玉・管玉・鉄津が住居内の炉址より北側の中位から床面に

かけて出土する。

出土遺物 (第 8図、図版 6)

3～ 8は甕である。3・ 4は口縁端部に 1条の凹線をもち、3は上方、4は外上方に肥厚され、内外

面に横ナデ調整が施される。5は口縁端部に2条の凹線をもち、顎部に刻目文凸帯が巡る。6は口縁

4 黒福色土 (10YR2/2)
2.黒褐色土 (10YR3/2)
32層 に地山土 (05～ l cm大 )を多含する。 0               2m

(S=1:60)

第 7図  SB6測 量図

掘立 4
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遺構と遺物
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檸味高木遺跡 12次調査

端部がやや凹み、上方に肥厚され内外面に横ナデ調整が施される。7は平底の底部から内湾気味に立

ち上がり、内外面に指頭痕が残る。8はやや上げ底の底部付近はくびれ、内外面に指ナデ調整が施さ

れる。9～ 13は壺である。9。 10は口縁端部に3条の凹線をもち、端部は上下方に肥厚する。12は

口縁端部がやや凹む。13は平底の底吉団寸近の内タト面にヘラ磨き調整が施される。14・ 15は高イである。

14は内湾する口縁端部は水平な面をなし、内面は肥厚され、タト面に刻目文が施される。15は外反す

る口縁部の端面は平らな面をなし、外面に磨き調整が施される。16～ 18は打製石鏃であり、16・ 17

は凹基式で両面に刃をもつ。サヌカイト製。19・ 20は磨製石鏃であり、両面が磨かれて 19は凹基式

であり、先端部と基部に鏑がつく。緑色片岩製。21は収穫具の完存品である。刃部両面に刃が付け

られる。全長 8.65 cm、 幅 4.l cm、 厚み 1.25 cmを 測る。22・ 23はガラス妙 よヽ玉で外径 0.42～ 0.58 cm、

厚み 0.35～ 0.43 cmを測り、色調は青緑色である。24は土玉であり、外径 1.6 cm、 厚み 1.8 cmを測る。

25は管玉である。長さ3.13 cm、 外径 0.64 cmを測る。輝岩製。26は鉄津であるが、上層から出上し

ており混入品と考える。

時期 :出上した弥生土器の特徴から、弥生時代中期後葉とする。

SB8(第 9図 )
調査区北東部 I。 4～ 5区に位置し、東側は調査区外に延びる。住居南西部の一部だけの検出であり

N―S                  H 39 00m

l,票褐色土 (10YR3/2)

0               2m

(S=4:60)

28

栄《

―      | ρ

29

第 9図  SB8測 量図・出土遺物実測図
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遺構と遺物

全容は不明であるが、平面形態は方形を呈するものと推測する。検出規模は東西 0.4m以上、南北 1.7m

以上、深さ 17 cmを測る。内部施設は、周壁溝を検出した。周壁溝は壁体に沿って検出し、幅 8～ 19 cm、

深さ5～ 6 cmを測る。住居内の埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は、床面より浮いた状態で出土し、

器種は弥生土器の甕・壷 。高杯・鉢が少量出土しただけである。

出土遺物 (第 9図 )

27～ 29は奏である。27・ 28は口縁端部は凹む。29は口縁端部に2条の凹線文が施され、端部は上

方に肥厚する。いずれも口縁部の内外面は横ナデ調整、27の胴部外面はハケロ調整が施される。30。

31は壷である。30は外反する口縁端部は平らな面をなす。31は内湾する上胴部のクト面に横ナデ調整

が施される。32・ 33は高郭である。32は脚柱部に 11条の直線文と矢羽根透かしをもち、外面にミガ

キ調整が施され、33は脚裾部に矢羽根透かしと3条の沈線文をもち、内外面に横ナデ調整が施される。

34は鉢であり、タト反する口縁部内タト面にヨコナデ調整、胴部タト面にナデ、内面に指頭痕がみられる。

時期 :出土した弥生土器の特徴から弥生時代中期後葉とする。

SB9(第 10図 )
調査区南東隅 H～ I。 9区に位置し、SBll・ 13。 18に切られ、南根1は調査区外に延びる。平面形

態は方形を呈し、検出規模は東西 3.7m以上、南北 1.6m以上、深さ22 cmを測る。内部施設は、周壁

SB48

7
37

＼ 階
≠
３９

0              2m

(S=1:60)

第 10図  SB9測 量図・出土遺物実測図

0        10cm

(S=1:4)

4 冥言ネ眉て登二L(10YR3/2)
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檸味高木遺跡 12次調査

溝 。貼り床を検出した。周壁溝は壁体に沿って検出し、幅 5～ 12 cm、 深さ2～ 6 cmを測る。貼り床

は床面の凹み部から検出し、厚さ3～ 7 cmを測る。住居内の埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は

住居全体より散在し、中位から床面にかけて出土した。器種は弥生土器の甕・壼・高郭の破片が少量

出土する。

出土遺物 (第 10図、図版 6)

35～ 39は甕である。35は上方に肥厚され、端面は凹む。36は「く」字状の口縁部に端部はやや

内方に肥厚される。37は端面が外方に肥厚される。38・ 39は平底の底部から外反気味に立ち上がり、

38は外面にナデ、39は ミガキ調整が施される。40は壺である。平底の底部から外反気味に立ち上がる。

41・ 42は高郭である。41は内湾気味の口縁部外面に5条の凹線文が施される。42は「ハ」字状の脚

裾部に3条の凹線文と矢羽根透かしが施され、外面にミガキ調整が施される。43は ミニチュア土器で

ある。平底の底部より内湾気味に立ち上がり、口縁部は九くおさまる。内外面共にナデと指押さえに

よる調整が施される。

時期 :出土した弥生土器の特徴から、弥生時代中期後葉とする。

SB17(第 11図、図版 3)
調査区中央部西寄りF・ 7区に位置し、SB6'7、 掘立 4に切られ、住居の南西部だけの検出であり

全容は不明であるが、平面形態は隅丸方形を呈するものと推測する。検出規模は東西 2m以上、南北

1.6m以上、深さ7 cmを測る。住居中央部より西寄りの床面に平面形状が楕円形に焼上の塊を検出する。

埋土は黒褐色土である。遺物は床面直上から弥生土器の甕・高郭が割れた状態で出土する。

出土遺物 (第 12図、図版 6)

44～ 48は甕である。44は 口縁端部に 2条

の凹線文をもち、45は口縁端部に凹みをもつ。

44・ 45・ 48は上胴部にハケロ、下胴部に磨き

調整が施される。49は壷である。上胴部にハ

ケロ、下胴部外面に磨き調整が施される。50・

51は高イである。50は口縁部に4条の凹線文、

脚部に6条の沈線文、51は脚部に 10条の沈線

文が施され 50・ 51共に矢羽根透かし、裾部に

3条の凹線文が施され内端面が接地する。52

は打製石鏃で凹基式で両面に刃部をもち、長

さ 2.8 cm、 幅 2.O cm、 厚み 0,4 cmを 測る。サヌ

カイト製。

時期 :出土した弥生土器の特徴から、弥生時代

中期後葉とする。

①

I

W― E            H 39 00m

「
F「:;iFi,「FF「
「
ii「FFFFヽ【S:6

1 黒獲3{箋■ (10YR3/2)

0              2m

(S=仕 60)

第 11図  S B17測量図
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遺構と遺物

フ

ゝ

ゝ

ゝ

ヽ

ぃ

４６

一え―{〆
⇔      52

0         5cm

(S=1:2)

54

0          10cm

(S=1:4)

S B17出土遺物実測図第 12図
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構味高木遺跡 12次調査

(2)周溝状遺構

周溝 1(第 13図 )

調査区中央部南寄りG～ H・ 6～ 8区に位置し、SB6・ 7・ 12、 SDl・ 3に切られ、遺構の全容は不

明であるが、平面形態は楕円形を呈し周るものと推測する。断面形態は逆台形状を呈し、基底面はほ

ぼ平坦である。検出規模は、南北 8.6m、 深さ9～ 22 cm、 上場幅 57～ 78 cmを 測る。埋土は黒掲色土

である。遺物は基底面より浮いた状態で弥生土器片が出土する。

出土遺物 (第 14図、図版 7)

53～ 58は器である。53は緩やかな「く」字状の口縁部に端部は丸くおさまる。54・ 55は口縁

端部に2条の凹線文が施され、56は口縁端部が凹む。57は上げ底の底部、58は平底の底部から

内湾気味に立ち上がり、内外面はナデ調整が施される。59・ 60は壼である。59はやや上げ底、

60は平底の底部で共に内外面にナデ調整が施され、60の外面には工具痕がある。61は高郭であり、

内湾する口縁部外面に4条の沈線文が施される。62は支脚の脚部で「ハ」字状の脚端部は丸 く

おさまる。63は器種は不明であるが、片面に格子状の線刻と穿子し、端面に線刻が施される。

時期 :出土した弥生土器の特徴から、弥生時代中期とする。

SB42

―

寸

.―ψ ・

―

1 黒帽色
=上
(10YR3/2)

0              2m

(S=1:60)
第 13図 周清 1測量図

島
阻
（
リ
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遺構と遺物

ア/

可
ち

⊃
５

フ
55

ラ
５

‐Ｑ削‐

K
65

0           1m

(S=li30)

第 15図  SK3測 量図・出土遺物実測図

週 il::::::::;;;;ケ

/ア

θ

63 0        10cm

(S=4:4)

第 14図 周溝 1出土遺物実測図

(3)勧

SK3(第 15図 )
調査区北西部の G・ 5区に位置する。SB2、 SDlに切られ、遺構の全容は不明であるが、平面形態

は長方形を呈するものと推測する。断面形態は逆台形状を呈し、基底面は平らな面をなす。検出規模

は長車由2.15m以上、短軸 0。93m以上、深さ20 cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は上位か

ら基底面にかけ、弥生土器の甕・壼・鉢の破片が出土する。

出土遺物 (第 15図 )

64・ 65は甕の口縁部で内外面にナデ調整が施される。66は壼である。口縁端面に3条の凹線文

が施される。67は鉢であり、緩やかに外反する口縁部に端部は平らな面をなす。

時期 :出上した弥生土器の特徴から弥生時代中期後葉とする。

――
ρ
64

0        10cm

(S=1:4)
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樟昧高木勘 12次調査―

SK9(第 16図)
調査区南側の H・ 8区に位置し、掘立 3に切られ SB15の床面から検出した。平面形態は不整形、

断面形態はレンズ状を呈し、基底面はやや凹むも規模は長軸2.15鳳短軸1.12m以上、深さ24 cmを測る。

埋土は黒褐色上の単一層で、遺物は上位から基底面にかけ、弥生土器の甕・壷・高琢の破片が出土する。

出土遺物 (第 16図)

68は甕の上げ底の底部である。69は壷の口縁部であり、端面に3条の回線文が施される。70

は高杯の杯部で、口縁部外面に7条の凹線文が施される。

時期 :出土した弥生土器の特徴から弥生時代中期後葉とする.。

4.黒褐色二L(10YR3/2)

第 16図 SK9測 量図。出土遺物実測図

〔2〕 鎖 嗽

第V層上面にて竪穴住居14椋、掘立腿 物6赫業土坑6基、柱穴を検出した。

(1)竪穴住居

SBl(第 17図 )
調査区北西隅F・ 3～ 4区に位置し、掘立 1に切られ ゴヒ・西THllは調査区外に延びる。平面形態は

方形を呈し、検出規模は東西2.lm以上、南北2.9m以上、深さ10 cmを測る.。 内部施設は、周壁溝、

貼り床を検出した。周壁溝は壁体に沿って、東側の一部を除く全体で検出した。幅 10～ 18cm、 深さ

1～ 6 cmを測る。住居内の埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は住居全体より散在して出土した力＼

殆どの土器が床面より浮いた状態|で出土した。器種は土師器の甕・壼、須恵器の蓋イ・郭身が出土する。

(S=1:30) (S=4i4)
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遺構と遺物

出土遺物 (第 17図 )

71は高郭の蓋のつまみ部であり、つまみ上部が凹む。72は郭身で水平に延びる受部端に凹みを

もつ。

時期 :出上した須恵器の特徴から、古墳時代後期前葉に比定される。

fブ

1 昇諄目在上上(10YR3/2) 2m       O 10cm

(S=1:60)               (S=1:3)

第 17図  SBl測 量図 。出土遺物実測図

SB3(第 18図 )
調査区北端 G。 3区に位置し、北側は調査区外に延びる。住居の南西部だけの検出であり全容は不

明であるが、平面形態は方形を呈するものと推測する。検出規模は東西 0.8m以上、南北 1.2m以上、

深さ8 cmを測る。内部施設は、周壁溝を検出した。周壁溝は壁体に沿って検出した。幅 8～ 21 cm、

深さ7 cmを測る。住居内の埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は床面より浮いた状態で出土し、器

種は土師器の胴部片やサヌカイト剥片が少量出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく古墳時代としか判らない。

W―E                  H 39 00m

4 景ミユ眉(登三L(10YR3/2)
0               2m

(S=1:60)

第 18図  SB3測 量図
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構味高木遺跡 12久調査

SB4(第 19図 )
調査区北東部 H～ I・ 4～ 5区に位置し、SB5を切り、床面から土坑状の掘り込みを検出する。平

面形態は方形を呈し、検出規模は東西 3.55m、 南北 4.4m、 深さ 13 cmを 測る。内部施設は、主柱穴、

周壁溝、貼り床を検出した。主柱穴は南側の 2本分 (Pl・ P2)を検出し、直径 24～ 35 cm、 深さ 10

～ 22 cmを測る。周壁溝は壁体に沿って、幅 13～ 20 cm、 深さ5～ 10 cmを測る。貼り床は床面の凹み

部に薄く堆積する。住居内の埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は住居全体より散在して出上した

が、殆どの土器が床面より浮いた状態で出上した。器種は土師器の甕。高杯・甑、須恵器の蓋杯・郭身。

高杯・甕・提瓶や石鏃、土製の装身具などに混じり、南西部床面より浮いた状態で獣歯片、北東部上

位から鉄鏃が出土する。

出土遺物 (第 20～ 23図、図版 7)

73～ 77は甕である。73・ 75は口縁端部は平らな面をなし、74・ 76は口縁端部に丸みをもつ。

77は回縁端部は平らな面をなし、その下は僅かに屈曲し、内外面は横ナデ調整が施される。78・

79は高不の脚部であり、脚裾部は屈曲をもち、裾端部は九くおさまる。78は内面にケズリがみら

れる。80～ 83は甑である。80。 81はタト傾する胴部に 80は口縁端部が九くおさまり、凹みをも

つ把手力韻占りつき、81は 口縁端部が平らな面をなす。82・ 83は把手部のみである。84・ 85は椀

4 票掘色二L(10YR3/2)
2.1層に地山土を少含する。
31層に地山土 (05～ l cm大 )を多含する。 o              2m

(S=1:60)
第 19図  SB4測 量図

‐ｄ
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遺構と遺物

第 20図 SB4出 土遺物実測図 (1)

0           10cm

(S=1:3)
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―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ
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第 21図 SB4出土遺物実測図 (2)

406

0           10cm

(S=1:3)
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遺構と遺物

118
117

Ⅷ夕
   ヽ
ォ
//ク

///

0           10cm
|

(S=1:3)

第 22図 SB4出 土遺物実測図 (3)
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檜味高木遺跡 12次調査

であり、内湾する胴部に 84は口縁端部は内傾する面をなし、内面に磨き調整が施される。85は

口縁端部が九くおさまり、内外面にナデ調整が施される。86～ 102は須恵器の蓋杯である。86～

98は口縁部境に断面三角形状の稜、86～ 97の口縁端部は内傾する段をもつ。99は天丼部境が凹む。

102は天丼部に凹みをもつ扁平なつまみ力靱占り付く。103～ 111は杯身である。103～ 108は 口縁

端部に内傾する段をもち、109～ 111は 口縁端部が丸くおさまる。112～ 116は高杯で、112は郭

部に波状文が施される。113は長脚の脚部で、透かしが施される。114～ 116は短脚で、114は透

かし、116は円子Lが施される。117～ 120は甕で、117～ 119は外方向に肥圧された口縁端部をもち、

120は球形の下胴部には内外面にタタキ調整が施され、底部に粘上の継ぎ目が残る。121・ 122は

提瓶で 121は口縁端部は屈曲をもち外上方に延び、122は肩部に円子とが施された半円盤状の把手

力朔占り付く。123は打製石鏃であり、平基式で両面に刃をもつ。サヌカイト製。124～ 126は鉄鏃で

ある。124・ 125は柳葉形、126は茎部に刻み目が施される。127は鉄淳である。128は土製の勾玉で

ある。

時期 :出土した須恵器の特徴から古墳時代後期前葉とする。

⑬  426

(S=4:2)

△

４２３

肺
耐
酬
Ψ
蓉

◇

5cm

第 23図 SB4出 土遺物実測図 (4)
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遺構と遺物

SB5(第 24図 )
調査区北東部H～ I・ 3～ 4区に位置し、SB4、 掘立 2、 SD9、 SK4に切られ床面付近での検出である。

平面形態は方形を呈し、検出規模は東西 4.85m、南北3.05m以上、深さ5cmを測る。内部施設は、主柱穴、

周壁溝、貼り床を検出した。主柱穴は1本分 (Pl)を検出し、直径 35 cm、 深さ21 cmを測る。周壁溝

は壁体に沿つて、幅10～ 33 cal、 深さ1～ 4 cmを測る。貝占り床は床面の凹み部から検出した。住居内

の埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は床面より出上し、器種は土師器の甕や須恵器の蓋郭の破片

が僅かに出土する。

出土遺物 (第 24図)

129は寮の口縁部であり、口縁外面に断面三角形状の貼付凸帯をもち、端部はタト方に肥厚され、内

外面にヨコナデ調整が施される。130・ 1311ま蓋郭であり、天丼部境に凹みによる稜をもち、130は口

縁端部は内傾する段をもつ。内外面に回転ナデ調整が施される。132は打製石鏃で、基部が僅かに快ら

れた日基無茎式鏃で先端部が欠失する。サヌカイト製。

時期 :出上した須恵器の特徴から、古墳時代後期前葉とする。

4.黒権;(登EL(10YR3/2)

ヽ
一
錨

醐

醐

靭
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・℃

Ⅷ

一

ｏ

134

0           10cm

(S=1:3)

第 24図  SB5測 量図・出土這物実測図

(S=1:2)

(S三 1:60)
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檸味高木遺跡 12次調査

SB7(第 25図 )
調査区中央部西側 F～ G・ 5～ 7区に位置し、掘立 4～ 6、 SDl～ 3に切られ、SB6。 17、 周溝 1

を切り、床面付近での検出である。平面形態は方形を呈し、検出規模は東西 4.lm以上、南北 5.03m、

深さ4cmを測る。内部施設は、周―壁溝、貼り床を検出した。周壁溝は南西隅部だけで検出し、幅 7～
―

10 cm、 深さ4～ 13 cmを測る。貼り床は床面の凹み部から検出した。住居内の埋土は黒褐色上の単一

層である。遺物は住居全体より散在して出上したが、殆どの上器が床面より浮いた状態で出土した。

器種は土師器の甕や須恵器の蓋郭の破片が少量出土する.。

出土遺物 (第 25図 )

133は甕の口縁部であり、「く」字状を呈する日縁部の端面は平らである。1341よ蓋邦である。

天丼部境に凹みによる稜、日縁端部は内傾する段をもつ。135。 136は杯身であるた。135は受部

端に凹みをもち、口縁端部に内傾する面をもつ。136は水平に延びる受部をもつ。

時期 :出上した須恵器の特徴から古墳時代後期前葉とする。

1.黒掟説≧
=上
(10YR3/2)

Ｌ

／

´

４８６

0              2m

(Sと 1:OO)

第 25図 SB7測 量図・出土遺物実測図

0          10 cm

(S=1:3)
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遺構と遺物

SB10(第 26図 )
調査区南西隅 F～ H・ 8～ 9区に位置し、掘立 3'SK7に切られ、SB18を切り、南 。西側は調査

区外に延びる。平面形態は方形を呈し、検出規模は東西 5.5m以上、南北 3.8m以上、深さ 12 cmを測る。

内部施設は、主柱穴、周壁溝、貼り床を検出した。主住穴は2本分 (Pl・ P2)を検出し、直径 45～ 53 cm、

深さ22～ 34 cmを測る。周壁溝は壁体に沿って検出し、幅 12～ 20 cm、 深さ2～ 6mを測る。貼り床

は床面の凹み部から検出した。住居内の埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は住居全体より散在し

て出土したが、殆どの上器が床面より浮いた状態で出土した。器種は土師器の甕、須恵器の蓋杯。郭身・

甕に混じり、ガラス小玉、鉄鏃・鉄淳、骨が出土する。

出土遺物 (第 27図、図版 7)

137～ 142は甕である。137は口縁部に緩やかな段を持ち、内外面に横ナデ調整が施される。

138～ 141は「 く」字状を呈した口縁部をもつ。143・ 144は須恵器の蓋不で、天丼部境に凹みに

よる稜をもち、天丼部にヘラ削り調整が施される。145～ 148は須恵器の郭身であり、外上方に

延びる受部に、端部は凹む。148は受部端は浅く凹み口縁部は内傾する。149は須恵器の壷で、外

反する口縁部に端部は九く納まる。150ガラス小玉の完存品である。151は鉄鏃の茎部であり、断

面形状は長方形状を呈する。152は鉄淳である。153は骨である。両端はスポンジ状で焼成を受け、

薄い緑白色を帯びる。

時期 :出上した須恵器の特徴から、古墳時代後期中葉とする。

Ｉ

ω
⑮

Ｏ
Ｏ
ヨ

4 黒″目て登三L(10YR3/2)
24層に地山土 (1～ 3 cm大 )を多含する。
3 4層 に地山土 (05～ 4 cm大 )を少含する。
4票掘色:上 (10YR2/2)

第 26図  S B10測量図

0               2m

(S=4:60)
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構味青木遺跡.12次調査

第27図  S B10.出 上遺物実測図

0         50m
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遺構と遺物

SB ll(第 28図、図版 3)

調査区南端 H・ 8～ 9区に位置し、SB9。 15。 18を切り、南側は調査区外に延びる。平面形態は方

形を呈し、検出規模は東西 3.lm、 南北 3.2m以上、深さ24 cmを 測る。内部施設は、主柱穴・貼り床・

電址を検出した。主柱穴は 1本分 (Pl)を検出し、直径 25 cm、 深さ 1l cmを測る。貼り床は床面の凹

み部にある。西壁の中央吉阿寸近に竃施設の残存とみられる焼土施設をもち、その基底面は僅かに凹む。

この焼上の平面形態はU字形に近く壁体の夕鞭1には直径 7 cm大の円筒形の穴を検出する。焼土からは

骨の小片が僅かに出土する。住居内の埋土は黒褐色土の単一層である。遺物は住居全体より散在して

出上した。器種は土師器の甕。鉢や須恵器のイ身・高郭に混じり、砥石、ガラス小玉、鉄鏃が出土する。

出土遺物 (第 28・ 29図、図版 8)

154は甕である。緩やかに「く」字状を呈する口縁部に端部は丸くおさまる。155は鉢である。

内湾して立ち上がり、口縁部が僅かに外反する。156～ 158は須恵器である。156は郭身である。

上方に延びる受部に、口縁端部は丸くおさまる。157・ 158は高不である。157は杯部の受部端は凹み、

口縁端部に内傾する面、短脚の脚部端は内方へ屈曲し、脚柱部に透かしが施される。158は外反

して下がる脚柱上部に4方向の円孔をもち、カキロ調整が施される。159は砥石で 4面にはよく

使い込まれた砥面がみられる。石英粗面岩製。160はガラス製小玉で直径が 0,75～ 0.82cm、 子し径 0.13

cm、 厚み 0.48 cm、 色調は青色である。161は鉄鏃の茎部である。

時期 :出上した須恵器の特徴から、古墳時代後期中葉とする。

4 黒帽色二L(10YR3/2)
21層に地山上を多含する。
31層に地山土を少含する。0          2m 碧

:穂

(Sこ 1:60)

第 28図  SBll測 量図・出土遺物実測図 (1)

158

10cm

掘まギ ＼`げ

(S=1:3)
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構味高木遺跡 12次調査
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第 29図  S Bll出土遺物実測図 (2)

SB12(第 30図 )
調査区中央部東狽IH～ I。 6～ 7区に位置し、SB16に切られ SB14・ 周溝 1を切る。平面形態は方

形を呈し、検出規模は東西 5,55m、 南北 5.47m、 深さ35 cmを測る。内部施設は、主柱穴、貼り床と

焼土塊を検出した。主住穴は4本分 (Pl～ P4)を検出し、直径 23～ 54 cm、 深さ30～ 37 cmを測る。

床面全体から黒褐色土に地山上を多含する貼り床を検出し、厚さ3～ 13 cmを浪1る。北壁中央部の壁

体で外に張り出す凹みをもち、内側には焼土塊を検出する。また、焼上の南隣で上半が潰れた土師器

の甕や、口頸部の欠失した須恵器の壺が出土する。埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は住居全体

より散在して出上したが、殆どの上器が床面より浮いた状態で出上した。器種は土師器の甕。壼・鉢 。

甑や須恵器の蓋杯・郭身・高郭・甕・壼・甦に混じり、石錘・両刃磨製石斧・石錐 。敲石、管玉、鉄

鏃が出土する。

出土遺物 (第 31～ 33図、図版 8・ 9)

162～ 167は甕である。162。 164・ 165は「 く」字状の口縁部をもち、162・ 163。 165の端部

は丸くおさまる。166は口縁端部に内傾する平らな面をもち、167は 口縁端部がやや凹む。168・

169は壺であり、168は 直立気味の口縁部、169はやや外反する口縁部をもつ。170は脚付鉢の

脚部で「ハ 」字状に外反する脚部の内外面は横ナデ調整が施される。171は 甑であり、やや外反

する上胴部の内外面にハケロ調整が施される。172～ 175は須恵器の蓋郭であり、天丼部境に稜

をもち、口縁端部は 172が内傾する段をもち、173・ 175は 内傾する面をなし、174はやや凹む。

176～ 182は須恵器の杯身であり、口縁端部に内傾する段をもつ。183～ 189は高郭で、183～

185は凹むつまみをもつ。186～ 189は芥部で透かしをもち、187～ 189はカキロ調整が施され

る。190～ 193は奏であり、190～ 192は 口縁端部が上下方に拡張する。191～ 193は口縁部波

状文が施される。194は壺であり、直立気味の口縁部をもち、内外面に回転ナデ調整が施される。

0        10cm

(S=1:4)
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遇構と違物

sBイ1舟言言三二三三三≧至≡重三三≧三≦Zとζ三三三二二重三三三≧璽三三≡三三三三正三正三正三三二琵ま::こ:上
蟄塾⊇QШ

4.黒褐色上に地山土 (0.5～ l gn六 )を少台する。
2.1黒褐色上に地山土 (2～ 3m大 )を含むも
3.黒褐色上に地山土 (1～ 3 cm大うを多含する。

第30図 SB12測量図

195は醜で外反する日縁部は屈曲をもち、波状文が施される。196は石錘の完存品で、長さ4.88 cm、

重さ42.15gを測り、砂岩製である。197は両刃の磨製石斧で緑色片岩製ある。198は石錐でサヌ

カイド製である。199は敵石で上端に敲打痕が認められる。石材は玄武岩製―である。200は管玉の

破片で、明緑灰色|の緑色凝灰岩製である。201は有茎式の鉄鏃である。

時期 :出土した須恵器の特徴から、古墳時代後期前葉とする。

(S=1:60)
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構味高木遺跡 12次調査

第 31図 SB12出 土遺物実測図 (1)

167
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遺構と遺物

193

第 32図  S B12出土遺物実測図

195

0           10Cm

(S=1:3)
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檸味高木遺跡 12次調査
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第 33図  S B12出土遺物実測図 (3)
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遺構と遺物

SB 13(第 34図)

調査区南東隅H～ I・ 8～ 9区に位置し、SK6に切ら仏 SB9を切り、床面付近での検出である。

平面形態は方形を呈し、検出規模は東西2.3m以上、南北41m以上、深さ6 cmを測る。内部施設は、

主柱穴、周壁溝を検出した。主柱穴は1本分 (Pl)を検出し、直径 30 cm、 深さ15 cmを測る。周壁溝

は壁体に沿つて、東側の一部を除く全体で検出した。幅 lo～ 19 cm、 深さ2～ 13 cmを測る。住居内

の埋土は黒褐色上の単=層。遺物は床面付近で土師器の巽や高郭の破片などが出土する。

出土遺物 (第 34図 )

202は高杯で、杯部は底部付近で屈曲し直線的に外上方に延び(内外面はナデ調整が施される。

時期 :出上した土師器の特徴より、古墳時代後期前半に時期比定される.。

H.39.00m

1.1黒褐色土 (↑ OYR3/2)
(S=1160)

0           10cm

(S=1:3)

第 34図  S B13測量図・出土遺物実測図
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檸味高木遺跡12次調査

SB14(第 35図 )

調査区中央部 H・ 6～ 7区に位置し、SB12、 SD3に切られており西壁部だけの床面付近を検出する。

全容は不明であるが、平面形態は方形を呈するものと推測する。検出規慎は東西0.6m以上、南北 5.05m、

深さ 13 cmを測る。内部施設は、周壁溝を検出し、幅 6～ 18 cm、 深さ3～ 5 cmを測る。住居内の埋土

は黒褐色上の単一層である。遺物は土師器や須恵器の小片が僅かに出土する。

時期 :遺構の切り合いや出上した遺物などから、古墳時代でもSB12よ り古い古墳時代後期前葉以前

とする。

S B12

4 黒掘窪上上(10YR3/2)
24層に地山土 (05～ l cm大 )を多含する。

0              2m

(S=1:60)

第 35図  S B14測量図

SB15(第 36図 )
調査区南東部 H～ I。 8～ 9区に位置し、掘立 3、 SK6・ 11に切られ、SB18を切り南側だけの床

面付近を検出する。平面形態は方形を呈し、検出規模は東西 4.76m、 南北 2.lm以上、深さ 15 cmを

測る。内部施設は、周壁溝・小溝を検出した。周壁溝は壁体に沿って、幅 23～ 40 cm、 深さ5～ 9 cmを

測る。南東部の東西方向に周壁溝から直角方向に直線的に延びる小溝を検出し、長さ 1.3m、 幅 16～

20 cm、 深さ4～ 6 cmを測る。住居内の埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は住居全体より散在して

出土したが、殆どの上器が床面より浮いた状態で出土した。器種は土師器の甕・壷、須恵器の蓋郭・

郭身などが出土する。

出土遺物 (第 36図、図版 9)

203・ 204は甕である。「く」字状を呈する口縁部に端部は平らな面をなす。205。 206は壼である。

205はやや外上方に直線的に延びる口縁部、206は「く」字状を呈する口縁部をもち、内外面はナ

デ調整が施される。207・ 208は須恵器で、207は蓋琢であり、天丼部と口縁部との境に稜をもち、

口縁端部は平らな面をなす。208は杯身であり、口縁端部に内傾する段を有する。

時期 :出土した須恵器の特徴から古墳時代後期前葉に時期比定される。
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遺構と遺物

⑦

206

鋼 下ル
208

0           10cm

(S=4:3)

第 36図  S B15測量図・出土遺物実測図
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構味高木遺跡 12次調査

SB16(第 37図 )
調査区南東部 I。 7～ 8区に位置し、SB12を切り、東側は調査区外に延びる。全容は不明であるが、

平面形態は方形を呈するものと推沢1する。検出規模は東西 2.03m以上、南北 4.68m、 深さ28 cmを測る。

西壁中央部の壁体付近にて焼上の塊を検出する。住居内の埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は住

居全体より散在して出土したが、殆どの土器が床面より浮いた状態で出上した。器種は土師器の甕。壺・

甑や須恵器の蓋琢・高郭などが出土する。

出土遺物 (第 37図 )

209は甕の口縁部で、内外面にナデ調整が施される。210は壷の上胴部で、頸部付近の内面に粘土

のつなぎ口がある。211は甑の把手部で、断面は楕円形である。212～ 217は須恵器。212・ 213は

蓋杯で、天丼部と口縁部との境に稜をもち、口縁端部が 212は内傾する段、213は内傾する面をなす。

214は有蓋高杯の蓋で、天丼部に上部の縁がやや凹み、中心部がやや盛り上がるつまみがつく。215

～ 217は高芥の脚部で、脚柱部に透かしが施される。

時期 :出土した須恵器の特徴から古墳時代後期前葉とする。

N―S                                         H 39 00m

1,票捷;て五三L(10YR3/2)
0              2m

(S=1:60)

ヌ

猛
/~¬ == 憔＼

240

〇
‐

216

第 37図  S B16測量図・出土遺物実測図
(S=1:3)
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SB18(第 38図 )
調査区南東部 H・ 8～ 9区 に位置 し、

SB10。 11に切られる。南側は調査区外に

延びる。平面形態は方形を呈し、検出規模

は東西 3.5m以上、南北 4.05m以上、深さ

13 cmを測る。内部施設は周壁溝を検出した。

周壁溝は壁体に沿って、北壁の西側で検出

した。幅 18～ 20 cm、 深さ2～ 5 cmを測る。

貼り床は床面の凹み部から検出した。北壁

中央部付近の壁体に貼り付くように焼上を

検出する。住居内の埋土は黒褐色上の単一

層である。遺物は住居全体より散在して出

土したが、殆どの上器が床面より浮いた状

態で出上した。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、遺構

の切り合いから、SB13よ り古い古墳時代後

期前半以前とする。

SB19(第 39図 )
調査区南東部 G～ H・ 8区に位置し、南

西隅の床面を検出した。全容は不明である

が、平面形態は方形を呈するものと推測す

る。検出規模は東西 1.5m以上、南北 0.6m

以上を測り、内部施設は、周壁溝の南西隅

部を検出した。幅 12～ 17 cm、 深さ3～ 5

cmを測る。周壁溝の埋土は、黒褐色上である。

出土遺物はない。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、遺構

の切り合いから、SB18よ り古い古墳時代後

期前半以前とする。

1 票捷3{当■ (10YR2/2)
2 昇ミイロ塩」二上(10YR3/2)

(S=1:60)

第 38図 S B18測量図

1   詞
4 黒諄目雀上上(10YR3/2)

0               2m

(S=4:60)

第 39図 S B19測量図

遺構と遺物

ー

一‐川Ч
（‐］Ｘ‐［「却［『［渕剰「「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Ｅ

Ｏ
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Ｉ
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樺1/kt木遺跡112軟副食

(2)脚

掘立 1(第
140動

調査区北西部のF～ H■ 3～ 4区に位置し、SBlを切り、ゴじ西部は調査区外に廷びる.。 3聞×1聞

の東西棟で、1主軸は N-88' ―E‐を指向する。検出規模は1桁行 6蔑血、柱間 1つ～加 m、 梁行鍋 m、

柱聞3舶、柱穴の平面彦態は円形～楕円形を呈し、直径39～ 84 cmh深さ18～ 40cm4瀕よる。埋土

は黒褐色土である。遺物は土師器や須恵器の蓋杯・郭身・高黙の小片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 40剛

218は蓋杯で、日縁端部に向傾する画を有する。219は不身で、日縁端部に白1傾する面を有する。

220は高球の脚1部で、脚端部lI下方に廷びる。

時期:出土した須恵器の特徴及びヽ 埋土や遺構の切り合いなどから       葉とする。

4i塀謝喝迄た上(10YR3/2)

(S=lieO)

F≡
下π≡≡≡司
======it

(::::::::::::::::::::::|::::::::::::!!::::!||, |

219

Cn

(S=413)

第 40図 掘立 1測量図・出土遺物実測図

W00・ 68・ H
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遺構と遺物

掘立2(第 41図 )

調査区北東部のG～ I。 3～ 4区に位置し、SB5。 SK4を切る。2間 X2間の東西棟で、主軸は

N89。 ―EIを指向する。規模は桁行能れ、注関1.5～ ■7m、 梁行 2.7m、 柱聞1.3～ 1=4m、 柱穴の平
面形態は円形～楕円形を呈し、1直径43～ 88 cm、 深さ24～ 48 cmを測る。埋土は黒褐色上である。遺

物は土師器の甑・須恵器の蓋郭 `高イの小片が僅かと石庖丁が出土する。

出土遺物

(第4図、図阪91

221は甑であ

る。口縁部付

近が僅かに内

湾し、端1部 は

平らな面をな

し―、タト面にハ

ケロ調整が施

される。222・

223は蓋郭で、

口縁端部に内

傾する段を有

す る。224は

高琢の脚部で、

脚柱部に透か

しが施される。

225は 石庖丁

である。画面

に刃1部をもち、

背部は使用時

における擦 り

減り1こ より滑

らかであ る。

緑色片岩製。

時期 :出上した

須恵器の特徴

及び、理土や遺

構の切り合い

などから古墳

時代後期前葉

とする。

第 41図 掘立2測量図・出土遺物実測図

1.黒褐色土 (19YR3/2)
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0          10Cm

(S=4:e)

0            5Cm

(S=112)
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構味高木遺跡 12次調査

掘立 4(第 42図 )

調査区中央部西端の F～ G・ 6～ 7区に位置し、SDl・ 2に切られ、SB6・ 7。 17を切り、西側は調

査区外に延びる。3間 ×2間以上の南北棟になる。主軸はN-1° ―Eを指向する。検出規模は桁行 3.95m、

柱間 1.3m、 梁行 1.7m、 柱間 1.7m、 柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 43～ 75 cm、 深さ

16～ 26 cmを 測る。埋土は黒褐色土である。遺物は土師器の甕や須恵器の郭身。甕の小片が少量出土

する。

出土遺物 (第 42図 )

226。 227は甕であり、226は外反気味の口縁部に端部はやや内湾する。227は内湾する上胴部

の内外面にハケロ調整が施される。228は杯身である。口縁端部に内傾する面を有する。

時期 :出上した須恵器の特徴及び、埋土や遺構の切り合いなどから古墳時代後期前葉とする。

4 票掲雀上上(10YR3/2)

W―E                               H.3900m

t

，

圧
〇
〇

〇
〇
．工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｚ
‐
の

フ
幌 f~姶はベ

(S=1:60)

-1

228

0            10cm

(S三 4:3)

227

第 42図 掘立 4測量図・出土遺物実測図
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遺構と遺物

掘立 5(第 43図 )

調査区中央部西側の F・ 6～ 7区に位置し、SB7を切り、西側は調査区外に延びる。2間 ×1間以

上の南北棟になる。主軸は N‐ 3° ―Eを指向する。規模は桁行 3.06m、 柱間 1.4～ 1.6m、 梁行 lm以上、
柱間 lm以上、柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、直径 33～ 50 cm、 深さ3～ 38 cmを 測る。埋

土は黒褐色上である。遺物は土師器の甕や須恵器の蓋郭 。イ身の小片が少量出土する。

出土遺物 (第 43図 )

229～ 231は甕である。2291よ「く」字状を呈する口縁部に端部は水平な面をなし、内外面にナデ

調整が施される。230は外反する口縁部。231は 口縁端部が上方にやや肥厚され、端面は凹む。内外

面に横ナデ調整が施される

時期 :出上した土師器の特徴及び、埋土や遺構の切り合いなどから古墳時代後期前半代とする。

4 暴諄目雀上上(10YR3/2)

第 43図 掘立 5測量図・出土遺物実測図

0              2m
|

(S=1:60)

0           10cm

(S=4:3)

フ
２３

フ
塩

-49-



牽味蔦本遺跡12本調査

肢 o(第 44-図)

調査区花西部のF～ C・4～5区に位置し、働 1～ 3に切ら―蘊 SB2'7を切る。3間k2間の東商棟で、

主軸は卜∞'‐Eを増向する。規模は桁行5嬢血、柱間1る一輸m、 梁行範6m、 柱間―加一|ゑ1妹

避欠の平面形態は円形■精円形を呈|し、1直径28～ 80cln、深さ8～ 36cmを即る。4Llま1黒褐色上である。

1遺物Iユ土師器の甕●高然や須恵器動 が出上する。

H鐸物 悌 44醐
232は釜然である。口縁端部に内傾する面を有す込。233は杯身である。1日縁端部に内慨する面を

右する。234.1鋼非鈎弦濯簡菊歯である。緑働孵騨鏃

時期■出とした須議静の俸徴及び子埋土や遺縛の切|り岱 なヽいから苦墳韓磁簸湘醸把する。

甘
Ю画蒻T上
  '   '   1幅
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―
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―

―

―
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―

―

―

―

―

―
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―

―

―
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Ｉ

Ｌ

―
l

232

イ.倶詩庵巽壷』二(10YR3/29

233

0              10 cm

(S-1:働

第44図 掘ユ.6測副・ 出土遺物実測國

|   (S・
1-℃。)

・
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|

'鯉
:
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0          5む w

〔S=412)
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遺縛と鴛物

1雄 7鉾 45酌
調査区中央部のH～ I・ 5～ 6区に位置し、観蠍 鳳瀞1-を切る。2間X2間の東西棟で、主軸子ま
N-901。
‐
E―を指向する。現攘晰

―
&34m、 程閂 1あ～1朗m、 梁行駆m、 柱聞110～ 1蔀、建穴の

平罐 ぼ門渉韓ュH膨を呈味 直径34-～ 78 cmh深さ14～ 38 cmを測る。4-Lは肇麟鯛二く潟る。

遺物は土師器片の甕ヽ 須意器の議球・郷身の破片や鉄津が少量出土する。

出土遺物 (籍1451辞

285.236は棗で、口縁部瑞部は平らな面をなすょ237は筆不ぐ口縁端部に不萌瞭ふ震を有する。

233・ 239は不身である手238は立ち上がりが内傾欧 239は受部端がやや凹む。2401は鉄津である。

時期 :出土し鬱聴裁髄湘緞汲び、理土郡 卿 9合いなiなか.ら硼 中秦とする。

t,驀解菱折LgOYR3/29

唖

Ｔ
あ
り
０
０
ヨ

甦  咽

― 0         5cm
|

(S‐ 112)

∝‐1'9

第45回―1掘立7測量図■出土選物瑚

剣
司
矧
劉

(S‐ 1:60)
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構味高木遺跡 12次調査

(3) 劫

SKl(第 46図 )
調査区北西部の G,3
～4区イ.こ位置する。1平面

形態は楕円形、断面形態

は血Aを呈し、基底面は

ほぼ平らな面をなす。規

模は長軸 2.35m、 短軸

蝠h、 深さ9 cIを涙1る。

埋土は黒褐色土の単一層

で、遺物は土師器片、須

恵器の高挙Ⅲ壷 ,塊の小

片が少量出土する。

出土遺物 (第 47醐

241‐ 242は 高郭の脚

部である。2411よ脚裾部

に透かしとタト面にカキロ

調整が施され、242は脚

端部が下方に肥厚|され

る。243は重|である。日

縁部が緩やかに外反し、

端部は丸くおさまり、'内

外面に回転ナデ調整が施|

される。244は婉である。

内湾する下胴部から上方に直線的に立ち上がり、端部は丸くおさま―り、内外面に回転ナデ調整が施さ

才じる。

時期 :出土した須恵器の特徴から、古墳時代後期前葉とする。

242

0          1o cml

(S=1:3)

第 47図 SKl出 土遺物実測図

1.黒雛   (10YR3/り

第 46図 SKl測 量図

一３

日
副

劉

(S=1:30)
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遺構と遺物

SK2(第 48図 )
調査区北西隅の F。 4区に位置し、SBlの床面にて検出する。平面形態は楕円形、断面形態は逆台

形状を呈し、基底面は平らな面をなす。規模は長軸 1.45m、 短軸 0.98m、 深さ 10 cmを測る。埋土は

黒褐色上の単一層で、遺物は土師器の甕、須恵器の小片、石鏃が僅かに出土する。

出土遺物 (第 48図 )

245。 246は斐である。245はややクト上方に直線的に延びる口縁部に端部は丸くおさまり、246は「く」

字状を呈する口縁部。247は打製石鏃の完存品である。凹基無茎式鏃で両面に二次剥離がおよぶ。

サヌカイト製。

時期 :出土した土師器の特徴から、古墳時代後期頃とする。

VV― E

1 兵静目雀上上(10YR3/2)
0           1m

(S=4:30)

―鬱歎一昨
◇246

0           10cm

(S=1:3)

第 48図 SK2測 量図・出土遺物実測図
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尚
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〃
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0         5cm

(S=1:2)
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樺味高木遺跡12次調査

SK4(第 49図)
調査区北東部のHI～ I・ 3～ 4区に位置し、掘立-2に切られ、SB5を切る。平面形態は長方形、断

面形態は逆台形状を呈し、基底面は平らな面をなす。規模は長軸 2.7m、 短軸 -1.6m、 深さ3 cmを測る。

埋上は黒褐色上の単一層で、進物は1土師器の甕、須恵器の蓋杯 ,高杯の破片が少量と石庖丁が1点出

土する。

出錠 物 (第 49図 )

248・ 249は甕である。248は外反する口縁部の端部はやや水平な面をなし、2491よ外反する口

縁部の端部は平らな面をなす。250は蓋杯であり、口縁端部に内傾する面を有する。251・ 252は

高郭の脚部である。251は脚基部に透かしが施され、252は脚端部は下方に延びる。253は石庖丁

の刃部片である。

時期 :出上した須恵器の特徴から、古墳時代中期後半とする。

ヽ

日13900m

1,黒楊色土 (loYR3/2)

圭支塗 ィ碧く
2501                251

菊

扉

中ゥ

0          100m

(S=1,3)

第 49図  SK4測 量図・出土遺物実測図

1              253

0         5cm

(S=112)

(S=1:30)
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遺構と遺物

SK8(第 50図 )
調査区南東部の I・ 8～ 9区に位置し、SB13の床面から検出する。平面形態は長方形、断面形態は

逆台形状を呈し、基底面は平らな面をなす。規模は長軸 1.lm、 短軸 0.95m、 深さ30 cmを 測る。埋土

は黒褐色上の単一層で、遺物は上位から基底面にかけ、土師器の甕・高イの破片が出土する。

出土遺物 (第 50図 )

254は斐である。「く」字状の口縁部に端部は平らな面をなし、口縁部内外面は横ナデ調整、胴部

外面はハケロ調整、内面はナデ調整やケズリ調整が施される。255。 256は高杯である。杯底部付近

で屈曲し、口縁部は外反する。

時期 :出土した土師器の特徴から、古墳時代中期前葉とする。

4 黒帽色三L(10YR3/2) 0           1m

(S=1:30)

0           10cm

(S=1:3)

第 50図 SK8測 量図・出土遺物実測図
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構味高木遺跡 12次調査

SK10(第 51図 )
調査区南西部の G・ 8区に位置し、SD8を切る。平面形態は不整楕円形、断面形態は皿状を呈し、

基底面は凹む。規模は長軸 1.53m、 短軸 1.16m、 深さ 12 cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層で、遺物

は土師器の甕 。高杯、須恵器の蓋杯・イ身の破片が少量と石鏃が出土する。

出土遺物 (第 51図 )

257は甕である。「く」字状の口縁部に端部は丸くおさまる。258は高必である。杯部は内湾気味

に立ち上がる。259・ 260は蓋郭である。259は 口縁端部に段を有し、260は 口縁端部に内傾する面

をなす。261はイ身である。口縁端部に明瞭な段を有し、受部端が凹む。262はサヌカイト製の打製

石鏃で、基部が僅かに袂られた凹基無茎式で先端部が欠失する。

時期 :出土した須恵器の特徴から、古墳時代後期前葉とする。

SVV― NE                                 H 39,00m

1 黒くイG雀上上(10YR3/2) 0           1m

(S=1:30)

R＼
257

虫   ェ
259             260

→

0          5cm

(S=1:2)

0            10cm

(S=413)

第 51図 S K10測量図・出上遺物実測図

汁イ
´
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SKll(第 52図 )
調査区南東部の H～ I・

7～ 8区に位置し、SB12・

15を切る。平面形態は不

整楕円形、断面形態は逆台

形状を呈 し、基底面は凹

む。規模は長軸 2.66m、 短

軸 2.35m、 深さ 16 cmを 測

る。埋土は黒褐色土の単一

層で、遺物は土師器の甑、

須恵器の蓋不・杯身の破片

が出土する。

出土遺物 (第 52図 )

263は甑の把手であり、

断面楕円形の把手で、先端

部が窄まる。264は蓋杯で

ある。口縁端部に内傾する

面をなす。265はイ身であ

る。受部端が凹み、口縁端

部は丸くおさまる。

時期 :出上した須恵器の特

徴から、古墳時代後期前葉

とする。

遺構と遺物

第 52図  S Kll測量図・出土遺物実測図

H3900m

噛

0           1m
|

(S=li30)

≫

0            10cm

(S=1:3)
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樟味高木遺跡 12次調査

SD8(第 53図 )
調査区南西部の G・ 7～ 8区に位置し、SB10、 掘立 3、 SK10、 SD2に切られ、両端は不明である。

主軸はN-87° ―Eでやや湾曲を示す。規模は検出長 362m、上場幅 0.5～ 0.73m、 深さ10～ 12cmを測る。

断面形態は逆台形状を呈する。比高差は殆どない。埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は須恵器片

が少量と石斧が出土する。

出土遺物 (第 53図 )

266・ 267は郭身である。266は口縁端部に内傾する面をなし、267の受部は水平な面をなす。

268は磨製石斧で刃部付近のみ一部残存する。緑色片岩製。

時期 :出上した須恵器の特徴から、古墳時代後期前葉とする。

0           10cm

(S=4i3)

5cm

(S=1:2)

生黒褐色± 9叫RV動        梱

(S=4:30)

第 53図  SD8測 量図・出土遺物実測図
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遺構と遺物

SX2(第 54図 )
調査区北東部のI'2区に位置し、東・北側は調査区に延びる。平面形態は不整形、断面形態はレン

ズ状を呈する。規模は東西 1.8m以上、南北 2.Om以上、深さ28 cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層で、

遺物は土師器の高杯・鉢、須恵器の蓋郭・高杯・壺、砥肩、石鏃が出土する。

出土遺物 (第 55図、図版 9)

269は高郭である。郭部と脚裾部は大きく外反する。270。 271は鉢である。270は内湾する胴

部に口縁端部は内傾する面をなし、内外面にミガキ調整が施される。271はタト傾する胴部に口縁

部がさらに外反し、端部は平らな面をなし、内面にハケロ調整が施される。272～ 274は蓋杯で

ある。272は天丼部と口縁部の境に凹みによる稜を持ち、273は天丼部から屈曲した口縁部は下方

に延び、274は天丼部から屈曲した口縁部は短く、273・ 274と も端部は丸く収まる。275は高郭

の脚部で、脚柱部に沈線が 1条巡る。276は壺であり、窄まった顎部は緩やかに外反し長顎である。

277・ 278は砥石の完存品である。両端を除き4面 とも砥面とし、表面では主に縦方向の微細な線

条痕が観察される。表裏とも滑らかな凹面をもち、よく使い込まれている。279は石鏃である。

時期 :出上した須恵器の特徴から、古墳時代後期前葉とする。

1,票辛葛てLttL(10YR3/2)

嘉 54図  SX2測 量図
(S=1:30)
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檸味高木遺跡 12次調査

272

274

273

メ代
275

0            10cm

(S=1:3)

(::::::::}        277

□             278

0        40cm

(S=1:4)
⇔             279

0         5cm

(S=1:2)

第 55図 SX2出 土遺物実測図
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遺構と遺物

〔3〕 古代

第V層上面にて性格不明遺構 1基 (SXl)を検出した。

性格不明遺構

SXl(第 56図 )
調査区北東部の H～ I・ 2～ 3区に位置し、東端は調査区に延びる。平面形態は不整形、断面形態

は逆台形状を呈する。規模は東西 2.lm以上、南北 4.2m、 深さ30 cmを測る。埋土は鈍い黄橙色土の

単一層で、遺物は土師器の鉢、須恵器の蓋イ・イ・高杯・甕、紡錘車、石鏃が出土する。

出土遺物 (第 57図、図版 9)

280は土師器の鉢である。底部から口縁部まで内湾しており、端部は丸くおさまり、タト面にハケロ

調整、内面にナデ調整が施される。281～ 288は須恵器である。281・ 282は蓋イであり、281はつ

まみ中央部が凹み、282は口縁部の内端面が接地する。283～ 285は杯であり、283は平底の底部よ

り外反気味に立ち上がり、胴部中位にて稜を持ち、口縁端部は丸くおさまる。284は直立気味の口縁

部に端部が尖り気味である。285は内湾する口縁部の端部は九くおさまる。286・ 287は高郭であり、

286は「ハ」字状を呈する脚部は内端面が接地し、287は外部は内湾気味に立ち上がり、いずれも杯

底部に回転ヘラ削り調整が施される。288は甕であり、日縁端部に2条の凹線文が巡り、胴部に格子

0           1m

(S=1:30)
第 56図  SXl測と曇図

一隅
∃

4鈍い貢橙色土 (10YR6/3)
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檸味高木遺跡 12次調査

状タタキが施される。289は土製の紡錘車である。端面と中央部の穿孔部は平らな面をなす。290は

打製石鏃である。基部が僅かに狭られた凹基無茎式鏃で、先端部が欠失している。a面のイユぼ全面と

b面の周縁部に二次剥離がおよぶ。石材はサヌカイト製。

時期 :出上した須恵器の特徴から、8世紀代とする。

平 ::

284

＼
~

0           10cm

(S=1:3)

中
289

5cm

(S=1:2)

第 57図 SXl出 土遺物実測図
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離 と勘

〔4〕 中世|

第V層二面にて掘立桂建物-1穂 ―土坑1.基 CSK71を検出した癒

(1) と屈恒乏舜主棗曇逸穎

観立3(第 581図)

調査区南西部のG～ H・ 8～ 9区に位置欧 SB10・ 11'18■9、 SD3、 SK9・ 10i周溝1を切る。

2間 X121間の東西棟で、主軸はN=89'Eとほぼ真北を指向する。規模は桁行4舗れ、柱間23～猛蘇 ―

鮪 詢～41m、 注聞1.8～宏lm、 構大の平醸 は円陵 塁味 離 201～ 42c恥 深さ9～ 35 cm

を測り、南東角の構穴基底面1こ!根石を伴う。埋土は灰黄褐色土。出土遺物は■師器の小片が筐かに出

1土する。

出鍵 物悌 58剛

291'292は土師1器の�である。2911よ平嵐の感部より外傾して立ち上がり、底部に回転糸切り

痕がある。292は平康の底部より内湾気囃に1立:ち上がる。

時期=蝦 しうる遺物に乏|しく、理土がSD-1と同iなことから17世鍵前半とする。

1.瑛貢褐色土.(10YR5/2)

(S‐ 1:00)

旺

ほ

鷹

目

く`ミ三三:::::::::I::::::::''「

`4与

1 292

第弱 ―図 掘立3測量図●出土遺物実測図
CS-1:〔つ

lQOn
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構味高木遺跡 12次調査

(2)土坑

SK7(第 59図 )
調査区南西部の F・ 8～ 9区に位置し、SB10を切る。平面形態は隅丸長方形、断面形態は逆台形状

を呈し、基底面は平らな面をなす。規模は長軸 1.lm、 短軸 0.85m、 深さ 18 cmを測る。埋土は灰責褐

色上の単一層で、上位に人頭大の礫、上位から中位にかけて焼土の塊や少量の炭を検出した。遺物は

上位から中位にかけ、土師器のイや弩の破片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 59図 )

298は土師器のイである。平底の底部より内湾気味に立ち上がる。294は土師器の甕 ?である。

やや九みをもつ底部から内湾気味に立ち上がり、外面は胴部にハケロ調整、底部にケズリ調整が

施される。

時期 :出上した土師器の特徴から、13世紀代とする。

4仄黄縄色土(10YR5/2) 0           1m

(S=1:30)

294

0           10cm

(S=1:3)

第 59図 SK7測 量図 。出土遺物実測図
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遺構と遺物

〔5〕 近世

第V層上面にて溝 8条 (SDl～ 7・ 9)、 土坑 2基 (SK5・ 6)、 柱穴を検出した。

SDl(第 62図 )
調査区西側の G。 3～ 8区に位置し、SB2・ 6。 7、 掘立 4・ 6、 SK3、 周溝 1を切り、北端は調査区

外に延びる。主軸はN-4° ―Wと ほぼ真北方向を指向する。規槙は検出長 19,8m、上場幅 0.58～ 1.32m、

深さ5～ 1l cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。比高差は殆どない。埋土は灰責褐色上の単一

層である。遺物は土師器・陶磁器の小片や鉄釘、銭貨などが出土する。

出土遺物 (第 60図、図版 9)

295は磁器碗の底部である。底部外面には削り出しの低い高台をもち、内面は施釉され砂目痕がある。

296・ 297は鉄釘である。298は寛永通宝銭である。

時期 :出上した銭貨の特徴から、17世紀前半とする。

40cm

の
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(S=1:3)

0         5cm

(S=4:2)

第60図 SDl出土遺物実測図

SD2(第 62図 )
調査区西側のF～ G・ 3～ 8区に位置し、SB6。 7、 掘立 4・ 6、 SD8を切り、北端は調査区外に延びる。

主軸は N-6° 一Wと ほぼ真北方向を指向する。規模は検出長 17.95m、 上場幅 0.48～ 0.64m、 深さ4
～ 20 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。比高差は殆どない。埋土は灰黄褐色土の単一層である。

遺物は土師器・陶磁器の小片が少量と鉄津が出土する。

出土遺物 (第 61図 )

299は磁器碗の底部である。底部には断面逆台形状の削り出し高台をもち、外面は高台付近ま

で施釉が施される。300は鉄津である。

時期:時期決定しうる遺物に乏しく、SDl・ 3と平行しており、埋土も同一なことから17世紀前半とする。

0           10cm

(S=1:3)
0         5cm

(S=4:2)

０

３０

図測実物ｕ逗土出
２ＤＳ第 61図
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構味高木遺跡 12次調査

SB49

第 62図  SDl～ SD3測量図

4灰黄褐色土 (10YR6/2)

(S=1:400)
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遺構と遺物

SD3(第 62図 )
調査区中央部の G～ H・ 4～ 8区に位置し、SB2・ 6・ 7・ 12・ 14、 掘立 6、 周溝 1を切る。主軸は

N-8° ―Wと南北方向を指向する。規模は検出長 14.95m、上場幅 0.43～ 0.80m、 深さ3～ 15 cmを測る。
断面形態は逆台形状を呈する。比高差は殆どない。埋土は灰黄褐色上の単一層である。追物は土師器。

陶磁器の小片が僅かと鉄釘が出土する。

出土遺物 (第 63図 )

301は磁器碗の底部である。底部には断面逆台形状の削り出し高台をもち、高台部まで施釉が

施される。302は鉄釘である。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、SDl・ 2と平行しており、埋土も同一なことから17世紀前半とする。

0         5cm

(S=4:2)

SD4
調査区北東部の H。 2～ 3区に位置し、北端は調査区外に延びる。主軸は N-7° ―Eと南北方向を

指向する。規模は検出長 2.73m、 上場幅 0.7～ 0.93m、 深さ3～ 6 cmを測る。断面形態は皿状を呈する。

比高差は殆どない。埋土は灰黄褐色上の単一層である。遺物は土師器の小片が少量出土する。

時期 :時期決定しうる出土遺物に乏しく、埋上がSDlと 同一なことから、17世紀前半とする。

SD5
調査区南東部の I。 7区に位置し、SK5に切られ、SB16を切る。東端は調査区外に延びる。主軸は

N-82° ―Eと東西方向を指向する。規模は検出長 2.6m、 上場幅 0.73～ 0.92m、 深さ6～ 12 cmを測る。
断面形態はレンズ状を呈する。比高差は殆どない。埋土は灰黄褐色上の単一層である。遺物は土師器

の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる出土遺物に乏しく、埋上が SDlと 同一なことから、17世紀前半とする。

SD6
調査区東側の I・ 5～ 6区に位置し、東端は調査区外に延びる。主軸はN-90° ―Eと真北の直角方
向を指向する。規模は検出長 2.6m、 上場幅 0.58～ 0.8m、 深さ4～ 13 cmを測る。断面形態はレンズ

状を呈する。比高差は殆どない。埋土は灰責褐色上の単一層である。遺物は土師器の小片が僅かに出

土する。

時期 :時期決定しうる出土遺物に乏しく、埋土がSDlと 同一なことから、17世紀前半とする。

SD7
調査区東側の I・ 6区に位置し、東端は調査区外に延びる。主軸はN-80° ―Eと東西方向を指向する。
規模は検出長 1.Om、 上場幅 0.52～ 0.6m、 深さ3～ 8 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈する。比高

差は殆どない。埋土は灰黄褐色上の単一層である。出土遺物はない。

時期 :時期決定しうる出土遺物はないが、埋上がSDlと 同一なことから、17世紀前半とする。

□

どと遺物実測図〕:i2
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構味高木遺跡 12次調査

SD9
調査区北東部の I・ 4区に位置し、SB5を切り、東端は調査区外に延びる。主軸は N-85° 一Eと東

西方向を指向する。規模は検出長 2.Om、 上場幅 1.05～ 1.lm、 深さ3～ 4 cmを測る。断面形態はレン

ズ状を呈する。比高差は殆どない。埋土は灰黄褐色上の単一層である。遺物は弥生土器の小片が少量

混入していただけである。

時期 :時期決定しうる出土遺物はないが、埋上が SDlと 同一なことから、17世紀前半とする。

SK5(第 64図 )
調査区南東部の I・ 7区に位置し、SD5を切る。東側は調査区外に延びる。平面形態は隅丸長方形、

断面形態は皿状を呈し、基底面は平らな面をなす。規模は南北 1.32m、 東西 0.92m以上、深さ 13 cm

を測り、埋土は灰黄褐色砂質上の単一層で、北側の基底面に 10～ 22 cm大の礫を密集した状態で検出

上した。遺物は土師器の小片が僅かに出土し、礫の下から鑑が 1点出土した。

出土遺物 (第 64図、図版 9)

303は鉄の鑓である。

時期 :出上した土師器の特徴から、17世紀前半とする。

H 3900m
0          5cm

(S=1:2)

生縄仄色砂質± 9 0YRm)     m
(S=1:30)

第 64図  SK5測 量図・出土遺物実測図

SK6(第 65図 )
調査区南東部の I・ 8～ 9区に位置し、SB13・ 15を切る。平面形態は隅丸長方形、断面形態は逆台

形状を呈し、基底面は平らな面をなす。規模は長軸 0.9m、 短軸 0.62m、 深さ 33 cmを測る。埋土は灰

黄褐色土の単一層である。遺物は上位から基底面にかけ、土師器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく埋上がSK5と同一なことから17世紀前半とする。

‐

［

隋

胆

国

Ｍ

一

悧

世
）

３

⑬

1縄仄色砂質土 (10YR6/1)
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結

N―S H3900m

1縄仄色土 (10YR6/1)
0           1m

(S=1:30)

第 65図  SK6測 量図

4.小 結
今回の調査では、弥生時代～近世の遺構や遺物を検出した。遺構は、主に弥生時代中期の竪穴住居・

土坑、古墳時代の竪穴住居・掘立柱建物・土坑・溝・性格不明遺構、古代の性格不明遺構、中世の掘

立柱建物・土坑、近世の溝・土坑などである。

弥生時代

SB17の床面から出土した甕や高イなどは、後世の削平を受け上半が欠失しているが、一括性の高

い遺物である。SB6から出土した磨製石鏃 2点は、在地の緑色片岩製の石材であることから、当地に

て製作されたことが想定できる。また、サヌカイト製の打製石鏃や石庖丁状の収穫具に加えサヌカイ

ト剥片なども少量ではあるが出上しており、この住居内で製作された可能性をもつ。周溝 1は東側半

分が SB12や SB15に より削平を受け全容は不明であるが、平面形態は楕円形でも隅丸方形に近いも

のと想定する。周溝内から出土した遺物は、甕や壷など日常用の上器の破片などで、一括投棄などの

祭祀行為はみとめられなかった。

Fと予士ど三日試

全域において竪穴住居や掘立柱建物を検出しており、安定して調査地周辺に該期における集落の展

開が窺える。特に微高地がやや高くなる南側に集中しており、SB9～ 16。 18・ 19の 10棟が切り合っ

て検出された。これらの住居址は古墳時代中期後半から後期にかけてのものが密度が濃く、この間に

継続的に当地やその周辺で居住していたと考えられる。SB12の北壁で検出した焼土は竃施設の残存

で、壁体の夕盟」への張り出しは煙道施設と考えられる。

古 代
SXlは埋土や出土遺物から、東隣の構味高木遺跡 6次調査の鍛治関連遺構を検出した8世紀頃の段

落ち遺構のつながりである西端部が検出できた。
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檸味高木遺跡 12次調査

中 世

SK7か らは人頭大の礫のほかに災や焼土を浮いた状態で検出しているが、遺構内で焼かれた痕跡は

なく、別の場所で焼かれてSK7に入れたことが考えられる。骨は未検出であったが、土廣墓の可能性

をもち、上位から検出した礫は墓標施設が崩落したことが窺える。

近 世
SDl～ 4は南北方向に平行して延び、東西方向のSD5～ 7・ 9に直角方向であり、溝の形状や位置

関係などから農耕に伴う溝と考える。SK5の基底面からは鑑状の鉄製品が出土し、その上層に人頭大

の礫を検出する。この鑑は桶棺に使われていたことも考えられ、桶棺墓の可能性をもつ。掘立 3の出

現により、周辺に近世集落の存在が窺える。

今回の調査では、弥生時代中期、古墳時代中期から後期の竪穴住居や掘立住建物を主体とした集落

を形成する遺構や遺物と、古代から近世頃の集落関連遺構を検出し、当時の集落構造を解明する資料

力χ与られた。

今後の整理課題として、当地における古墳時代中期から後期にかけての詳細な集落構造や規槙を未

整理遺物などの整理作業を進めながら検討する必要がある。

遺構・遺物 一凡例一

(1)以下の表は遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄 ()  :復元推定値
形態・施文欄 :土器の各部位名称を略記。

例)つ→つまみ部、天→天丼部、口→口縁部、杯→郭部、郭底→郭底部、

顎→顎部、胴→胴部、胴上→胴部上位、胴下→胴部下位、脚→脚部、

脚端→脚端部、底→底部、裾→裾部

胎土・焼成欄 :胎土欄では混湘剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製上、金→金雲母、

チャ→チャート、細→細粒 (0。 9 mm以下)

()内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。 (単位 :mm)

焼成の略記について。◎→良好、○→良、△→不良
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表 4  掘立柱建物一覧

遺構一覧

(1)

表 2  竪穴住居一覧
亦

Ｂ

翌

ｔＳ
時期 翻

規  模 (m)
長さ(長径 )×幅 (短径 )×深さ

埋  土 積
，
面
ド
床
ｔ

主柱穴
(本 )

内 詈Б施 設
)麟 備  考

土坊 炉

1 古墳 方形 29以上×21以上×01 黒褐色土 567以上 ○
狽西北

るびヽ
れ
延
ら

に
切
外
に
区
１
査
立
調
掘
は

2 弥 生 方形 黒褐色土 1086 ○
掘立 6、 SDl'3に 切られ、
SK3を切る。

3 古墳 方形 12'決」二X08,ス■×008 黒褐色土 056以上 ○ 北側は調査区外に廷びる。

4 古墳 方形 44 × 355 × 0孔 3 黒褐色土 ○ SB5を 切る。

5 古墳 方形 485 × 305以 上× 005 黒掲色土 1194以上 ○
SB4 掘立2 SD9 SK4に ブ
られ、床面での検出。

6 弥 生 円形 47 × 46 × 023 黒褐色土 1706 ○ ○
SB7、 掘立 4、 SDl～ 3に切 られ、
SB17、 周溝 1を切る。

7 古墳 方形 503 × 41以上 X 004 黒褐色土 1707以上 ○
掘立 4～ 6、 SDl～ 3に 切 られ、
SB6 17、 周溝 1を切る。

8 弥生 方 形 17以上×04以上 X017 黒褐色土 052以上 O 東狽1は調査区外に延びる。

9 弥生 方形 37以上× 16以上×22 黒褐色土 489,大」と ○
SBll 13 18に 切 られ、
南側は調査区外に延びる。

10 古墳 方形 55以上×38以上×012 黒褐色土 193以上 ○
南

る
西側は調査区外に延ひ

11 古墳 方 形 32以上× 31 × 024 黒褐色土 995'火 JL ○
SB9 15 18を 切り、南側
は調査区外に延びる。

古墳 方形 555 × 547 × 035 黒褐色土 4
SB16に つワら/b、 SB14・ )司
溝 1を切る。

13 古墳 方形 41'大 J二 × 23'火」L× 006 黒褐色土 156以上 ○ 3K6に 切られ、SB9を 切る。

14 古墳 方形 505 × 06以上 X 013 黒掲色土 ■65以上 ○ 3B12 SD3に 切られる。

古墳 方形 476 × 21以上 × 015 黒褐色土 1069以上 ○
幅立 3、 SK6・ 11に切られ、
3B18を 切り、小溝を伴う。

古墳 方形 468× 203以_LX 028 黒褐色土 792以上 3B12を 切 り、東側は調査
区外に延びる。

17 弥 生 鴨九方形 202火」とX 16'大 Jと × 007 黒褐色土 446以上 3B67、 掘立 4に切られる。

古墳 隅売方形 405以上 X 35以上× 013 黒褐色土 381以上 ○ 3B10・ 11に切られる。

古墳 方形 15以上 ×06以上 X003～ 005 黒褐色土 351以上 ○ 南西部の床面のみ残存。

表 3 竪穴住居の炉・カマド

穴

醐

翌

Ｓ
時期 炉 カマ ド 位 置 平面形

規 模 (m)
長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ

積
，ド
面
ｔ 備 考

6 弥生 ○ 中央部 精円形 064 X 048 × 01 025 炭・焼土を少量検出。

11 古墳 ○ 西壁中央部 U字形 10以上 × 073以上 X 021 037以上 ljt土

12 古墳 煙道 ? 北壁中央部 不正形
壁体に突出部をもつ。焼土
塊検出。

掘立
規模
(間 )

方向
子  行 梁   行

方 位
床面積
(ド )

時期 備  考
実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱間寸法 (m)

l 3× ユ 東西 N88°  ―E 上612以上 古墳 SBlを 切り、北西部は調蛮Z外に延びる。

2 2× 2 東西 15～ 17 13～ 14 N89°  ―E 古墳 SB5、 SK4を しDる。

3 2X2 東 西 23-26 39-41 18～ 21 N89°  ―E 1944 中世
SB10 11 18 孔9、 SD8、
3K9 10、 周溝 1を切る。

4 3× 2以上 南 北 395 13 17以上 L7 N― X°  ―E 672'大」ヒ 古墳 SD1 2に 切 られ、SB6 7 17を切り、西側は調査区外に延びる。

5 2× 1以上 南 北 14～ 16 10以上 10以上 N-3°  ―E 306'火」ヒ 古墳 SB7を 切り、西側は調査区ントに延びる。
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掘 立
規模
(間 )

方向
桁   行 梁  行

方 位
床面積
(ド )

時期 備 考
実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 庄間寸法(m)

3× 2 東西 15～ 19 20～ 21 N90°  ―E 2132 古墳
SDl～ 3に 切 られ、SB2
7を 切る。

7 2× 2 東西 354 15-21 16- 18 N90°  ―E 孔204 古墳 SB4、 周溝 1を切る。

掘立柱建物一覧

樟味高木遺跡 12次調査

(2)

表 5

清

ＳＤ
地  区 断面形

，

さ

ｍ

深

ｔ

×模益
規
離

方向 埋  土 出土遺物 時期 備  考

ユ G 3～ 8 逆台形状 198 × 058～ 132 × 005～ 011 南 北 灰責褐色土
土師器 磁器
銭貨 鉄器 近世

SE彦・6・ 7、  コ己二L4・ 6、 関 、
周溝 1を切る。

2 F～ G 3～ 8 逆台形状 上795 × 048^ヤ 064 × 004- 02 南 北 灰黄褐色土 土師器
磁器 鉄器 近世

開67、 掘立 46、 SD8を
切る。

3 G～ H 4～ 8 逆台形状 1495 ×043-08× 003^ヤ 015 南 北 灰黄褐色土 土師器
磁器・鉄器

近世
SB2・ 6 7・ 12・ 14、  ,ここと6、
周溝 1を切る。

4 H 2～ 3 皿】犬 273 × 07～ 093 X 003^,006 南 北 灰責褐色土 土師器 近世 北端は調査区外に延びる。

1 7 レンズ】犬 26 × 073^-092 × 006～ 012 東 西 灰責褐色土 土 師器 近世
SK5に切 られ、SB16を 切 り、東
端は調査区外に延びる。

6 I・ 5～ 6 レンズ状 26× 058^ヤ 08X 004´-013 東西 灰責褐色土 土師器 近世 東端は調査区外に延びる。

7 I 6 レンズ状 10 × 052～ 06 × 003～ 008 東西 灰責褐色土 近世 東端は調査区外に廷びる。

G 7～ 8 逆台形状 362 X 05-073 × 01～ 012 南 北 黒褐色土 須恵器 石器 古墳 SB10、 掘立 3、 SK10、 SD21こ
切 られ、両端は不明。

I ・4 レンズ】犬 20× 105- 1l X 003- 004 東西 仄黄褐色土 弥生 近世
SB5を 切り、東端は調査区
外に延びる。

表 6   上坑一覧
器
桝
ｋ

土

く 地  区 平面形 断面形 規 模 (m)
長さ(長径 )×幅(短径 )×深さ

床面積
(浦 )

埋  土 出土遺物 時期 備 考

ユ G 3～ 4 楕円形 皿状 235 X 19 × 009 黒褐色土
土師器
須恵器 古墳

2 F 4 楕円形 逆台形状 145 X 098 X 01 黒褐色土
土師器
須恵器

古墳 SBlの床面にて検出。

3 G・ 5 長方形 逆台形状 215以」二 X 093以 上 X 02 黒褐色土 弥生土器 弥生 SB2、 SDlに切られる。

H～ I
3～ 4 長方形 逆台形状 27× 16X003 黒褐色土 器

器
石
帥
鶴 古墳

掘立 2に切られ、SB5を 切
る。

1  7 隅九
長方形

皿状 132 X 092以上× 013 095以上 灰責褐色
砂質土 靭端

近世
SD5を 切 り、東狽1は 調査
Z外に延びる。

6 1 8-9 隅九
長方形

逆台形状 09 X 062 X 033 灰責褐色土 土師器 近世 SB13・ 15を切る。

7 F 8～ 9 隅丸
長方形

逆台形状 1l X 085 X 018 灰黄掲色土 土師器 中世 SB10を 切る。

1 8^-9 長方形 逆台形】犬 11 × 095 × 03 黒掲色土 土師器 古墳 SB13の床面にて検出。

9 H・ 8 不整形 レンズ状 215 × 112以 上× 024 177以上 黒褐色土 弥生土器 弥生 掘立 3に切られる。

G 8 不整
楕円形

皿状 153 X l16 × 012 黒褐色土
土師器
須恵器 古墳 SD8を切る。

Xl
H～ I
7^ヤ 8

不整
楕円形

逆台形状 266 × 235 × 016 黒褐色土
土師器
須恵器 古墳 SB12・ 15を切る。

表 7   性格不明遺構一覧

tSXI 地  区 平面形 断面形
規 模 (m)

長さ(長径 )×幅 (短径 )×深さ
積
，
面
浦
床
ｔ

埋  土 出土遺物 時期 備  考

1
H～ I
2^ヤ 3 不整形 逆台形】犬 42× 21以上×03 646以上 にぶい

責橙色土
土師器
須恵器 石器 古代 東側

は調査区外に延びる。

I・ 2 不整形 レンズ状 20以上 × 上8以上 X 028 以 上 黒掲色土 器
器鰤鶴
古墳
東

る
北側は調査区外に延び
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表 8 SB2出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番婦 器種 法量 形 態・施 文
調   整 色調

i織冨|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

1 甕 残高 26
「く」字状の頸部に刻目文を施した
貼付凸帯をもち、口縁端部は上方に
拡張する。

ヨコナデ ヨコナデ
明赤褐色 にパい贅橙色

にぶい褐色
密 砂
◎

2 高郭 残高 23 杯部は大きく外反する。
ハケ (5本 /cm)
→ナデ

ナ デ
にぷマ鳩色 にがい■袴と
灰黄褐色 灰自色

砂
金
◎

赤砂

9  SB6出 土製品

番堤 器種 法量 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備 考 図版

外 面 面

3 奏
径

高
口
残
(161)

37
口縁端部に 1条の四線を持ち、上方
に肥厚する。

ヨヨナデ
ハケ orミ ガキ

ヨコナデ
マメツ

淡黄色 淡褐色
淡黄色 淡褐色

石 (密 )長 但
◎

4 甕 残高  16 口縁端部に 1条の四線を持ち、外上
方に肥厚する。

ヨヨナデ マメツ
にぶい黄橙色 黒褐色
にぶい黄澄色 黒褐色

砂
○

5 奏 残高  24 口縁端部に2条の凹線を持ち、顕部
に刻目文の貼付凸帯が巡る。

ヨコナ デ
マメツ
ヨヨナデ

にぶい橙色
にぶい黄橙色 橙色

長 (1～ 2)

◎

6 奏 残高  20 口縁端部がやや凹み、上方に肥厚す
る。

ヨコナデ
ヨコナデ

ナデ

にぶい赤掲色
にぶい赤掲色

石・長 (1～ 2)
◎

7 奏
径
高
底
残

平底の底部より、内湾気味に立ち上
がる。

マメツ

指頭痕

マメツ

指頭痕

色
色
褐
褐
黄
責
灰
灰

石・長 (1～ 3)

○

8 甕
径
高
底
残

やや上げ底の底部付近はくびれる。 指ナデ 指ナデ
褐灰色・黒色
にぶい褐色

長
金
◎

石

9 空
口径 (200)

残高  29
口縁端部に3条の凹線を持ち、端部
は上下方に肥厚する。

マメツ

指頭痕→ナデ
マメツ

明赤褐色
明褐色

石 (1～ 31

O

壼
径
高
口
残
(174)

20
回縁端部に3条の凹線を持ち、端部
は上下方に肥厚する。

マメツ

ナデ
ヨコナ デ

淡茶色
淡茶色

石・長 (D
◎

黒 斑

11 霊
径
高
口
残
(118)

53
口縁端部に3条の四線を持ち、端部
は上下方に肥厚する。

ヨコナデ

ハケ (7本 /cm)
→ヨコナデ

指頭痕→ヨヨナデ

ナデ

褐色・灰褐色
にぶい赤褐色

密・砂
◎

赤砂

箆
径
高
口
残
(144)

16
口縁端部がやや四む。

ナデ

指頭痕→ナデ
ヨコナ デ

明責褐色
にぶい橙色

石 (1)

金

◎

笠

に

４

径
高
底
残

平底の底部から外反 して立ち上カ
る。

ヘラミガキ

指頭痕 ナデ
ヘラミガキ

指頭痕
橙色・黒色
にぶい橙色

密 砂
◎

14 高jTN
径
高
口
残
(214)

16
口縁端部は水平な面をなし、内面は
肥厚され、外面に刻目文が施される。

マメツ ヨコナ デ
茶色
茶色

石・長 (1～ 2)
◎

高邦
口径 (264)

残高  60

内湾して立ち上がる杯部に、貼付け
られた口縁部は外反し、端面は平ら
な面をなす。

ミガキ
マメツ

マメツ
橙色
橙色

石 (1～ 4)長 ll～

金
○

表 10 SB6出 土

番号 器種 残 存 材 質
法  量

備   考 図版
長さ(Cm 幅  (Cm) 揖Ξさ (Cm) さ(g)

石  鏃 片方逆刺部欠損 サヌカイト 248 035 6

石  鏃 未成品 サヌカイ ト 1573 6

石 鏃 完 形 サヌカイト 036 0856 6

石  鏃 ほぼ完形 緑色片岩 020 1355 6
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番ち 器種 残 存 材 質
法 日哀

備  考 図版
長さ(Cm 幅 (Cm) 厚 さ (Cm) 重さ(g)

石  鏃 一部欠損 緑色片岩 0902 6

収穫具 一部欠損 頁 岩 865 125 37196 6

SB6出土遺物観察表   石製品

檸味高木遺跡 12次調査

(2)

表 1l  SB6出 土遺物観察表   装身具

番号 器 種 残 存 材  質
法 旦

皇
色調 備 考 図版

厚さ(Cm タト4登 (Cm) 孔径 (Cm) 重さ(g)

小  玉 完 形 ガラス 058 02～ 025 0112 青緑色 6

小  玉 完 形 ガラス 035 042～ 045 )12～ 01〔 青緑色 6

土  玉 ほぼ完形 土  裂 )35々ヤ04涯 4084 にぶい橙色 6

管 玉 完 形 輝  岩
長さ)
313 )18～ 02 2202 にぶい責色 6

表 12 SB6出土遺物観察表   鉄製品

番埒 器  種 残  存
法 量

備  考 図版
長 さ 幅  (Cm) 厚 さ (Cm) 重さ(g)

鉄 津 完 形 495 235 6619 6

表 13 SB8出土遺物観察表   土製品

番だ 器 種 法量 形 態 。施 文
調   整 色調

1発目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

養
径
高
口
残
(152)

64
口縁端部はやや凹む。

Θマメツ
ヨコナデ
ハケ俗本 /cm

ヨコナデ
ハケ→ナデ

灰褐色・黒色
にぶい褐色

砂

◎ 赤砂

甕
径
高
口
残
(136)

15
口縁端部はやや凹む。 ヨコナデ ヨコナデ

灰褐色
にぶい褐色

砂

◎

甕
径
高
口
残
(170)

08
口縁端部に2条の凹線を持ち、端笥
は上方に肥厚する。

ヨコナデ ヨコナデ
にぶい橙色
橙色

砂

◎

壺 残高 口縁端部は平らな面をなす。

ハケ
ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
ハケ ナデ 聴髄

石・長 Q)
◎

壺 残高  35 内湾する上胴部に、顎部はやや窄む。
ヨコナデ
ナデ

マメツ
橙色
にぶい責橙色

砂

◎

高郭 残高
脚部に 11条の直線文が巡り、下方
に矢可可根透かしが施される。

ミガキ ナデ
橙色
明赤褐色

密

◎

高杯
径
高
底
残

脚裾部に矢羽根透かしと、下方に3
条の沈線文が施され、内端面が接兇
する。

ヨコナデ ヨコナ デ
明赤褐色
橙色

石 。長 ll)
◎

赤砂

鉢 残高  35 内湾する胴部に、外反する口縁部を
もつ。

ヨコナデ

ナデ

ヨコナデ

指頭痕
灰褐色
明赤褐色

石・長 (1～ 4)

◎

14 SB9出土遺物観察表   土製品 (1)

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調   整 色調

1織唇|
土
戊
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕
径
高
回
残
(176)

27
口縁端部は上方に肥厚され、端面は
凹む。

◎ ヨコナデ
マメツ

◎ ヨコナデ
指頭痕→ナデ

にぶい褐色
にぶい黄褐色

砂
金
◎

甕
察世
昔回

口
残
(150)

48
「く」字状の口縁部に端部はやや内
方に肥厚される。

マメツ 指頭痕
灰責色
灰黄色

石 長 ll～ 4)多

金

○

奏 残高 30 緩やかに「く」字状の口縁部に端部
はやや外方に肥厚される。

Θヨコナデ
ハケ

◎ アヽケ
ナデ

にぶい橙色
灰黄褐色

石・碧
～動
◎
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番 号 器種 法量 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

甕
径
高
底
残

平底の底部より外反気味に立ち上が
る。

ナ デ
ナデ

指頭痕
明赤褐色
黒色

石 長 (1～ 3)
◎

甕 残高 42 平底の底部より外反気味に立ち上カ
る。

ミガキ

すデ
す デ

にぶい橙色
にぶい橙色

石 長 (1～ 2)
金
◎

士空
底径 (681
残高 27

平底の底部より外反気味に立ち上が
る。

マメツ マメツ
明赤褐色
褐色

石 長 (1～ 2)

◎

高郭
径
高
口
残
(144)

24
内湾気味の口縁部外面に5条の凹線
文が施される。

マメツ ヨコナ デ
にぶい橙色
橙色

砂

◎

高lTN
径
高
底
残

「ハ」字状の脚裾部外面に 3条の凹
線文と矢羽根透かしが施され、脚端
部は内端面が接地する。

ミガキ
ヨコナデ

ナ デ
橙色
橙色

和
◎

ミユ千ュア
径
高
径

口
器
底

平底の底部より内湾気味に立ち上が
り、口縁部は九くおさまる。

ナデ 子旨オサエ

Dナデ
ナデ
指オサエ

茶褐色
茶褐色

一飩
金
◎

石

6

SB9出土遺物観察表   土製品

出土遺物観察表

(2)

表 15 SB17出 土遺物観察表  土製品

番£ 器種 法量 形 態・施 文
調   整 色調

i食目|
生
成
胎
焼 備考 図 版

外 面 内 面

奏

口径
器高
底径
］
２８‐５５４
口縁端部に2条の四線文をもつ。

ヨコナデ

咆 ハケ6～ 7本 /em)

胴⊃ミガキ ナデ

ヨヨナデ
ハケ (5本 /cm)
ナデ

橙色 にぶい褐色
橙色 にぶい黄橙色

石(1～ 3〉 長(1
○

6

甕
径
高
口
残
(148)

1882
口縁端部がやや凹む。

ヨコナデ

四 ハケ6～ 6本 /cm)

開⊃ミガキ

ヨコナデ

指頭痕
ハケ

灰黄掲色 灰褐色
灰黄褐色

弛
○

奏
口径 (178)
残高  61

口縁端部がやや凹み、上方に肥厚し、
その内面は凹線が巡る。

ヨコナデ
ケヽ 18本 /cm)

ヨコナデ

指頭痕
ハケ→ナデ

色
色
橙
橙

石 長 ll)
金
○

霙
径
高
底
残

平底の底部から外反して立ち上がり
る。

ミガキ

ナデ
ナ デ

黒掲色

にぶい掲色 黄灰色

石(1～ 3)長 (1
金
○

奏
径
高
底
残

平底の底部から外反 して立ち上が
り、上胴部に最大胴径をもつ。

ハケ

ミガキ ナデ
ハケ→ナデ
ナデ

橙色 にぶい黄橙色
にぶ・く 色 褐灰色

石 ll～ 4)長 ll～

力
○

霊

径
高
底
残
70
155
平底の底部に、胴部中心よりやや上
方に最大胴径をもつ。

ケヽO～Ю本/cm)
ミガキ→ナデ
ナデ

ハケーナデ

ケヽ・指頭痕
ミガキ

髄
髄
にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

石 (1～ 3)長 (1～

○

高杯

径
高
径

口
器
底

国縁部に4条の凹線文、脚部に6条の沈
線文、矢羽根透かし、据部に3条の凹線
文が施され、内端面が接地する。

Эヨコナデ
Э ミガキ
Эヨヨナデ

ヨコナデ
ハケ 住0本 /cn)
→ ミガキ ンボリ痕

乳茶橙色

撃Iプ硝妥ヨ 灰黄褐色
石 長 (1～ 3)

◎
6

高杯
径
高
底
残

脚部に10条の沈線文 矢羽根透かし、
裾部に3条の凹線文が施され、内端
面が接地する。

Э

Э
ミガキ ナデ
ヨコナデ

ナデ・ヨコナデ
橙色
橙色

石 (1～ 2)
細粒
◎

表 16 SB17出 土遺物観察表  石製品

番号 器種 残 存 材 質
法  量

備  考 図版
長さ(Cm 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重さ(g)

石 鏃 完 形 サヌカイト 1997

表 17 周溝 1出土遺物観察表  土製品 (1)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1盆目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

奏
径
高
口
残
(116)

43
緩やかに「く」字状を呈する口縁言「

に端部は九くおさまる。
ハ ケ

Θ ヨコナデ
ナデ

にぶ い黄橙 色

ヤヽ埼と にぶい責怜色
石 (1)
◎

甕 残高  13 口縁端部に2条の四線文をもつ。 ナデ ナ デ
明赤褐色 明黄褐色
明赤褐色

石 (1～ 2)

◎
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番ら 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕 残高  12 口縁端部に2条の凹線文をもつ。 ヨコナデ ヨコナデ
褐灰色
にぶい褐色

砂

◎

甕 残高  15 口縁端部が凹む。 ヨヨナデ ヨコナデ
灰黄勧色 にぶい髄

橙色

砂

◎

甕
底径
残高

上げ底の底部はくびれをもつ。 ナ デ
ナデ

指頭痕

明赤掲色 にがい褐色

灰責褐色
石・長住)
◎

甕
径
高
底
残

平底の底部から内湾気味に立ち上カ
る。

ナ デ ナ デ
にぶい責橙色
にぶい責橙色

石 (1～ 2)

◎

空

径
高
底
残
(136)

36
やや上げ底の底部。 ナ デ ナ デ

灰責褐色
にぶい責橙色

石 (1～ 2)長 Q
○

室

径
高
底
残

平底の底部。
旦
（
デ

エ

ナ
ナ デ

掲灰色 橙色
にぶい責橙色

砂

◎

高郭 残高  28 内湾する口縁部の外面に4条の沈線
文が施される。

ナ デ ヨコナ デ
にぶい責橙色
にぶい責橙色

砂
◎

支脚
底径 (126)
残高  34

ハ」字状の脚端部は九くおさまる。 ナ デ ナ デ
色
色
橙
橙

石・長 (1～ 2)

◎

不 明 残高  15 片面に格子状の線刻
と穿孔、端面に

線刻が施される。
ナ デ ナ デ

にぶい橙色
橙色

砂

◎
7

周溝 1出土遺物観察表  土製品

檸味高木遺跡 12次調査

(2)

表 18 SK3出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

i発目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕 残高
外反する口縁部の端面は平らな面を

なす。
ナ デ ナ デ

にぶい褐色
褐色

石 帥
◎
～ 2)

奏 残高  23 緩やかに「く」字状を呈する口縁言
「

に端部は丸くおさまる。
ナ デ ナ デ

にぶい褐色
灰責褐色

石・長但)
◎

霊
口径 住O①
残高  19

外反する口縁部の端面に3条の四線
文が施される。

ナデ ナ デ
にぶい黄橙色
橙色

石・長住)
◎

赤砂

鉢
径
高
口
残
住50
47
内湾する上胴部に口縁部は緩やかに

外反し、端部は平らな面をなす。
ナ デ

ナデ
ハケ

色
色
橙
橙

石 。長 Q)
◎

表 19 SK9出土

番ち 維 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

i織目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕
径
高
底
残

上げ底の底部。 ナ デ ナ デ
にぶい橙色

褐灰色
石 長 (1～ 2)
◎

一霊
径
高
口
残
(112)

30
外反する口縁部の端面に3条の凹線
文が施される。

ヨコナデ マメツ
にぶい橙色
にぶい黄澄色

石 長 (1～ 2)

◎

高郭
径
高
口
残
(154)

65
内湾する口縁部の外面に7条の凹線
文が施される。

ハ ケ
Θ ヨコナデ
マメツ

にぶい責橙色
灰黄褐色

密・砂
◎

夢≡20  SBl 土製品 1

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧吾|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

71 高杯
つまみ径  30
残高  16 つまみの上部が凹む。 回転ナデ ナ デ

灰白色
灰色

和
◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調   整 色調

i織冨|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

杯身
受部径 (148)
残高 24 水平に廷びる受部端は四みをもつ。

回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

SBl出上遺物観察表   土製品

出土遺物観察表

表21  SB4出土遺物観察表   土 (1)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調   整 色調

1禽目|
土
成
胎
焼

備考 図版
面 内 面

奏
伝任
古画

口
残
(244)

26
口縁端部に平らな面をなす。 マメツ マメツ 淡茶褐色

淡茶掲色

石 (1～ 3)長 (1
金

◎

黒斑

甕
口径 (上86)

残高  30
口縁端部は九みをもち、内面がやや
凹む。

ナデ
ハケ (8本 /cm)
→ナデ

ナ デ
茶褐色
茶褐色

石 ll)長 ll～
金

◎

赤砂

奏
径
高
口
残
(194)

325
口縁端部に平らな面をなす。 ヨコナデ ヨコナ デ

乳茶掲色
乳茶褐色

石 長住)
金
◎

甕
口径 (206)
残高  29 口縁端部は丸みをも

つ。 マメツ マメツ
乳白色
乳白色

石・長 (1～ 3)
金
◎

甕
径
高
口
残
(166)

24
口縁端部は平らな面をなし、その下
は佳かに屈曲する。

ヨヨナデ ヨヨナ デ
茶掲色
乳茶褐色

雪a～ 3)長 0

金
○

高不
径
高
底
残
住80
295
脚ttE部は屈曲をもち、裾端部は九く
おさまる。

マメツ
ケズリ
マメツ

淡橙責色
石 (1-3)長 (1～

◎

高杯
径
高
底
残
(137)

■3[

脚裾部は屈曲をもち、裾端部は九く
おさまる。

マメツ マメツ
暗褐色
乳茶褐色

石 長 Q～ 31
金
◎

甑
径
高
口
残
(277)

224

お
気

九
尖
は
ち
部
も
端
を
ヽ
み

り

凹
が
は
上
部
ち
手
立
把
て

。

し

る
傾
ま

ｏ

外
さ
味

ナデ
ナデ

ハケ(7～ 8本 /cm)
浅責橙色
にぶい責橙色

石 α～ 4)長 ll～ 2)

金
○

甑
径
高
口
残
(238)

44
口縁端部は平らな面をなす。

ナデ

ハケ(7～ 10本 /cm

ヨコナデ

ナデ

黒褐色
暗褐色

石 長 (1～ 2〉
金

◎

甑 残高  45 つまみ部はタト上方に延び尖る。 ナ デ 淡橙色
長 (1～ 3)
◎

甑 残高  43 つまみ部は四みをもち尖る。 ナ デ ナ デ
淡褐色
淡褐色

石 住 ～ 5)長 (1～ 2

◎
赤砂

椀
口径 Q301
残高 44

内湾する胴部に、口縁端部は内傾す
る面をなす。

マメツ
ナデ

ミガキ
淡橙褐色
淡橙褐色

長(1～ 3)
◎

椀
径
高
口
器
(110)

45
内湾する胴部に、口縁端部は丸くお
さまりやや内傾する。

ナ デ ナ デ
橙掲色 黒灰色
橙褐色

長 位～ 4)

金

◎

黒斑

蓋 杯
径
高
口
器
(136)

42
天丼部に歪みをもち、口縁端部は内
傾する段をもつ。

⊃回転r＼ラケズリ

回転ナデ
回転ナデ
ナデ

灰色
灰白色

長 (2)
○

蓋杯
回径 (134)

残高  41
天丼部境に浅い四みによる稜をも
ち、口縁端部は内傾する面をもつ。

Э回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
灰白色
灰色

密

◎

蓋 郭
径
高
口
残
(123)

35

天丼部境に凹みによる断面三角形状
の稜をもち、口縁端部は内傾する段
をもつ。

回転ナデ 回転 ナ デ
青灰色
青灰色

榊
◎

蓋 J4・
径
高
口
残
(113)

395

天丼部境に凹みによる断面三角形状
の稜をもち、口縁端部は内傾する面
をもつ。

Э回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

蓋杯
径
高
口
残
(110)

44

天丼部境に凹みによる断面三角形】犬
の稜をもち、回縁端部はやや外傾す
る。

Э回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

青灰色
青灰色

石O～ 9長 住～

◎
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番号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

蓋杯
径
高
口
残
(148)

34
天丼部境に浅い凹みによる稜をも

ち、口縁端部は内傾する段をもつ。
回転ナデ 回転ナデ

暗灰色
暗灰色

長 (1～ 2)

◎

蓋不
口径 (129)
残高  375

天丼部境に浅い凹みによる稜をも

ち、回縁端部は内傾する面をもつ。
回転ナデ 回転ナデ

灰責黒色
灰色

密

◎

蓋郭
口径 (148)

残高  44
天丼部境に浅い四みによる稜をも

ち、口縁端部は内傾する面をもつ。
Э回帯 ＼ラケズリ

回転ナデ
回転ナデ 淡灰色 融

○

蓋郭
口径 (138)

残高  38〔
天丼部境に稜をもち、口縁端部は内
傾する面をなす。

〇 回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

暗灰色

青灰色

密

◎

蓋 郭
依任
昔向

口
残
(134)

47
天丼部境 に浅い凹みによる稜 をも

ち、口縁端部は内傾する面をもつ。

Э回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転 ナ デ
灰色

灰色

石(1～ 5)・ 長(D
◎

蓋郭
伝柱
古画

口
残
(108)

40
天丼部境に浅い凹みによる稜をも

ち、口縁端部は内傾する面をもつ。
回転 ナ デ 回転ナデ

灰色

灰色

長但～ 2)

◎

蓋 lTN
径
高
口
残
(138)

395

天丼部境に断面三角形状の稜をも

ち、口縁端部はやや内傾する面をな

す。

∋回様＼ラケズリ
回転ナデ

回転 ナデ
灰色 灰掲色
灰色

石C～ 今 長 (1～

◎

蓋杯
径
高
口
残
(120)

34
天丼部境に断面三角形状の稜をも

ち、口縁端部は九くおさまる。
Э回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

淡灰色
淡灰色

石 Q)
◎

蓋杯
径
高
口
器
(129)

48
天丼部境は凹み、口縁端部は内傾す
る面をもつ。

Э回転r＼ラケズリ
回転ナデ

回転 ナデ
灰白色
灰白色

石 (1)長 (細 ～ 25

蓋郭
径
高
口
器
147
46
天丼部境に僅かに稜がつき、口縁端

部は九くおさまる。
Э回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

色
色
灰
灰

石(1-25)長 (1-

◎
7

蓋郭
径
高
口
器

天丼部境に僅かに稜がつき、口縁端
部は平らな面をなす。

Э回録＼ラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
灰色

灰色

石 。長 Q)
◎

7

蓋イ

つまみt.   33
つまみ市   075
残高 26

天丼部に凹みをもつ扁平なつまみが

貼り付く。

⊃ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

灰白色 灰色
灰色

石・長 (1～ 4)

◎

郭 身
体仁
古回

口
残
(141)

39
口縁端部に内傾する段をなし、受部
は外方に廷びる。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転 ナ デ

灰白色
灰白色

石 (D・ 細
◎

杯身
宏世
古向

口
残
(132)

44
口縁端部に内傾する段をなし、受部
は外方に延びる。

マメツ 回転ナデ
灰白色
灰白色

石 。長 (D
○

105 杯 身
径
高
口
器
(121)

47
回縁端部に内傾する段をなし、受部
は外上方に延びる。

回転ナデ
D回転ヘラケズリ

回転 ナデ
暗青灰色 灰色

灰色

gQ～ 2長 Q～ 15

◎

郭身
口径 (100)
器高 49

口縁端部に内傾する段をなし、受部
は外上方に廷びる。

回転ナデ

D回転r＼ラケズリ
回転ナデ

灰オリーブ色
灰色

石 。長 (1～ 3)

◎
7

不身
口径 (130)

残高  36
口縁端部に内傾する段をなし、受剤
は外方に廷びる。

回転ナデ
Э回転ヘラケズリ

回転 ナ デ
灰白色 灰色
灰白色

石(1～ 3)長 (1
○

郭 身
口径 (120)
残高 41

口縁端部に僅かに内傾する段をも

ち、受部は外方に延びる。
回転ナデ 回転ナデ

灰色
灰色

密

◎

郭身
口径 (122)

残高  40
口縁端部は丸くおさまり、受部は夕‖
上方に延びる。

回転ナデ
D回転ヘラケズリ

回転 ナ デ
灰色

灰色

石① 長(細～弱

◎

杯 身
径
高
口
器
(130)

57[

口縁端部は九くおさまり、受部は短
く外方に廷びる。

回転ナデ
D回転ヘラケズリ 回転ナ

デ
灰白色

灰白色
石 長 (D
◎

7

杯 身
径
高
口
残
(108)

385
口縁端部は九くおさまり、受部は夕‖
上方に延びる。

回転ナデ 回転 ナデ
色
色
灰
灰 即
◎

SB4出 土遺物観察表   土製品

檸味高木遺跡 12次調査
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表 25 SB5出 土遺物観察表   土製品

出土遺物観察表

SB4出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

高杯
口径
残高

杯部に稜をもち、波状文が施される。
回転ナデ
ナデ

回転ナデ
灰白色
灰白色

石但)。長 ll～
◎

高杯
底径 は71
残高  84

脚部には透かしが施され、端部は段
をなして垂直に下がる。

回転ナデ
→カキメ

延D回転ナデ
回転 ナ デ

灰オリーブ色
灰色

石 長但)
◎

高 不
底径
残高

脚部には透かしが施され、端部は段
をなして垂直に下がる。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

石 (1～ 2)

◎

高杯
底径
残高

脚部は「ハ」字状を呈し、端部は九
くおさまり、タト端面が接地する。

ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
灰白色 オリーフ灰色

灰白色
長住～2)率日
◎

高杯
底径
残高

０

鶴

脚部に円孔が施され、端部は平らな
面をなす。

回転 ナ デ
回転ナデ

ナデ

色

色

灰

灰

綱

◎

117 甕
口径 (18働
残高  655

外反する口縁部の端部は上下方に肥
厚する。

回転ナデ
回転ナデ
ヨコナデ
タタキ

灰色 暗オリーブ灰色

オリーブ灰色
石(D・長Q～ 3
◎

自然用

甕
口径 (184)
残高  61

口縁端部は外方に肥厚され、外面に
凹みをもつ。

回転ナデ
回転カキメ

回転ナデ
ナデ

灰色

灰色

石 '長 (1～ 3)

◎

甕
口径 位46)

残高  46
外反する口縁部の端部は上下方に肥
厚され、外面に凹みをもつ。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

白

白

灰

灰
石 (1～ 2)
△

120 甕 残高 107 球形
の下胴部と底部の境に、粘上の

継ぎ目がある。
タタキ

ナデ

タタキ

ナデ
灰色
灰色

石 (1～ 3)
◎

自然琴1

提 瓶
口径
残高

俗

３

口縁端部は屈曲をもち外上方に延ひ
る。

ヨコナデ ヨコナデ
色
色
灰
灰

石 長 Q)
◎

自然米1

提瓶 残高  87 肩部に半円盤状の把手が貼付けら
れ、円孔が施される。

カキメ

ナデ
回転ナデ

天オリーブ色 灰t
灰 色

石・長 (細～ 2
◎

自然刑

表 22 SB4出 土遺物観察表

番号 器 種 残 存 材 質
法   量

備   考 図版
長さ(Cm 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重さ(g)

石 鏃 完  形 サヌカイト 252 172 1622

表 23 SB4出 土遺物観察表   鉄製品

番号 器  種 残  存
法 里

皇
備  考 図版

長 さ (Cm 幅 (Cm) 厚 さ (Cm) 重さ(g)

鉄 鏃 鏃身部残存 032 566 7

鉄 鏃 鏃身部・茎部欠損 765 04～ 19 036～ 04 826 7

鉄 鏃 端部欠損 525 053 266 刻み目あり 7

鉄 淳 一部欠損 7

夢≡24  SB4出ユニ遺

番号 器 種 残  存 材 質
法  量

色調 備 考 図版
長 さ 幅  (Cm) 厚 さ (Cm) 重さ(g)

勾  玉 約 土  製 215 1658 乳茶褐色 7

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

i織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

129 甕 残高  29 口縁外面に断面三角形状の貼付凸帯
をもち、端部は外方に肥厚される。

ヨコナデ ヨコナデ
褐色

灰色・褐灰色
石 (1～ 3)

◎
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表

表 28 SB10出土遣物観察表  土製品

樟味高木遺跡 12次調査

SB5出 土遺物観察表   土

番将 器 種 法量 形 態・施 文
調   整

色 調
面
面
外
内

土
成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

蓋 郭
伝住
古向

口
残
(122)

36
天丼部境に凹みによる稜、口縁端訂
は内傾する段をもつ。

Э回転ヘラケズリ

③回転ナデ
回転ナデ

灰色

灰色

密 砂
◎

蓋杯 残高  38 天丼部境に四みによる稜をもつ。 ∋回薪r＼ラケ
ズリ

③回転ナデ
回転ナデ

暗灰色
灰色

長 Q)
◎

表 26 SB5出 土遺物観察表   石製品

番号 器種 残 存 材 質
法   量

備   考 図版
長 さ 幅 (Cm) 厚さ(Cm) 重さ(g)

石 鏃 先端部欠失 サヌカイト 2758

27  SB7出 表 土製品

番号 器種 法量 形 態・施 文
ヨ 色調

i織目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

甕
径
高
口
残
(190)

53
「く」字状を呈する口縁部の端面は
平らである。

③ハヶ
Эヨヨナデ

ナ デ
にぶい掲色
橙色

石・長 (細 )
◎

蓋杯
径
高
口
残
(123)

28
天丼部境に凹みによる稜、口縁端剖
は内傾する段をもつ。

回転 ナ デ 回転ナデ
灰白色
灰白色

長 Q)
◎

自然釉

郭身
径
高
口
残
(101〉

32
受部端に凹みをもち、口縁端部に内
傾する面をもつ。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

石② 砂
◎

郭身 残高  26 水平に延びる受部。 回転 ナ デ 回転 ナデ
灰白色 灰色
灰白色

密

◎

番号 器種 法 量 形 態・施 文
調   整 色調

1貧目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

奏
口径 (198)

残高  33 口縁部が緩やかに段をも
つ。 ヨコナデ ヨヨナデ

にぶい黄橙色
にぶい責橙色

長
金
◎

石

奏
径
高
口
残
(158)

146
「くJ字状を呈する口縁部。 マメツ ナ デ

こぶい納 色 にぶ・ 漏 色
石 長 (1～ 3)

○

甕
径
高
口
残
(126)

48
「く」字状を呈する日縁部に端部は
平らな面をなす。

ハ ケ マメツ
にぶい橙色
灰黄褐色

石 長位～ 2)
◎

甕
径
高
口
残
(128)

57
緩やかに「く」字状を呈する国縁罰
に端部は九くおさまる。

Dヨ ヨナデ
ハケ

ナ デ
暗灰黄色 にぶい袴色

にぶい責色

石 長 (1～ 2)
砂 ,金

◎

141 奏
径
高
口
残

(1■ 6)

21
緩やかに「く」字状を呈する口縁言「

に端部は九くおさまる。
マメツ マメツ

明黄褐色
明責掲色

和
○

142 甕 残高  29 外傾する日縁部に端部は九くおさま
る。

③マメツ マメツ
にぶい橙色
にぶい橙色

砂

◎ 赤砂

蓋郭
口径 (148)

残高  54
天丼部境に凹みによる稜、口縁端部
は内傾する段をもつ。

⊃回転ヘラケズリ
0回転ナデ

回転 ナ デ
灰色
灰色

石・長 ll～ 3)

◎

蓋 郭
口径 Q4動
残高 42

天丼部境に凹みによる稜、口縁端部
は内傾する面をもつ。

⊃回転ヘラケズリ
0回転ナデ 回転ナデ

灰色
灰色

石 (1)
◎

郭身
口径 位l①

残高 58
外上方に延びる受部に端部は凹む。
口縁端部は内傾する面をもつ。

回転ナデ
⑩回転r＼ラケズリ

回転 ナデ
灰色
灰色

砂

◎

郭身
口径 住00
残高 38

外上方に延びる受部に端部は凹む。
口縁端部は内傾する段をもつ。

⊃回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
灰色
灰色

長 (1)
◎

杯身
口径 住081
残高 36

やや外上方に廷びる受部に端部は浅
く凹み、口縁端部は内傾する段をも
つ 。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

石 (1)
◎

自然利
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表 33 SBll出土遺物観察表  石製品

出土遺物観察表

SB10出 土遺物観察表  土 2)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1織唇|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

雰身
口径 但281

残高 27
やや外上方に延びる受部に端部は浅
く凹み、口縁部は内傾する。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

砂

◎

士笠
径
高
口
残
(176)

22
外反する口縁部に端部は九くおさま
る。

回転 ナ デ 回転 ナ デ
色
色
灰
灰

砂

◎

表 29  SB10 装身具

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

色調 備 考 図版
直径 (Cm) 孔径 (Cm) 厚 さ 重さ(g)

小 玉 完形 ガラス 06～ 065 056 0246 青緑色 7

表 30 SB10出 土 鉄製品

番号 器 種 残  存
法  量

備  考 図版
長 さ (Cm 幅 (Cm) 厚 さ 重さ(g)

鉄  鏃 鏃身部・茎部欠損 665 D27´-044 429 7

152 鉄  津 完 形 195 245 527 7

表 31  SB10出 土遺物観察表  遺存体

番号 種 男」 部  位 色  調
法  量

備  考 図版
長さ(Cm 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重 さ (g)

骨 示 明 緑白色 017～ 045 )15～ 02[ 0065 焼成を受けている 7

表 32 SBll出土遺物観察表  上製品

器 種 法量 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕
径
高
口
残
(127)

72
緩やかに「く」字状を呈する国縁言「

に端部は九くおさまる。
ナ デ マメツ 淡赤澄色

淡務唱絶  厠苺掲色

一即
金
○

石

155 鉢
径
高
口
残
(158)

40
内湾して立ち上がり、口縁部が僅カ
に外反する。

マメツ マメツ
色
色
橙
橙

石
。長0
○

～ 3)

郭身
径
高
口
残

上方に延びる受部に、口縁端部は九
くおさまる。

回転 ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

石・長 Q)
◎

高杯

径
高
径

口
器
底

郭部の受部端は凹み、口縁端部に内
傾する面、短脚の脚部端は内方へ屈
曲し、脚柱部に透かしが施される。

回転ナデ
亜∋回転ヘラケズリ

回転 ナ デ
灰色
灰色

石・長 (1～ 5)

◎

高杯 残高  21 外反して下がる脚柱上部に4方向の
円子しが施される。

カキメ ナ デ
色
色
灰
灰

砂

◎

番号 器種 残 存 材 質
法   量

備  考 図版
民さ(Cm 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重さ(g)

砥 石 約 2/3 石英粗面岩 7620 8

34 11出土逼 秘観 雲表   装 身具

番号 器 種 残 存 材 質
法  量 箋調 備 考

図版
直径 (Cm 孔径 (Cm) 厚さ(Cm) 重さ (g)

小 玉 完形 ガラス 075～ 082 048 青色 8

35 SBll出 土遺物観察表  鉄製品

番号 器 種 残  存
法 量

備  考 図版
長さ (Cm) 幅 (Cm) 厚さ(Cm) 重さ (g)

鉄 鏃 茎部欠損 492 8
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表 観察表

ね味高木遺跡 12次調査

36 SB12出 土遺物観察表  土製品 1

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼 備考 図版

面 内 面

甕
口径 (225)
残高  75

「く」字状を呈する口縁部に端部は
九くおさまる。

ヨコナデ
ハケ (7/cm)

ヨコナデ

ナデ

乳茶褐色
乳茶褐色

長
金
◎

石
赤砂

甕
口径 (190)
残高  29

外反する国縁部に端部は九くおさま
る。

マメツ
ナデ
ヨコナデ

暗掲色
茶褐色

一勲
金
○

石

赤砂

甕
口径
残高

「く」字状を呈する国縁部に端部は
やや平らな面をなす。

マメツ
ナデ・マメツ

指頭痕

橙色

赤市掲と にぶい資橙住

石 長 (1～ 3)

○

斐
口径 (160)

残高  30
「く」字状を呈する口縁部に端部は
丸くおさまる。

ヨコナデ ヨコナ デ
淡黄茶色
淡責茶色

石 。長 (1～ 2)

◎
赤砂

甕
口径 Q761
残高  62

頚部がやや凹み、口縁端部が内傾 し
面をなす。

マメツ
マメツ

ケズリ

淡褐色
淡褐色

石 (1～ 4)

○

甕
口径 Q90)
残高  35 外傾する国縁部に端面はやや凹む。 ヨコナデ ヨコナデ

褐色
掲色

密
金
◎

口径 180
残高  56

直立気味の口縁部に端部は尖 り気味
である。

マメツ マメツ
軸
責褐色 灰黄色

一瓢金
○

石
黒 斑

笠
口径  (90)
残高  41 やや外反する口縁部。 マメツ マメツ

乳泰掲色・黒色
乳泰褐色・黒色

石 長 Q～ 3)
◎

黒 斑

脚付鉢
径
高
底
残
(104)

44
「ハJ字状に外反する脚部。

ハケ
ヨヨナデ

ヨコナデ
暗黄褐色
暗責褐色

一帥
金
◎

石
黒 斑

甑
口径 似6劾

残高 95
やや外反気味の上胴部に回縁端部は

平らな面をなす。
ケヽ (7～ 8/cm

ハケ6～ lycm)
マメツ

茶褐色
茶色

一帥
金
◎

石

蓋 lTN
口4垂 (136)
残高 49

天丼部境に凹みによる稜、口縁端部
は内傾する段をもつ。

つ回転r＼ラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰

幽
◎

蓋 郭
径
高
口
器

天丼部境に凹みによる稜、口縁端部
は内傾する面をもつ。

わ回転r＼ラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

暗灰色
白灰色

石・長 ll～ 2)

◎

蓋杯
口径 (127)
残高 36

天丼部境に稜をもち、口縁端部はや
や凹む。

∋回転r＼ラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
暗灰掲色
灰色

石 長 (1～ 21
◎

蓋 邪
察住
昔向

口
器
131
47〔

天丼部境に凹みによる稜、口縁端部
は内傾する面をもつ。

∋回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

灰色 灰責色
乳灰黄色

石 長 (1～ 5)
△

8

176 杯身
口径 (109)

残高  35〔
外上方に延びる受部に端部は凹み、
口縁端部は内傾する段をもつ。

回転ナデ
D回転ヘラケズリ

回転 ナ デ
青灰色 黒灰色
青灰色

密

◎

不 身
伝生
昔回

口
残
(106)

43
外上方に延びる受部に端部は凹み、
口縁端部は内傾する段をもつ。

回転ナデ

⊃回転r＼ラケズリ
回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

杯身
口径 (1061
残高  37

外上方に延びる受部に端部は凹み、
口縁端部は内傾する段をもつ。

回転 ナ デ 回転 ナ デ
色
色
灰
灰

密

◎

不 身
口径  (99)
残高  41[

外上方に延びる受部に端部は凹み、
口縁端部は内傾する段をもつ。

回転ナデ
Θ回転r＼ラケズリ

回転ナデ
色
色
灰
灰

長 (1～ 2)

◎

必身
口径 (107)

残高  46
外方に延びる受部に端部は凹み、口
縁端部は内傾する段をもつ。

回転ナデ
⑥ 回戦＼ラケズリ

回転 ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

邪 身
口径 但10
残高  33

外方に廷びる受部に端部は凹み、口
縁端部は内傾する段をもつ。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1発目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

杯 身
口径 (100)

残高  34
外方に延びる受部に端部は凹み、口
縁端部は内傾する段をもつ。

回転ナデ
D回転r＼ラケズリ
→ナデ

回転ナデ
ナデ

黒灰色
青灰色

石 。長 Q)
◎

高 J/1N
残高

天丼部に凹みのあるつまみをもち、
天丼部境に稜をもつ。

3目轟文しテズリ
回転ナデ

回転ナデ→ナデ
回転ナデ

青灰色
青灰色

長 ll～ 3)

◎

高不
残 高

天丼部に扁平なつまみをもつ。 Э回転ナデ
∋回転ヘラケズリ

回転ナデ→ナデ
回転ナデ

淡灰色
淡灰色

長住～ 3)
◎

185 高杯
残高

凹みをもつつまみ。 回転ナデ ナ デ
黒灰色
灰色

密

◎

高杯
口径 061
残高  52

やや上外方に廷びる受部に、口縁端
部は内傾する段をもち、脚部に透か
しが施される。

回転ナデ
ネD回転ムラケズリ

回転ナデ
ナデ

青灰色
青灰色

石 (1～ 3)
◎

高杯
底径
残高

透かしが施された脚部に脚裾部は屈
曲をもつ。

砂 カキメ

動 回転ナデ
回転ナデ

灰色・濃青灰色
濃青灰色

石・長 (1～ 3)
◎

高杯
底径
残高

透かしが施された脚部に脚IE部 は屈
曲をもつ。

⑩ カキメ

∽ 回転ナデ
回転ナデ

青灰色
青灰色

長 (4～ 5)

◎

高杯
径
高
底
残

透かしが施された脚部に脚裾部は屈
曲をもつ。

③ カキメ
囲 回転ナデ

回転 ナ デ
濃青灰色
青灰色

石・長 (1)
◎

甕
径
高
口
残
(202)

68
外反する口縁部の端部は上下方に拡
張する。

③回転ナデ
タタキ→回転ナデ

タタ‐ カキメ

回転ナデ

円弧タタキ

濃青灰色
濃青灰色

石 。長 (1～ 3)

◎

甕
径
高
口
残
(161)

265
71・反する口縁部の端部は上下方に抄
辰され、波状文が施される。

0回転ナデ
カキメ タタキ 回転ナデ

赤褐色
赤褐色

石・長 ll～ 2)

◎

甕
口径 (1501
残高 48

本反する口縁部の端部は上下方に拡
脹され、波状文が施される。

D回転ナデ
カキメ

回転 ナ デ
濃灰色
濃灰色

石 長 (1～ 2)

◎

甕 残高  72 頸部は「 く」字状で口縁部に波状文
が施される。

カキメ→ナデ

カキメ→タタキ
回転ナデ

タタキ→ナデ
灰色
灰色

長 (1～ 2)

◎

霊

径
高
口
残

直立気味の口縁部に端部は九くおさ
まる。

回転ナデ
D回転ヘラケズリ 回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

醜
口径 Q10)
残高  41

外反する口縁部は屈曲をもち、波状
文が施される。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

長 Q)
◎

SB12出 土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

(2)

表 37 SB12出土遺物観察表  石製品

番将 器種 残 存 材 質
法  量

備  考 図版
長さ(Cm 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重さ(g)

石錘 完 形 砂 岩 221 4215 8

石 斧 刃部片 緑色片岩 6223 8

石錐 先端部上部欠損 サヌカイト 035-0孔 1634 9

敲石 約 2/3 玄武岩 l135 705 80227

表 3〔 SB12出 土遺物観察表 ロ
ズ

番号 器 種 残  存 材 質
法   量

色調 備  考 図版
長さ(Cm 弔目 (Cm) 径 (Cm) 重さ(g)

200 管玉 小 片 緑色凝灰岩 078 明緑灰色
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3υ 12日 土這朋観 祭表   鉄 製 品

番号 器 種 残 存
法  量

備  考 図版
長 さ (Cm 幅  (Cm) 厚 さ (Cm) 重さ(g)

鉄 鏃 鏃身部残存 037

檬味高木遺跡 12次調査

40  SB13出土

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

202 高郭
口径 住781

残高  6孔
杯部は底部付近で屈曲し、直線的に

外上方に延びる。
ナ デ ナ デ

にぶい橙色
にぶい橙色

石 長 (1～ 4)
金
◎

赤砂

表 41  SB15出土 表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調  整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

甕
径
高
口
残

「く」宇状を呈する口縁部に端部は
平らな面をなす。

③ヨコナデ
ハケ

⊃ヨコナデ
ナデ

にぶい責橙色
にぶい責橙色

一帥
金
○

石

甕
口径 12401
残高 36

「く」字状を呈する口縁部に端部は

平らな面をなす。
マメツ マメツ

にぶい責橙色
にぶい責橙色

石・長 (1～ 2)
◎

205 士電
伝仕
昔回

口
残
(120)

63
やや外上方に直線的に延びる口縁
部 。

ナ デ ナ デ
色
色
橙
橙

石・長 Q～ 3)
◎

赤砂

一電 雌
姉

「く」字状を呈する口縁部。 ∋ ナデ ナ デ
色
色
橙
橙

石 長但～ 2)
◎

赤砂

蓋杯
径
高
口
残
(128)

425
天丼部と口縁部との境に稜をもち、
口縁端部は平らな面をなす。

∋回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転 ナ デ
色
色
灰
灰

石 長 (1～ 3)

◎

208 不身
径
高
口
残

口縁端部に内傾する段を有する。 回転ナデ 回転ナデ
灰色・灰白色
灰色

密

◎ 施釉

表 42 SB16出 土 表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

甕 残高 32 やや外反する口縁部。 ナ デ ナ デ
にぶい黄橙色
灰黄褐色

石・長 Q)
金
◎

壺 難
姉

内湾する顕都付近の内面に粘上のつ
なぎ目がみられる。

ナ デ ナ デ
明赤褐色
明赤褐色

石 。長 (細 )
○

甑 残高  30 断面楕円形の把手。 ナ デ
にぶい黄橙色
橙色

石  長 (1)
◎

蓋杯
径
高
口
残

天丼部と口縁部との境に稜をもち、
口縁端部は内傾する段を有する。

⊃回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

灰色

灰色

石・長 (1～ 2)

◎

蓋郭
径
高
口
残
(112)

445
天丼部と口縁部との境に稜をもち、
口縁端部は内傾する面をなす。

⊃回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

灰白色
灰色

石・長 Q)
◎

高イ
斑

一局

〓
残

つまみの上部の縁がやや凹み、中心
部がやや盛り上がる。

⊃回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

灰白色
灰色

石・長 ll～ 3)

◎

高郭
径
高
底
残 脚柱部に透かしが施される。

動 カキメ
の 回転ナデ

回転ナデ
灰色
灰白色

密

◎

高郭
径
高
底
残

脚柱部に透かしが施される。 回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

長 (細～ 2)
◎

高郭
径
高
底
残

脚柱部に透かしが施される。 回転ナデ 回転ナデ
色

色

白

白

灰

灰
長(細 )
◎
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表 48 掘立 6出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表43 掘立 1出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

i織目|
胎 土
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

蓋杯
径
高
口
残
(126)

20
口縁端部は内傾する面を有する。 回転 ナ デ 回転ナデ

灰色
灰色

密

◎

不身
径
高
口
残
(114)

18
口縁端部に内傾する面を有する。 回転ナデ 回転ナデ

灰色
灰色

密

◎

高郭
径
高
底
残 脚端部は下方に廷びる。 回転ナデ 回転ナデ

灰色
灰白色

密

◎

表 44  掘立 2出土遺物観察表  土製品

器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甑
径
高
口
残
(236)

129
口縁部付近が僅かに内湾し、端部は
平らな面をなす。

ハ ヶ
ヨコナデ
ナデ

灰黄褐色
にぶい責褐色

石・長 Q～ 2)
◎

蓋 郭
径
高
日
残
Q5動
36
口縁端部に内傾する段を有する。 回転ナデ 回転 ナデ

色
色
灰
灰

密

◎

蓋杯
径
高
口
残

口縁端部に内傾する段を有する。 回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

密

◎

高杯
径
高
底
残

脚柱部に透かしが施され、裾端部は
内湾する。

回転ナデ 回転 ナデ
灰白色
灰色

密

◎

表 4 槻 立 2出 土還物 表

番号 器種 残 存 材 質
法  量

備  考 図版
長さ(Cm 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重さ(g)

225 石庖丁 両端部欠失 緑色片岩 3058 9

表 46 掘立 4出土遺物 土

番号 器種 法量 形 態・施 支
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

226 甕 残高  2ユ
外反気味の口縁部に端部はやや内湾
する。

ヨコナデ ヨヨナデ
にぶい赤褐色
明赤掲色

石 長住)
◎

227 甕
略

一局

騨

残
(152)

39
内湾する上胴部。

◎ ヨコナデ
⑩ハヶ

⑪ ヨコナデ
⑩ハヶ

橙色
にぶい黄橙色

砂

◎

228 郭身 残高  20 口縁端部に内傾する面を有する。 回転ナデ 回転 ナ デ
灰白色
灰白色

密

◎

表 47 掘立 5出土遣物観察表  土製品

番婦 器種 法量 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕
径
高
口
残
(174)

32
「く」字状を呈する口縁部に端部は
水平な面をなす。

ナ デ ナ デ
にぶい黄橙色
にぶい責橙色

砂

◎

甕 残高  11 フト反する口縁部。 マメツ マメツ
にぶい橙色
にぶい橙色

石 ll)
○

赤砂

甕 残高  09 口縁端部が上方にやや肥厚され、端
面は凹む。

ヨコナ デ ヨコナデ
にぶい橙色
にぶい赤褐色

石住)
◎

1)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

i織目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

蓋郭 残高  25 口縁端部に内傾する面を有する。 回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎
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番号 器種 法量 形 態・施 文
調   整 色調

1貧目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

233 郭身
径
高
口
残

(1■ 0)

18
口縁端部に内傾する面を有する。 回転ナデ 回転 ナ デ

色
色
灰
灰

密

◎

掘立 6出土遺物観察表  土製品

構味高木遺跡 12次調査

(2)

表 49 掘立 6出土遺物観察表  石製品

番号 器種 残 存 材 質
法   量

備  考 図 版
長さ(Cm) 幅 (Cm) 厚 さ (Cm) 重さ(g)

石庖丁 背部残存 緑色片岩 056

表 50 掘 立 7 土

番号 維 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

i織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

235 甕 残高  24 「く」字状を呈する口縁部に端部は
平らな面をなす。

ヨコナデ ヨコナデ
にぶい橙色

石 。長住)
◎

甕 残高  21 口縁端部は平らな面をなす。 マメツ マメツ
色
色
褐
褐
責
責
明
明

石・長 Q)
◎

蓋 郭 残高  25 口縁端部に不明瞭な段を有する。 回転ナデ 回転 ナ デ
色
色
灰
灰

密

◎

杯身
径
高
口
残
(106)

37
立ち上がりは内傾する。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

白

白

灰

灰
石 長但)
◎

不身 難
姉
(130)

23 受部端
がやや凹む。

回転ナデ
ケズリ

回転 ナ デ
灰色
灰色

密

◎

芸こ51

番号 器 種 残 存
法 ヨ夏

備  考 図版
長 さ 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重さ(g)

鉄 淳 一部久損 5159

表 52 SKl出 土遺物観察表   土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1費目|
生
成
胎
娩

備考 図 版
外 面 内 面

241 高lTk
径
高
底
残
(100)

31
脚裾部に透かしが施される。

⑩ カキメ
∽ 回転ナデ

回転ナデ
灰色

仄色
則
◎

242 高杯
底径 (921
残高  11 脚端部が下方に肥厚される。 鰯 回転ナデ 回転 ナ デ

灰白色
灰白色

長 (細 )
◎

243 士望
径
高
口
残

口縁部が緩やかに外反し、端部は丸
くおさまる。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

白

白

灰

灰
長 (細 )
◎

244 娩
径
高
口
残

内湾する下胴部から上方に直線的に
立ち上がり、端部は九くおさまる。

回転ナデ 回転 ナ デ
灰掲色
黄灰色

勲
◎

表 53 SK2出 土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調  整 色調

1織目|
土
成
胎
焼 備 考 図 版

外 面 内 面

245 甕
口径 (1161
残高  18

やや外上方に直線的に延びる口縁剤
に端部は九くおさまる。

マメツ マメツ
橙色

橙色

石 長 Q)
○

甕 残高  44 「く」字状を呈する口縁部。 マメツ ナ デ
にぶい責橙色
浅黄橙色

石 長 O
△

～ 2)
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表54 SK2出 土遺物観察表   石製品

番だ 器種 残 存 材 質
法  量

備  考 図版
長さ (Cm) 中目(Cm) 厚さ(Cm) 重さ(s)

247 石 鏃 完  形 サヌカイト 1553

出土遺物観察表

表55 SK4出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 形 態・施 文
調   整 色調

1織冨|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

248 奏
回イ垂 (222)
残高  32

ント反する口縁部の端部はやや水平な
面をなす。

ナ デ マメツ
橙色
明褐色

長
金
○

石
赤砂

甕 残高  33 外反する口縁部の端部は平らな面を
なす。

マメツ マメツ
明赤褐色
明赤褐色

石・長 (1～ 2)
○

赤砂

蓋イ
伝住
昔ロ

ロ
残

コ縁端部に内傾する面を有する。 回転ナデ 回転ナデ
灰白色
灰白色

密

◎

高杯 残高 卿基部に透かしが施される。 カキメ ナ デ
灰白色
灰色

密

◎

252 高14h
底径
残高

即端部は下方に廷びる。 回転ナデ 回転ナデ
灰褐色
にぶい褐色

長 (旅日～ 1)

◎

表 56 SK4出

番号 器種 残 存 材 質
法  量

備  考 図版
長さ (Om) 幅 (Cm) 厚 さ (Cm) 重さ(g)

253 石庖 丁 一部残存 緑色片岩 265 3027

表 57 SK8出 土遺物観察表   土製品

番号 器 種 法量 形 態・施 文
調   整 ●調i織目|

生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

養
径
高
口
残
(134)

64
「く」字状の口縁部に端部は平らな
面をなす。

◎ ヨコナデ
⑩ ハケ6本 /cm

◎ ヨコナデ
⑩ ナデ
ケズリ

灰白色
浅責橙色

石 長 (1～ 3)
金
◎

高郭
口径 (172)
残高  60

14N底部に屈曲をもち、口縁部はタト反
する。

マメツ ハクリ
橙色
浅責橙色

石 長 (1～ 2)
金
◎

赤砂

256 高杯
径
高
口
残
(179)

50

不底部に屈曲をもち、国縁部は内湾
気味に立ち上がり、端部はやや外反
する。

マメツ マメツ
浅姜Bヨ にぶ噛

にぶい橙色

石・長 (1～ 2)
金
○

表 58 SK10出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調   整 色調

1織目|
土
成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

257 奏 残高  44 く」字状の口縁部に端部は九 くお
さまる。

マメツ マメツ
灰褐色
場色 にぶし鳩色

石 長徹～ 2)
○

258 高杯 残高  38 不部は内湾気味に立ち上がる。 マメツ マメツ
色
色
橙
橙

長
金
△

石

259 蓋郭 残高  35 ヨ縁端部に段を有する。 回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

密

◎

蓋杯 残高 ]縁端部に内傾する面をなす。 回転ナデ 回転 ナデ
灰白色
灰白色

砂

◎

杯身
径
高
口
残

口縁端部に明瞭な段を有し、受部端
が凹む。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰白色

砂

◎
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表 61  SD8出 土遺物観察表   土製品

檸味高木遺跡 12次調査

59 SK10出 石製品

番号 器種 残 存 材 質
法  量

備   考 図版
長さ(Cm) 幅  (Cm) 層Ξさ (Cm) 重さ(g)

262 石鏃 先端部欠失 サヌカイト 3043

表 60 SKll出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

263 甑 残高  49 断面楕円形の把手で、先端部が窄ま
る。

ナ デ
にぶい橙色
橙色

石・長住～9
◎

蓋杯
口径 住30)

残高  31 口縁端部に内傾する面をなす。 回転ナデ 回転ナデ
灰黄褐色
褐灰色

密

◎
自然鶏

265 杯身 残高
受部端が凹み、口縁端部は丸くおさ
まる。

回転ナデ 回転ナデ
黄灰色・暗灰色
灰色

長 Q)
◎

番号 維 法量 (cm) 形 態・施 文
調  整 色調

i織冨|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

266 イ身
口径
残高

口縁端部に内傾する面をなす。 回転ナデ 回転 ナ デ
色
色
灰
灰

石・長 (1～ 3)

◎
自然刑

杯 身 難
姉
(106)

27 受部
は水平な面をなす。

回転ナデ
ヘラケズリ

回転ナデ
灰色
灰黄褐色

長 (糸田)
◎

表 62  SD8出 石製品

番号 器種 残 存 材 質
法

備  考 図版
長さ(Cm 幅  (Cm) 厚 さ (Cm) 重さ(g)

石斧 一部残存 緑色片岩

表 63 SX2出 土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1織唇|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

269 高杯 残高 杯部と脚裾部は大きく外反する。 ミガキ ナ デ
にぶい橙色
にぶい橙色

砂
金
◎

赤砂

270 鉢
口径 (148)
残高  51

内湾する胴部に口縁端部は内傾する
面をなす。

ミガキ ミガキ
にぶい橙色

橙色

密
金
◎

鉢
口径 (286)
残高 58

VI・傾する胴部に回縁部がさらに外反
し、端部は平らな面をなす。

ナ デ
ナデ

ハケ住0本 /cm
にぶい褐色
灰責褐色

一副
金
◎

石

272 蓋郭
径
高
口
残
(140)

34
天丼部と口縁部の境に凹みによる稜
を持つ。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

密・砂
◎

273 蓋イ
径
高
口
残
(116)

28
天丼部から屈曲した口縁部は下方に
延び端部は九く収まる。

回転 ナデ 回転ナデ
灰白色
灰白色

密

◎

蓋杯
径
高
口
残

(1■ 2)

21
天丼部から屈曲した口縁部は短 く
端部は九く収まる。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

密

◎

高杯 残高  45 脚柱部に沈線が 1条巡る。 回転 ナ デ 回転ナデ
灰白色

灰白色
長住)
◎

自然Tl

276 士霊 雛
嬬

窄まった顎部は緩やかに外反し長馨
である。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

石・長 ll)
◎

自然用
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表 64 SX2出 土遺物観察表   石製品

表 65 SXl出 土遺物観察表   土製品

表 66 SXl出 土遺物観察表   石製品

土遺物観察表表

出土遺物観察表

番号 器種 残 存 材 質
法  量

備  考 図版
尾さ(Cm 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重さ(g)

砥 石 ほぼ完存 凝灰岩 63859

砥石 ほぼ完存 凝灰岩 95106

279 石 鏃 完形 サヌカイ ト 212 2991

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

外
径
高
口
残
(130)

51
底部から口縁部まで内湾 しており、
端部は九くおさまる。

ハケ 18本 /cm)
指頭痕

ナ デ
にぶい黄橙色
浅責橙色

石 長 (1～ 2)
金
◎

蓋郭
残 高

つまみ中央部が凹む。 回転ナデ 回転ナデ
灰白色
灰色

砂

◎

蓋郭
口径
残高

口縁部の内瑞面が接地する。
Э回転r、ラケズリ
回転ナデ

回転 ナ デ
灰白色
灰白色

砂

◎

杯

径
高
高

口
器
残

(110)
34
(66)

平底の底部より外反気味に立ち上が
り、胴部中位にて稜を持ち、口縁端
部は九くおさまる。

回転ナデ

Θヘラ切り
回転ナデ

灰色

灰色
即
◎

イ
口径  (96)
残高 35

直立気味の口縁部に端部が尖り気味
である。

回転ナデ 回転 ナ デ
灰色
灰白色

石 長 (D
◎

285 郭
口径 (126)

残高  35
内湾する口縁部の端部は九くおさま
る。

回転 ナ デ 回転ナデ
灰色
灰責掲色

密

◎
自然私

高杯
底径 18劾
残高 80

「ハ」字状を呈する脚部は内端面カ
接地する。

回転ナデ
廼〇回転ヘラケズリ

回転ナデ
灰オリーブ色

灰色

長 (1～ 2)

◎
自然雅

287 高イ 残高  40 イ部は内湾気味に立ち上がる。 回転ナデ
□ 回転ヘラケズリ

回転 ナ デ
灰白色
灰白色

石・長 (1～ 3)

◎

甕 残高  40 外反する短
い口縁部の平らな端面に

2条の四線文が巡る。
D回転ナデ
の格子タタキ

回転ナデ
灰色

灰色

砂

◎

289 紡錘車
直径 39～ 41

厚み  082
端面と中央部の穿孔部は平らな面を
なす。

マメツ マメツ 橙 色

石 (1～ 2)長 (

金

◎
9

番号 器種 残 存 材 質
法  量

備  考 図版
長さ (Cm) 幅 (Cm) 厚 さ (Cm) 重さ(g)

石鏃 先端部欠損 サヌカイト 055 5639

6/ 豆 3出 土製 品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1貧目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

皿

径
高
径

口
器
底

平底の底部より外傾 して立ち上が
る。

ヨコナデ

⑥ 回転糸切り
ナ デ

橙色
浅黄橙色

砂

◎

皿

径
高
径

口
器
底

平底の底部より内湾気味に立ち上が
る①

ナ デ マメツ
責橙色
黄橙色

砂

○
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表 71  SDl出 土遺物観察表

檸味高木遺跡 12次調査

SK7出土遺物観察表   土製品

番埒 維 法量 形 態・施 文
調  整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

郭
径
高
底
残

平底の底部より内湾気味に立ち上が
る。

ナデ

D板圧痕 ナ デ
にぶい黄橙色
橙色 にぶい黄橙色

長 (細 )
◎

甕 P
俵仁
昔向

底
残

やや九みをもつ底部から内湾気味に
立ち上がる。

ハケ(9本 /cm
ナデ
Dケ ズリ

ナ デ
橙色・明褐灰色
灰白色・橙色

石・長 (1～ 4)

◎
煤

表 69 SDl出 土 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1発目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

碗
底径 1461
残高 14

底部外面には削り出しの低い高台を
もち、内面には砂目痕がある。

回転ナデ 施釉
灰責褐色
にぶい責橙色

密

◎

夢こ70  SDl 鉄製品

番号 器 種 残 存 法 日重
備  考 図版

長さ (Cm) 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重さ (g

296 鉄  釘 上下部欠損 9

297 鉄  釘 上下部久損 290 042 9

番号 舘  名 初鋳年
法  量

備 考 図版
銭径 (mm) 7し准≧(mm) タト罷表(mm) l縁厚 (mm 重量 (g)

298 寛永通宝 245 055 012 9

表72 SD2出 土遺物観察表 土

器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

碗
に

２

察仁
昔回

底
残

真部には断面逆台形状の削り出し高
合をもつ。

施釉 施釉
明緑灰色
明緑灰色

密

◎

言≡73  SD2 鉄製品

番号 器 種 残 存 法
備  考 図版

長 さ (Cm 幅 (Cm) 厚さ(Cm) 重さ(g)

鉄 津 一部欠損

74 SD3出 土遺物観察表   土製品

番号 耕 法量 形 態・施 文
調  整 色調

i織目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

碗
に
１
径
高
底
残

底部には断面逆台形状の削 り出し高
台をもつ。

施釉 施釉
灰白色
明緑灰色

密

◎

表 71 SD3出土

番う 器 種 残 存
法 旦皇

備  考 図版
三さ (Cm 幅 (Cm) 厚さ (Cm) 重さ(g)

302 鉄 釘 上下部欠損 245 055 121

76 SK5出 土遺物観察表 鉄製品

番号 器 種 残 存
法 量

備  考 図版
罠さ(Cm 幅 (Cm) 厚さ (Cm)I重 さ (g〕

鍵 1/3残存 03～ 08 )28-04[
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第 3章 檸味高木遺跡 13次調査

1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯

調査地は、松山市が指定する埋蔵文化財包蔵地 FNo 81ね味遺物包含地』内に所在する。調査地が

ある石手川中流域左岸では、裕味遺跡 (愛媛大学農学部構内)をはじめ、檜味四反地遺跡や裕味立添

遺跡、ね味高木遺跡など数多くの発掘調査が実施され、縄文時代から中世までの集落関連遺構や遺物

が多数確認されている。また、平成 8年度に実施した檜味四反地遺跡 6次調査や平成 15年度に実施

した檜味四反地遺跡 8次調査、さらに平成 17年度に実施した偉味四反地遺跡 13次調査においては、

全国的にもあまり類例のない総柱による大型建物が発見された。これらのことから、裕味地区は平成

18年度に国より重要遺跡確認地域として指定された。今回の調査は、国庫補助事業として実施した

檜味地区における重要遺跡確認調査である。調査は松山市教育委員会文化財課の指導のもと、財団法

人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが主体となり、2006(平成 18)年 4月 17日 より開始

した。

(2)調査の経緯

調査は廃土置き場の都合上、調査地内を北半部と南半部とに分けて実施した。平成 18年 4月 17

日より、南半部の調査に着手した。

〔南半部の調査〕4月 17日 より、重機 (バックホー0.25�)の使用により表土層を除去した。その後、

上の堆積状況を確認するため、一部深掘りを行った結果、遺物包含層が 60c市程度堆積していること

が分かつた。この結果により、各層ごとに重機による剥ぎ取り及び遺物収集を行い、V層までを掘削

した。その後、作業員によりⅥ層を掘り下げ、遺構検出作業を行った。検出した遺構や遺物の取り上

げを行うために4月 24日 、測量業者に国土座標第Ⅳ座標系基準点の設置を委託し、調査地内に5m

四方のグリットを設定した。

遺構は、主にⅧ層上面で、弥生時代の上坑や柱穴、中世の溝や土坑、柱穴等を確認した。調査は時

期の新しい遺構から順に掘削を行い、沢1量や写真撮影等の記録作業を行った。5月 24日 、南半部の

調査を終了し、重機による埋め戻しを行った。その後、北半部の調査を開始した。

〔北半部の調査〕5月 29日 より、重機の使用によりV層まで剥ぎ取りをおこない、その後、作業員に

よりⅥ層を掘り下げ、遺構検出作業を行った。6月 14日、測量業者に基準点の設置を委託し、南半

部と同様、5m四方のグリットを設定した。北半部では主にⅧ層ないしⅨ層上面にて、古墳時代の竪

穴住居や土坑、古代から中世の溝や柱穴を確認した。なお、重複する数棟の竪穴住居を検出したため

先行トレンチを設定し、平面形態や断面観察により前後関係を決定した。その後、竪穴住居から調査

を開始したが、住居内からガラス玉が出上したことから住居埋土をすべて採取し、調査と併行して土

の水洗いやふるい作業を行った。その結果、ガラス玉 2点と滑石製臼玉 33′点を発見した。

6月 27日 、すべての遺構測量が終了し、重機による埋め戻しを行った。それと併行して調査事務

所や発掘用具の撤去作業を行い、6月 30日 、発掘調査を終了した。
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檸味高木遺跡 13次調査

第 66図 調査地測量図

民 家

市道樽味溝辺線

0       5      10m

(S=11300)
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層  位

(3)調査組織

調 査 地 松山市稔味 4丁目238呑 1
遺 跡 名 樟味高木遺跡 13次調査
調査期間 2006(平成 18)年 4月 17日～同年 6月 30日

調査面積 217∬

調査担当 財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター 宮内 慎一

2.層 位
(1)基本層位 (第 67・ 68図 )

調査地は、調査を実施する以前には既存宅地であり、標高約 40m前後に立地する。調査地の基本

層位は、以下のとおりである。なお、10層以下は調査地東壁沿いに設定した深掘トレンチにより確

認したものである。

層

層

Ⅳ
　
Ｖ

I層

Ⅱ 層

Ⅲ 層

Ⅵ 層

Ⅶ 層

Ⅷ 層

Ⅸ 層

10層

11 層

12層

13層

14層

近現代の造成に伴う真砂土や水田耕作に伴う客土 〔青灰色土 (青灰 10BG5/1)〕 で、地表

下 20～ 40 cmま で開発力y予われている。

水田耕作に伴う耕上で、土質、土色の違いにより2層に分層される。Ⅱ①層は灰白色土

(N5/0)で調査地ほぼ全域にあり、層厚 5～ 20 cmを測る。Ⅱ②層は灰色土 (10YR5/1)

で調査地北半部にあり、層厚 5～ 15 cmを測る。

灰色 (5Y4/1)を呈する砂質上で、調査地ほぼ全域にみられ、層厚 5～ 10 cmを測る。

本層中からは少量の上師器片が出上した。遺物包含層。

灰責褐色 (10YR4/2)を 呈する粘質土で、調査地南西部のみにみられ、層厚 3～ 8 cmを測る。

褐灰色 (10YR5/1)を呈する粘質上で、調査地全域にみられ、層厚 10～ 25 cmを測る。

本層中からは土師器片や須恵器片が少量出土した。なお、土層観察より本層上面から溝や

柱穴が掘り込まれていることや、竪穴住居や土坑の上面を本層が覆っていることを確認し

た。また、調査地南半部にて本層下面に流路を検出した (想定線のみを記載 :第 69図 )。

暗褐色 (7.5YR3/4)を 呈する粘質上で、調査地中央部から南半部にみられ、層厚 6～

20 cmを測る。本層中からは、少量の土師器片や須恵器片が出上した。

黒褐色 (7.5YR4/1)を 呈する粘質土で、調査地南東部にみられ、層厚 10 cmを測る。土層

観察により、本層中にて土坑や柱穴が掘削されていることを確認した。

褐色 (7.5YR4/0)を呈する粘質上で、バサバサした質感をもち、径 3～ 5 cm大の円礫を含む。

調査地全域にみられ、検出した状況では層厚 10～ 40 cmを測る。本層上面は調査地北側

から南側へ向け傾斜をなし、調査地北端では標高 39.5m、 南端では標高39.Omと なる。

明責褐色 (10YR7/6)を呈する粘質上で、調査地中央部付近に部分的にみられ、検出状

況からは層厚 40 cmを測る。本層中には、径 5～ 10 cm大の円礫が多く混入する。

灰責褐色 (10YR4/2)を 呈する砂層で、a層 :灰色 (5Y5/1)砂が混入する。

黄灰色 (2.5YR5/1)を 呈する砂層で、径 3～ 5 cm大の円礫を少量含む。

灰責褐色 (10YR4/2)を 呈する砂礫層で、径 5～ 25 cm大の円礫を多く含む。

黄灰色 (2.5YR5/1)を 呈する微砂層である。

責灰色 (2.5YR5/1)を 呈する砂礫層で、径 5～ 10 cm大の円礫を含む。
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檬味高木遺跡 13次調査

検出した遺構や出土遺物から、Ⅶ層は弥生時代、Ⅵ層は古墳時代、V層は古代、Ⅲ・Ⅳ層は中世ま

でに堆積したものと考えられる。なお、調査にあたり調査地内を5m四方のグリットに分けた。グリッ

トは西から東へ A・ B、 北から南へ 1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6と し、Al・ A2・ ・・B6と いうグリット名を

付した。

(2)検出遺構・遺物 (表 77)

調査で検出した遺構は、弥生時代から中世までのもので竪穴住居 3棟 (古墳時代)、 掘立柱建物 1

棟 (中世)、 溝 2条 (中世)、 土坑 9基 (弥生 :6基・古墳 :1基 。中世 :2基 )、 柱穴 275基である。

すべて、Ⅷ層上面での検出であるが、本来はⅦ層以上の土層から掘り込まれた可能性の高い遺構ばか

りである。

遺物は遺構及奮硫 曙中から、弥生土器 (前期～後期)、土師器 (古墳～中世)、須恵器 (古墳～古代)、

石器のほか、分銅形土製品 1点、有孔円板 1点、装飾品 〔ガラス玉 5点・臼玉 95点〕等が出上した。

表 77 検出遺構一覧

竪穴住居 掘立柱建物 溝 土坑

弥生時代中期 SKl・ 2・ 4～ 7

古墳時代中期 SB2・ 3 SK9

古墳時代後期 SBl

中  世 掘立 1 SDl'2 SK3・ 8
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0

H 4000m

〔東 壁〕
h

H4000評

〔南 壁〕

I  真砂土・青灰色土 (青仄 10BG5/4)
I① 灰白色土 (仄白 N5/0)
I② 仄色土 (仄 40YR5/4)
Ⅲ  仄色砂質土 (仄 5Y4/4)
V  仄黄褐色粘質土 (仄黄褐 40YR4/2)
V  褐瑛色粘質土 (幅仄 40YR5/4)
Ⅵ  陪褐色粘質土 (皓福 7 5YR3/4)
WfI  黒褐色粘質土 (黒褐 7 5YR4/4)

Mll  幅色粘質土 (褐 7.5YR4/0)
Ⅸ  明黄福色粘質土 (明黄福 10YR7/6)
40  仄黄福色砂 (仄黄褐 40YR4/2)
44  黄仄色砂 (黄仄 2 5YR5/4)
42  隈黄褐色砂礫 (仄黄褐 40YR4/2)
43  黄瑛色微砂 (黄仄 2.5YR5/4)
44  黄仄色砂礫 (黄瑛 2.5YR5/4)
a  仄色砂 (仄 5Y5/4)

(S=4i30)

第 67図 調査区東壁 。南壁土層図
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構味高木遺跡 13次調査

3。 遺構と遺物

〔1〕 弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構は、土坑 6基を検出した。

SKl(第 69'70図、図版 13)

調査区南西部、A4区に位置する。土坑北東部及び南東部は、それぞれSP017と SP136と に切られ、
土坑西側は調査区外に続く。第Ⅷ層上面での検出であり、第V層が土坑を覆う。平面形態は隅丸長方

形を呈し、規模は南北長 1.68m、 東西検出長 0,90m、 深さは検出面下 55 cmを 測る。断面形態は逆台

形状を呈するが、土坑北側及び南側壁体は一部、袋状となる。埋土は3層に分層でき、埋土上位より

1層暗褐色土、2層暗褐色土と責色土の混合上、3層黒色粘質上である。ベルトの断面観察により、2

層上面よリピット状の掘り込み (埋土 :4層)を確認したが、平面精査では検出できなかった。土坑

底面にてピット1基 (SP ①)を検出した。平面形態は円形を呈し、規模は径 22 cm、 深さ6 cmを測る。

ピット埋土は、黒色粘質土 (黄褐色土ブロック少量含む)である。遺物は土坑埋土中より弥生土器片

が数点と、1層中より伐採斧 (4)が出上した。また、1層及び3層中より少量の炭化物が出土した。

出土遺物 (第 70図、図版 18)

1・ 2は甕形土器の口縁部片。2の口縁端部には凹線文 2条を施す。3は壺形土器の胴部片で、内外

面共にヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。4は緑色片岩製の伐採斧、5は安山岩の剥片である。

時期 :出土した弥生土器の特徴より、弥生時代中期後半とする。

SK2(第 69'71図、図版 13)
調査区中央部西寄り、A4区に位置する。土坑の四隅は、4基のピット (SP081・ 082・ 085'093)

に切られている。第Ⅷ層上面で検出した。平面形態は隅丸長方形を呈し、規模は長さ1.80m、 幅 1.12m、

深さは検出面下 24 cmを 測る。断面形態は逆台形仄を呈し、埋土は黒褐色土を基調とし、白色砂粒が

少量混入する。また、埋土中には淡黄色土が一部、ブロック状に混入する。土坑底面にてピット1基 (SP

①)を検出した。平面形態は円形を呈し、規模は径 26 cm、 深さ7 cmを測る。ピット埋土は土坑埋土

と同様の、黒褐色土単層である。遺物は土坑埋土中より弥生土器片が数点出土した。図化しうるもの

を3′点掲載した。

出土遺物 (第 71図、図版 18)

6は甕形土器の顎部片で、刻目凸帯文 1条を施す。7は壺形土器の肩部片で、貝殻施文による列点

文を2段に施す。8は壼形土器の頸部片で、ヘラ描き沈線文 2条を施す。

時期 :出上した弥生土器の特徴より、弥生時代中期後半とする。

SK5(第 69。 72図 )
調査区中央部東寄り、B4区に位置する。土坑北側及び南側は3基のピット (SP066・ 067・ 046)|こ

切られ、土坑東狽1は調査区外に続く。第Ⅷ層上面での検出であり、第Ⅵ層が覆う。平面形態は方形

を呈するものと考えられ、規模は南北長 1.24m、 東西検出長 086m、 深さは検出面下 4 cmを測る。断

面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒褐色土単層である。土坑底面にて夫小4基のピット (SP ①～③、

掘立 1:SP ④)を検出した。平面形態は円形または楕円形を呈し、規模は径 12～ 30 cm、 深さ6～
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遺構と遺物
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檸味高木遺跡 13次調査
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遺構と遺物

8 cmを測る。ピット埋土はSP① o②・掘立 lSP ④が灰褐色土単層、SP ③は灰色土単層である。土

坑底面は平坦である。遺物は埋土中より、弥生土器片が数点出土した。図化しうるものを2点掲載した。

出土遺物 (第 72図 )

9は甕形土器の口縁部片で、口縁端部を上下方に拡張し、端面に凹線文 2条を施す。10は甕形土

器の底部で、外面に籾圧痕が残る。

時期 :出上した弥生土器の特徴より、弥生時代中期後半とする。

SK6(第 69・ 73図 )
調査区中央部西寄り、A3・ 4区に位置する。土坑東側はSP085に切られ、さらにSK2と重複し (前

後関係は不明)、 土坑西側は調査区外に続く。第Ⅷ層上面での検出であり、第V層が覆う。平面形態

は円形または楕円形を呈するものと考えられ、規模は南北検出長 1,35m、 東西検出長 0.46m、 深さは

検出面下 63 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒色土単層である。土坑底面はほぼ平坦

である。遺物は埋土中より、弥生土器片が数点出上した。図化しうるものを2点掲載した。

出土遺物 (第 73図、図版 18)

11は奏形土器の口～胴部片で、口縁端部は上方に拡張し、口縁端面に凹線文 1条を施す。12は甕

形土器の底部で、くびれをもつ上げ底となる。

時期 :出上した弥生土器の特徴より、弥生時代中期後半とする。

SK4(第 69・ 74図 )
調査区南東部、B5区に位置する。上坑北側及び南側は2基のピット (SP009。 148)イこ切られ、土

坑東側は調査区外に続く。第Ⅷ層上面で検出した。平面形態は楕円形を呈するものと考えられ、規模

は南北検出長 1.55m、 東西検出長 0.54m、 深さは検出面下 8 cmを測る。断面形態は緩やかな逆台形状

を呈し、埋土は第Ⅶ層と同様の黒褐色土単層である。土坑底面にて2基のピット (SP ① ,②)を検

出した。平面形態は楕円形を呈し、規模は径 26～ 30 cmを測る。ピット埋土は、土坑埋土と同様の

黒褐色土単層である。土坑底面は北側から南側へ向けて緩傾斜をなす。遺物は、埋土中より弥生土器

片が数点出上したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないが、埋上がSK2や SK5と酷似することや、検出層位から、

概ね弥生時代中期後半とする。

SK7(第 69・ 74図 )
調査区中央部東寄り、B3,4区に位置する。土坑壁体は4基のピット(SP125～ 127・ 129)に切られ、

土坑東側は調査区外に続く。第Ⅷ層上面での検出であり、第Ⅵ層が覆う。平面形態は方形または長方

形を呈するものと考えられ、規模は南北検出長0.76m、東西検出長0.40m、深さは検出面下40cmを測る。

断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒褐色土単層である。土坑底面は中央部がやや凹む。遺物は埋土

中より弥生土器片が数点出上したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないが、埋土がSK2や SK6と酷似することや、検出層位から、

概ね弥生時代中期後半とする。
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構味高木遺跡 13次調査

0           1m

(S=4:30)

第 73図  SK6測 量図・

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
」

①   痢

出土遺物実測図

0      5     1 0cm

(S=1:4)

4 黒福色土

〔SK7〕

0           1m

(S=1:30)

SP129

SP127

全二と
SP125

H 3940m

第 74図 SK4・ SK7測量図

ｐ
ｓＰ②

SP426

- 106-



遺構と遺物

〔2〕 古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構は、竪穴住居 3棟、土坑 1基を検出した。

(1)竪穴住居

SB3(第 69・ 75図、図版 14・ 15)
調査区北西部 A2・ 3区に位置する。住居北壁はSB2に切られ、北西部と南壁の一部は3基のピッ

ト (SP137・ 224・ 228)に切られている。また、住居上面には灰褐色土を埋土とする3基のビット

(SP222・ 225。 234)が存在し、住居西側は調査区外に続く。第Ⅷ層上面での検出であり、第V層が住

居を覆う。平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長 4.13m、 南北検出長 4.65m、

壁高は 12 cmを測る。住居埋土は2層に分層され、1層は黒褐色土、2層は黒褐色土に責色土が混入

するものである。なお、2層は主に住居床面の凹んだ箇所に堆積がみられることから、床面4笏築のた

めの貼床土と考えられ、厚さは5～ 8 cmを測る。内部施設は、主柱穴、土坑、溝、周壁溝を検出し

た。主柱穴は2本 (SP① o②)を検出したが、その配置から、本来は4本と推測される。主柱穴の

平面形態は楕円形を呈し、規模は径 20～ 40 cm、 深さ10 cmを測る。柱穴埋土は、黒褐色土と責色土

の混合上である。住居壁体に沿つて、幅 20～ 40 cm、 深さ5～ 8 cmの周壁溝が巡る。周壁溝埋土は、

住居埋土と同様の黒褐色上である。住居床面中央部付近にて、2基の土坑 (SK① o②)を検出した。

SK ①東側壁体は周壁溝と一部重複し、土坑北西部は黒褐色土を埋土とするピット (SP ⑩)に切ら

れている。断面観察の結果、貼床上である2層が土坑上面を一部覆っていることから、本住居には

伴わない遺構の可能性が高いと考えられる。SK①の平面形態は不整楕円形を呈するものと考えられ、

規模は長径 135m、 短径 0.85m、 深さ25 cmを 測る。断面形態は緩やかな逆台形状を呈し、埋土は暗

褐色土単層である。土坑内からは、弥生土器片が少量出土した。SK ②は円形を呈する土坑で、規模

は径 50 cm、 深さ12 cmを測る。断面形態は緩やかな逆台形状を呈し、埋土は黒褐色土と黄色上の混

合土である。土坑南側は黒褐色土を埋土とする2基のピット (SP ⑪・⑫)に切られている。また、

土坑東側及び西側は、それぞれ溝SD ③・④ (埋土 :黒褐色土と黄色土の混合土)と重複するが、遺

構埋土力消割以することから両者の切り合い関係は不明である。なお、溝SD ③・④は深さ10～ 12 cm

を測る。このほか、住居南側床面にて2条の溝 (SD① o②)を検出した。溝の規模は、幅 30～ 45 cm、

深さ6～ 10 cmを測り、埋土は両溝共に黒褐色土単層である。なお、SD ①・②共に周壁溝と重複す

る遺構埋土が酷似することから、前後関係は不明であるが、溝の性格は住居内を仕切るための間仕切

り溝ではないかと推測される。なお、溝底面にて径6～ 8 cm、深さ5 cm程度の小ピットを数基検出した。

上記の遺構のほかに、住居床面にて夫小8基のピット (SP ③～③・⑬)を検出した。ピット埋土は、

すべて黒褐色土と責色上の混合土である。

遺物は住居南側、溝SD ①と②とに囲まれたエリアの床面付近から、土師器甕 (13)や高郭 (15)

が出土したほか、住居東側中央部の2層上面付近から、須恵器郭身 (22・ 23)が出上した。また、

住居北側の2層上面付近にてガラス玉が出土したほか、SP ②とSP ④からは、それぞれ臼玉 (114・ 115)

が出上した。このほか、住居埋土中にて土師器、須恵器のほか、分銅形土製品 (27)、 有孔円板、石鏃、

臼玉が出土した。なお、住居内からは、発掘調査時にガラス玉や臼玉が出土したことから、埋上をす

べて採取し、整理作業時に洗浄とふるい作業をおこなった。その結果、整理作業においては臼玉 53点、

ガラス玉 3点を発見した。その結果、住居内から出土した玉類は、ガラス玉 5点、臼玉 86点となった。
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出土遺物 (第 76・ 77図、図版 18。 19)

13は土師器の甕形土器。口縁部は内湾し、口縁端部は内傾する面をもつ。14は壷形土器の肩部片、

15～ 18は高杯形土器である。15は外部で、イ部下位に段をもち、口縁部はややタト反する。16～ 18

は脚部片で、柱裾部境内面には明瞭な稜をもつ。19は椀形土器で、口縁端部は尖り気味に仕上げる。

20～ 24は須恵器。20,21は郭蓋で、断面三角形状の稜をもち、口縁端部は内傾する面をなす。22～
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第 77図  SB3出 土遺物実測図 (2)

24はイ身で、たちあがりは内傾し、たちあがり端部は内傾する。25。 26は弥生土器の壷形土器。25

は胴部外面にハケ状工具による列点文を施す。26は頸部に凸帯文 2条を貼り付けし、凸帯上に布目

状の押圧痕が残る。27は分銅形土製品で、表面に竹管文 11ケ、裏面には竹管文 8ケと未貫通の円孔を

施す。28は滑石製の有孔円板で、直径 1.8 mm大の孔を穿つ。29はサヌカイト製の石鏃、鉄 Aは器種

不明の鉄器である。30～ 115は滑石製の自玉で、ほとんどが完存品である。色調は4種類に分かれ、

灰色 :41イ回、黒灰色:9個、褐灰色:18個、緑灰色■8個となる。重量では、最も軽量のもので 0,02g、
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遺構と遺物

最も重いもので 0.13gの ものがある。内訳は以下のとおりである 〔0.02g i 3個 、0.03g i 2個 、0,04g:

10イ固、 0.05g:8イ固、 006g:27イ固、 0.07g:19イ回、 0.08gi8イ回、 0.09gi3イ回、 0.10g:5イ回、 0.13gilイ固〕。

なお、最も数量の多いものは、重量0.06gの自玉である。116～ 120はガラス玉である。直径 0.37～ 0.55

cm、 重量は006～ 015gを測り、色調は濃い紺色である。

時期 :出土した土器の特徴より、住居の廃棄・埋没時期は古墳時代中期後半、5世紀後半とする。

SB2(第 69・ 78図、図版 14・ 16)
調査区北西部 Al・ 2区に位置する。住居壁体は、灰褐色上を埋土とする2基のピット (SP172・ 173)

に切られ、住居上面には、灰褐色土を埋土とする3基のピット (SP193・ 194・ 195)が存在する。また、

住居南狽1は SB3を切り、住居北狽1及び西側は調査区外に続く。なお、住居北側と西側は、調査壁の

上層観察のためのトレンチによリー部削平されている。第Ⅷ層上面での検出であり、第V層が覆う。

平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長 3.50m、 南北検出長 3.95m、 壁高は

40 cmを測る。住居埋土は暗褐色土単層である。内部施設は主柱穴と溝、及びピットを検出した。主

柱穴は3本 (SP① o② o③)を検出したが、その配置から本来は4本と考えられる。各主柱穴の平

面形態は円形を呈し、規模は径 25～ 40 cm、 深さ20～ 30 cmを測り、柱穴埋土は暗褐色土に責色土

が混入するものである。住居南東部床面にて、溝SD ①を検出した。「L」 字状に折れ曲がる溝で、

幅 30～ 85 cm、 深さ15～ 20 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は暗褐色土と黄色上の混合土

である。溝底面は起伏に富み、径 10～ 20 cm、 深さ3～ 5 cm程度の小ピットが数基′点在する。なお、

溝北端及び中央部付近は、黒褐色土 (責色土混入)を埋土とする3基のピット (SP ⑦・⑩・⑪)に

切られている。このほか、住居床面にて、夫小6基のピット (SP ④～⑥・⑥・⑨・⑫)を検出した。

いずれも、ピット埋土は黒褐色土 (責色土混入)である。

遺物は住居埋土中より、土師器片や須恵器片が点在して出土したほか、石鏃 3点と鉄鏃 1点が出

上した。なお、発掘調査時にはSB3と 併行して調査をおこなった関係で、SB3と 同様、SB2の埋土

を採取した。その結果、整理作業において臼玉 9′点を発見した。

出土遺物 (第 79図、図版 19)

121～ 1271ま土師器。121～ 126は甕形土器で、121は口縁部が直立気味に立ち上がり、口縁端部

は内傾する面をもつ。122～ 126は 口縁部中位に稜をもち、122・ 123は 口縁端部が内傾し、124～

126は口縁端部が丸く仕上げられている。127は甑形土器で、口縁端部は外傾する。外面はタテ、内

面はヨコ方向のハケメ調整を施す。128～ 133は須恵器。128は郭蓋で、天丼部は比較的高く、推定

回径 11.5 cmを測る。129はイ身で、たちあがり端部は内傾する面をもつ。推定回径 11.l cmを測る。

130は高必の脚部で、長方形状の透かしをもつ。131は直口壺で、凸線 2条と凸線間に波状文を施す。

132は広口壺の口縁部片で、口縁下に波状文、口縁下位に段をもつ。133は甕の胴部片で、タト面に平

行叩き、内面は円弧叩きがスリ消されている。134は備前焼の招鉢で、体部内面に条線が残る。混入

品。135～ 137はサヌカイト製の石鏃、鉄Bは鉄鏃の茎部である。138～ 146は滑石製の自玉で、ほ

とんどが完存品である。色調で分類すると、黒灰色 7個、緑灰色 1個、灰色 1個 となる。直径は0.30

～ 0.48 cm、 重量は002～ 0,12gを測る。

時期 :出土した土器の特徴より、SB2の廃棄・埋没時期は古墳時代中期末、5世紀末とする。
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4 階縄色土
2 陪縄色土 (黄色土混入)
3 黒幅色土 (黄色土混入)
4 仄色土

構味高木遺跡 13次調査

第 78図  SB2測 量図
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遺構と遺物
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檸味高木遺跡13次調査

SBl(第 69・ 80図、図版 16)
調査区北東部、Bl～ 3区に位置する。一部のみの検出であり、遺構の性格は断定できないが、こ

こでは竪穴住居として報告する。住居中央部は、灰色土を埋土とする溝 SD2に切られ、住居壁体は

灰掲色土を埋土とする3基のピット (SP167・ 256・ 266)|こ切られ、住居上面には、灰褐色土や灰色

上を埋土とする 11基のピット (SP166・ 249～ 255・ 257・ 261・ 262)が存在する。住居南側は土坑 SK9

を切り、住居北側及び東狽Iは調査区外に続く。第Ⅷ層上面での検出であり、第V層が覆う。平面形

態は方形を呈するものと考えられ、規模は南北検出長 6.40m、 東西検出長 2.20m、 壁高 40 cmを 測る。

住居埋土は褐色土単層であるが、埋土中に炭化物や焼土が点在する。住居床面にて、径 10～ 25 cm

大のピットを多数検出したが、主柱穴を特定することはできなかった。ピット埋土は、黒褐色土 (黄

色土混入)や暗褐色土 (黄色土混入)である。また、住居床面は凹凸が著しく、住居中央部に向けて

緩傾斜をなす。

遺物は埋土上位から土師器片や須恵器片が出上したほか、埋上下位では土師器片、須恵器片のほか

に弥生土器片や石鏃、砥肩の破片が出上した。

出土遺物 (第 81図、図版 20)

147～ 151・ 153～ 155。 158～ 166は埋上下位出土品、152。 156。 157は埋土上位出土品。147～ 152

は土師器。147～ 151は甕形土器で、147～ 150の口縁端部は内傾する。なお、147～ 149は口縁

端部内面が内側にやや肥厚する。151は口縁部中位に稜をもつ。152は鉢形土器で、口縁部は外反す

る。153～ 1591よ須恵器。1531ま郭蓋で、天丼部と口縁部との境界は凹線により表現される。天丼部

に刻目か。154～ 157はイ身で、156。 157のたちあがりは短く内傾し、端部は尖り気味となる。158

は高不の脚部片で、脚部外面に回転カキメ調整を施す。159は把手付椀で、体部下位に沈線 l条を

施し、底部クト面には手持ちヘラケズリを施す。なお、底面にはヘラ状正具による線刻を施す。160～

163は弥生土器。160・ 1611よ弥生中期後半の甕形土器の口縁部で、160の口縁端面には凹線文 l条、

161は顎部に刻目凸帯文 1条を施す。164はサヌカイト製の石鏃、165。 166は石材不明の砥石である。

165'166共に2面の砥面をもつ。

時期 :埋土下位出上の上師器、須恵器の特徴より、SBlの廃棄・埋没時期は古墳時代後期前半、6世

紀前半とする。
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①

遺構と遺物

第 80図 SBl測 量図

4 縄色土 (湊化物と焼土混じり)〔SB4埋土〕
2 階褐色土
3 灰帽色土
4 陪仄褐色土 (黄色土混じり)
5 仄色土 〔SD2埋土〕
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檸味高木遺跡 13次調査
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第 31図 SBl出 土遺物実測図
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遺構と遺物

(2)土 坑

SK9(第 69・ 82図、図版 17)
調査区北東部、B2・ 3区に位置する。土坑北側はSBl及び、灰褐色土を埋土とする2基のピット

(SP256・ 266)に切られ、土坑西側及び南側壁体は、灰褐色土を埋土とする2基のピット (SP221・ 259)

に切られている。また、土坑上面には、暗褐色土 (黄色土混入)や灰褐色上を埋土とする8基のピッ

ト (SP187。 190・ 260。 263～ 265。 267・ 268)力鴻 在する。平面形態は楕円形を呈するものと考えられ、

規模は東西検出長 1.94m、 南北長 3.38m、 深さ10～ 18 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、

壁体は緩やかに立ち上がる。土坑埋土は、黒褐色土単層である。上坑北側壁体中央吉M寸近には、長さ

50 cm、 幅 20 cmを測る長方形状の張り出し部が付設されている。なお、土坑底面と張り出し部底面と

の比高差は約 5 cmあ り、張り出し部が土坑底面より高くなっている。張り出し部の埋土は、土坑埋土

黒福色土

褐色土 〔SBl埋土〕
階掲色土 (黄色土混入)〔SP265埋土〕

第 82図  SK9測 量図
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檸味高木遺跡 13次調査

と同様の黒褐色土単層である。このほか、土坑底面にて大小 37基のピットを検出した。ピットは径

10～ 20 cm、 深さ3～ 7 cmを測り、埋土はすべて黒褐色土単層である。

遺物は埋土中より、土師器片や須恵器片のほか、弥生土器片が数点出土した。

出土遺物 (第 83図、図版 20)

167～ 174は土師器。167～ 169は甕形土器で、167の口縁端部は内傾する面をもつ。170～ 174

は高杯形土器で、170。 173は不部下位に稜をもち、170～ 172の口縁部はやや外反する。174は柱

裾部境内面に稜をもつ。175～ 177は須恵器。175は壺の顕部片で、凸線 1条と波状文を施す。176

は壷の肩部片で、波状文を施す。177は甕の胴部片で、外面は平行叩き、内面は円弧叩きがスリ消さ

れている。178は瓦質の奏で、外面は平行叩き、内面は叩きがスリ消されている。179～ 182は弥生

土器。179は弥生前期の甕形土器で、ヘラ描き沈線文 2条を施す。180は弥生後期の壼形土器で、口

／

７５＼
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第 83図 SK9出 土遺物実測図
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遺構と遺物

縁端部は下方に垂下し、口縁端面に櫛描波状文 5条を施す。また、口縁上面には丁寧なヘラミガキ調

整を施す。181は弥生後期の高郭で、口縁部はクト反する。182は弥生後期の鉢形土器で、上げ底となる。

時期 :出土した土器の特徴とSBlに切られることから、古墳時代中期後半、5世紀後半とする。

〔3〕 中世の遺構と遺物
中世の遺構は、掘立柱建物 1棟、溝 2条、土坑 2基を検出した。

(1)掘立柱建物

掘立 1(第 69・ 84図 )

調査区中央部、A・ B4区に位置する。第Ⅷ層上面で検出した。建物北東隅と南東隅はSP093・

SK5SP ③に切られ、北狽1中央部の柱穴は土坑 SK3を切っている。桁行長 4.06m、 梁行長2.62mを

測る2間 ×1間の東西棟で、6基の柱穴より構成される。各柱穴の平面形態は円形または楕円形を呈

し、規模は径 15～ 22 cm、 深さは検出面下 10～ 25 cmを測る。柱穴掘り方埋土は灰褐色土単層である。

柱穴内からは少量の上師器片が出土したが、図化しうるものはない。

時期 :時期決定しうる遺物の出土はないが、柱穴埋上が第Ⅳ層と類似することから、概ね中世の遺構

とする。
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檸味高木遺跡 13次調査

(2)溝

SDl(第 69・ 85図 )
調査区中央部やや西寄り、A3区で検出した南北方向の溝で、溝北側はSP152(埋土 :灰色土)に

切られ、北端は消失している。第Ⅷ層上面で検出した。規模は幅 0.36～ 0.40m、 検出長 0,96m、 深

さは検出面下 6～ 8 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は灰褐色土単層である。溝底面はほぼ

平坦である。遺物は埋土中より上師器小片が数点出上したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないが、遺構埋上が第Ⅳ層と酷似することから、概ね中世の遺構

とする。

SD2(第 69・ 85図 )
調査区北東部、B2区で検出した東西方向の溝で、SBlを切り、溝東側はSP251'252・ 253(埋土 :

灰色土)に切られ、調査区外に続く。第V層上面での検出であり、第Ⅲ層が覆う。規模は、幅 0.30

～ 0.56m、 検出長 1.66m、 深さは10～ 14 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰色土単

層である。溝底面はほぼ平坦である。遺物は埋土中より上師熊＼片が数点出土したが、図化しうるも

のはない。

時期:時期決定しうる遺物の出土はないが、埋上が第Ⅲ層と酷似することから、概ね中世の遺構とする。

H 3940m

1 仄褐色土
〔SDl〕

4 仄色土
0 
〔SD2〕

4m

(S=4i30)

第 85図 SDl ・ SD2測 量図
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氷
フーーー

`!｀SP252
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遺構と遺物

(3)土 坑

SK8(第 69・ 86図 )
調査区北東部、B2区に位置する。土坑東側はSBlと重複し、南側はSP184・ 275(埋土 :灰褐色

土)に切られている。第Ⅷ層上面で検出した。平面形態は不整方形を呈し、規模は東西検出長 0.98m、

南北長 0,90m、 深さは検出面下 14 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、土坑東狽1壁体は緩や

かに立ち上がる。埋土は2層に分層され、1層暗灰褐色土、2層責色土である。遺物は 1層中より上

師器片や須恵器片のほか、3～ 5 cm大の礫が数点出土した。また、1層中からは土坑中央吉隔寸近にて、

炭化物が少量出上した。

出土遺物 (第 86図 )

183は須恵器イで、平底となる。184は瓦質土器の椀で、高台部分は剥がれ欠落している。

時期 :出土遺物が少量であるため時期特定は困難であるが、概ね中世の遺構とする。

SK3(第 69・ 87図 )
調査区中央部、A4区に位置する。土坑北側及び南側は SP105。 106(埋土 :灰色土)に切られてい

る。第Ⅷ層上面で検出した。平面形態は不整円形を呈し、規模は東西長 1.18m、 南北検出長 0。98m、

深さは検出面下 14 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、土坑南側にはテラス状の高床部をもつ (高

低差 6 cm)。 埋土は灰褐色土単層である。土坑北東部にて径 15 cm、 深さ8 cmの柱穴 (掘立 1:SP ②)

を検出した。遺物は埋土中より上師器片が数点出土したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないが、埋上が第Ⅳ層と酷似することから、概ね中世の遺構とする。

」   蜘

半 引 =雪七4

0      5     1 0cm

(S=4:4)
匠]湊化物

lm

Ｅ
Ｏ
寸

〇
〇
　

Ｉ

ヨ・・JJイ83
仁

１
１

　

つ
と

　

つ
０

陪仄褐色土

黄色土

仄帽色土
(S=1:30)

第 86図  SK8測 量図 。出土遺物実測図
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檸味高木遺跡 13次調査

1 灰縄色土 lm

(S=1:30)

第 87図 SK3測 量図

〔4〕 その他の遺構と遺物
調査では、柱穴 275基を検出した。埋上で分類すると以下の4種類に大別される。

① 灰色土 。一 。… … … 53基 (土師器出土)

② 褐色土・… … … Ⅲ… 32基 (上師器 。須恵器出土)

③ 暗掲色土・― ・― ・… 126基 (弥生土器 。土師器・須恵器出土)
④ 暗褐色土 (黄色土混入)。 -64基 (弥生土器・土師器・須恵器出土)
なお、図化しうる遺物が出土した柱穴は 13基ある。内訳は、以下のとおりである。

① 灰色土  i SP078。 SP088。 SP105

② 褐色土 :SP243

③  H著孝島色土 :SP044・ SP178。 SP187・ SP244。 SP252

④ 暗褐色土 (責色土混入)i SP061・ SP076・ SP079・ SP101
ここでは、これら13基の柱穴出土品を、SP出土遺物として掲載する。

(1)SP出土遺物 (第 88図、図版 20)

13基の柱穴出土品は、以下のとおりである。〔185:SP076、 186 i SP101、 187:SP178、 188:

SP044、  189:SP079、  190。 196:SP105、 191:SP244、  192:SP252、  198:SP243、  194:SP088、

195:SP078、  197:SP187、 198・ 199 i SP061〕

185～ 189は弥生土器。1851ま弥生後期初頭の甕形土器で、口縁端面はナデ凹む。186～ 189は弥

生中期後半の上器で、186・ 189は壺形土器、187'188は甕形土器である。186は口縁部を上下方に拡

張し、口縁端面に凹線文 3条を施す。190～ 193は須恵器。190は郭蓋、191・ 192は高杯、193は甕

で、1911よ凸線 2条と凸線下に波状文を施す。194～ 197は土師器。194は郭で、底部切り離しは回

転糸切り技法による。195は土釜の脚部、196は片口鉢の口縁部片である。197は甑形土器の底部片で、

径 3 cm大の孔を4ケ所看守する。198・ 199はサヌカイト製の石鏃である。
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遺構と遺物
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檸味高木遺跡 13久調査

(2)第Ⅵ層出土遺物 (第 89図、図版 20)

200～ 202は弥生中期後半の壷形土器で、200・ 201は 口縁端面に凹線文を施す。202は肩部に細

沈線文とハケ状工具による刻目を施す。203～ 206は土師器。203は甕形土器、204は甑形土器で、

204の口縁部はやや内側に肥厚する。5世紀後半。205。 206は土釜である。13～ 14世紀。207～ 211

は須恵器。207は郭蓋、208・ 209はイ身、210は杯、211は高郭の蓋のつまみである。207・ 208,211

は5世紀後半、2091よ 6世紀後半、2101よ 7世紀後半。

(3)地点不明出土遺物 (第 89図、図版 20)

212は弥生中期後半の壺形土器で、顎部にハケ状工具による列点文を施す。213は土釜、 214は亀

山焼の甕である。14世紀。

＼
炒

―
―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

つ
全

243

200～ 211:第Ⅵ層

242～ 214:地点不明

―の

蜃 ::::liiiIIと

こ

‐

/戸===¬
~~~~＼

0            10           20cm

(S=4:4)

第 89図  第Ⅵ層・地点不明出土遺物実測図
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小  結

4.小 結

調査では、弥生時代から中世までの集落関連遺構や遺物を確認した。ここでは、時期別にまとめを

行う。

(1)弥生時代

弥生時代の遺構は、土坑 6基があげられる。このうち、SKl。 2は長さ1.7m前後、幅 lmを測る長

方形土坑で、SKlは深さ60 cmに及ぶ。土坑壁体は一部筒状または袋状を呈することから、貯蔵穴と

して利用されていた可能性がある。出土遺物の特徴から、2つの上坑は弥生時代中期後半の遺構と考

えられる。このほか、SK5'6か らもSKl・ 2と 同時期の遺物が出上している。注目される遺物では、

古墳時代の竪穴住居 SB3床面付近にて、分銅形土製品が 1′点出上した。

(2)古墳時代

古墳時代の遺構は、竪穴住居 3棟、土坑 1基を検出した。SB3は一辺 4.6m前後を測る方形住居で、

住居南側にて幅 30～ 45 cm、 長さ約 lm、 深さ6～ 10 cmを測る、2本の並列する南北方向の溝を検

出したほか、住居北側でも東西方向の溝 1条を検出した。溝の性格は断定しえないが、住居内を区画

する仕切り溝ではないかと推測される。また、SB3からはガラス玉 5点と臼玉 86点など、装飾品類

が大量に出土しており、住居廃絶に伴う祭祀的行為力光子われた可能性が考えられる。このほか、SB2

からも臼玉 9点が出土している。出土遺物より、SB31よ古墳時代中期後半、SB2は古墳時代中期末

に廃棄・埋没したものと考えられる。一方、SBlは方形を呈すると考えられる竪穴住居で、住居内

からは古墳時代後期前半の須恵器と共に、砥石が出上している。

(3)古 代

古代の遺構は未検出であるが、調査壁の土層観察により、調査地南側にて流路状の砂層を確認した

(SRlと標記)。 Ⅵ層堆積後、V層堆積までの間に存在したもので、時期特定は困難であるが、概ね

古代の遺構と考えられる。このほか、包含層中からは飛′鳥時代から奈良時代の遺物が出土しており、

調査地周辺に古代集落が展開していることを示唆する資料である。

(4)中 世
中世では、掘立柱建物や溝、土坑、柱穴を検出した。掘立柱建物柱穴からは時期特定しうる遺物の

出土はないが、土色 。土質の酷似する柱穴からは、13～ 14世紀の遺物が出土している。また、前述

した柱穴のうち、掘り方が検出面下 60 cmに及ぶ柱穴が数基あり、掘立柱建物を伴う中世集落力潮 査

地近隣に存在するものと推測される。

今回の調査では、これまでに発見された超大型建物と関連隆の高いとされる溝の延長部は確認され

なかった。その反面、弥生時代中期後半、凹線文期の土坑の検出や、古墳時代中期の竪穴住居の構造

や廃絶方法、さらには中世段階の建物の検出など、新たな発見が多く、今後、構味地区における集落

様相を解明するうえで貴重な資料を得ることができたものと高く評価される。
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檸味高木遺跡 13次調査

遺構・遺物一覧  一凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構 。遺物の言機則値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値
調整欄    土器の各部位名称を略記した。

例)口→口縁部、天→天丼部、顎→顎部、胴→胴部、底→底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。
例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精梨土。

( )の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石 。長 (1～ 4)→「1～ 4 mm大の石英 。長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表 78  竪穴住居一覧
穴

げ

翌

ＩＳ 時期 平面形
規 模 (m)

長さ(長径 )×幅 (短径 )×深さ
埋  土 床面積

(浦 )
主柱穴
(本 )

内 部 “破
周壁清 備  考

高床 土坑 炉

l 古墳後期前半 方形 (640)X(220)X040 褐色土

2 古墳中期末 方形 (395)×  (350)X 040 暗褐色土 1382

3 古墳中期後半 方形 (465)X (413)X 012 黒褐色土 ○ ○ 貼床

雰こ79 柱 建

掘立 雛
的

方向
桁  行 梁   行

方  位
積
，
面
２ｍ

床
ｔ 時期 備  考

実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱 間寸 法 (m)

l 2× 1 東 西 240・  166 262 262 東西 中世

表 80  溝一覧
溝

ＳＤ
地  区 断面形

規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方  向 埋  土 出土遺物 時 期 備  考

1 A3 皿状 (096〉 X036～ 040× 006～ 008 南北 灰褐色土 中世

2 B2 レンズ状 (166)X030～ 056X010～ 014 東西 灰色土 土 師 中世

表 81  土坑一覧
坊

К

土

ＩＳ 平面形 断面形
規 模 (m〉

長さ(長径 )× 幅 (短径 )×深さ
床面積
(� )

埋  土 出土遺物 時  期 備 考

l 隅丸長方形 逆台形 168 × (090)X 055
暗褐色土

暗褐色土 +黄色土
黒色粘質土

肥
看

弥生中期後半

2 隅九長方形 逆台形 180 × 112 X 024 黒褐色土 弥生 弥生中期後半

3 不整円形 逆台形 l X8 × (098)× 014 灰褐色土 土 師 中世

4 楕円形 逆台形 (155)×  (054)×  008 黒褐色土 弥生 弥生中期後半

5 方形 逆台形 124 × (086)× 004 黒褐色土 弥生 弥生中期後半

6 円～楕円形 逆台形 (135)×  (046)×  063 062 黒色土 弥生 弥生中期後半

7 方～長方形 逆台形 (076)×  (040)× 040 黒褐色土 弥生 弥生中期後半

8 不整方形 逆台形 (098)X 090 × O X4 暗灰褐色土 土師 須恵 中世

9 楕円形 逆台形 338 × (194〉 × 018 562 黒褐色土 土師 須恵 弥生 古墳中期後半
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表 87 SB3出土遺物観察表   土製品

遺物観察表

(1)

表 82 SKl出 土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

1 奏
口径 (256)

残高  52
「く」の字状口縁。

③ヨコナデ
⑩マメツ

③ヨコナデ
Dナデ→ミガキ

凋橙褐色
陵褐色

石 長 (1～ 3)
金
◎

2 甕
径
高
口
残
(281)

22
口縁端面に凹線文2条。 ヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ
淡茶色
淡茶褐色

一勲
金
◎

石

3 子霊 残高  41 胴言Б片。 ミガキ ミガキ
茶褐色
茶色

石 長住～劾
金
◎

黒斑

表83 SKl出土遺物観察表   石製品

番号 器 種 残  存 材 質
法

備 考 図版
民さ (cm) 中昌(cm) 厚さ (cm) 重さ (g)

4 伐採斧 1/2 緑色片岩 (1190) 625 (165) 23603

5 剥 片 完 存 安山岩

表 84 SK2出 土遺物観察表 土

番号 器種 法量 (c冊 ) 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

6 甕 残高  40 頚部に刻目凸帯文 l条。
ハケ? ヨコナデ
(マ メツ )

ミガキ
茶掲色
明茶褐色

石 長 (1～ 2)

◎

7 士笠 残高 65 貝殻施文による列点文 2段。 ミガキ ? ナ デ
明茶色
灰茶色

石 長 (1～ 2)
金
◎

8 士霊 残高  40 頸部に沈線文 2条。 ミガキ (ナデ ) ミガキ (ナデ )

淡茶色
淡茶色

石 長 (1～ 3)
金
◎

35  SK5出土

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1織目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

9 甕
径
高
口
残

ヨ縁端部は上下方に肥厚し、口縁端
面に凹線文 2条。

ナデ (マメツ ) マメツ
乳灰色

淡灰褐色

石 長 (1～ 3)
◎

甕
径
高
底
残

英部及び胴部外面に籾圧痕あり。 ミガキ (マ メツ マメツ(ナデ )
黒掲色
黒褐色

長 (1～ 2)

◎

86 SK6出 表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1織目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕
伝竹
士回

口
残
(202)

68
口縁端部は上方に拡張、口縁端面に
凹線文 1条。

Dヨ コナデ
Dハケ6本 /cm)

9ヨ コナデ
Dナデ

茶褐色
茶褐色

長
金
◎

石
黒斑

煤付着

甕
伝住
舌回

底
残

上げ底。 ヨコナデ ヨコナ デ
乳茶褐色
黒色

石 長 Q)
◎

黒斑

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

t織目|
土
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕
径
高
国
残

芍湾口縁。口縁端部は内傾する面を
もつ。

Эヨコナデ
Dハケ(8本 /cm)

Эヨコナデ
Dナデ ハケ

淡褐色
淡褐色

石 長 (1～ 2)
金
◎

望 残高  40 卜片。 ミガキ→ナデ ナ デ
灰色
橙褐色

石 長 (1～ 3)

◎
黒斑
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

高杯
夕住
古回

口
残

雰部下位に段をもち、口縁部は外反
する。ほぼ完形。

③ヨヨナデ
ナデ (マメツ )

◎マメツ
ハケーヨコナデ

茶褐色
茶色

密

○
黒 斑

高杯
径
高
底
残
(118)

17
陛裾部内面に明瞭な稜あり。小片。 マメツ (ナ デ ) ナデ (マメツ )

明褐色
乳捐色

密

◎

高杯
径
高
底
残
(120)

18
住裾部内面に明瞭な稜あり。脚端部
はわずかに外反。小片。

ナデ (マメツ ) マメツ (ナ デ )
色

色

褐

褐

暗

暗

石 長 (1)
金
◎

高郭
径
高
底
残
(120)

24 可ヽ片。
マメツ マメツ

淡黄色

淡橙責色

密

◎
黒斑

椀
径
高
口
器
(129)

42
口縁端部は尖り気味。 1/3の残存。ナデ ハケ ナデ・ミガキ

橙褐色
橙褐色

密 金
◎

郭蓋
伝仕
古回

口
器
(129)

47
断面三角形状のttい稜。口縁端部は
内傾。 1/2の残存。

Э回転ヘラケズリ

③回転ナデ
⊃ナデ
0回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

杯蓋
口径 但231

残高  42 口縁端部は内傾する凹面をなす。
∋回転ヘラケズリ

③回転ナデ
回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

邦身
口径 Qlか
残高 46

たちあがり端部は内傾する凹面をな
す。1/4の残存。

③回転ナデ
Э回転ヘラケズリ

回転 ナ デ
青灰色
青灰色

密

◎

杯身
口径 (106)

残高  44
たちあがり端部は内傾。 1/4の残
存。

③回転ナデ
D回転ヘラケズリ

回転ナデ
暗灰色
暗灰色

密

◎

イ 身
口径 019
残高 31 たちあがり端部は内傾。小片。 回転 ナデ 回転 ナデ

白灰色
白灰色

密

○

霊 残高  39 ハケ状工具による列点文。小片。 唖⊃
ハケ(7本 /cm

画 ハケ→ミガキ
ナ デ

茶褐色
暗茶褐色

一副
金
◎

石

空 残高  50 貼付凸帯文2条。凸帯上に布目状押
圧痕あり。

ハケーヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ

ナデ
淡茶色

淡茶色
石 長 (1～ 2)

◎

分銅形
土製品

残長
表裏面に竹管文 (φ 015 cm x裏 面に

未貫通の円孔 (φ 020 cm)あ り。
ナ デ 灰茶褐色

石 長但)金
◎

黒斑

表 90 SB3出土遺物観察表   玉類

檸味高木遺跡 13次調査

(1)

88  SB3出 土 石

番培 器 種 残 存 期 質
法 日夏

備 考 図版
長さ(cm 幅 (cm) 掲三さ (cm) 重さ (g)

有孔円板 ほぼ完形 滑  石 030 328 円子し(φ 018 cm)

石  鏃 ほぼ完形 サヌカイト 095

表 89 SB3出土遺物観察表   鉄製品

番ち 器 種 残 存 材 質
法 日璽

偏 考 図版
長 さ 甲呂(cm) 揖三さ (cm) 重 さ (g)

鉄 A 不  明 不  明 鉄 77

番ち 器 種 残 存 材 質 色
法

考備 図版
巨イ差(cm 高さ (cm) 重 さ (g)

臼 玉 完 形 滑  石 灰 色 002

臼  玉 完 形 滑  石 緑灰色 039 002

臼 玉 完  形 滑  石 緑灰色
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番号 器 種 残 存 材 質 色
法 旦皇

備 考 図版
直径 (cm) 高 さ 重さ (g)

臼 玉 完 形 滑  石 灰 色 017

臼  玉 ほぼ完形 滑 石 緑灰色

臼 エ 完  形 滑  石 褐灰色

臼 玉 完 形 滑  石 褐灰色

臼  玉 完  形 滑 石 褐灰色 048

臼  玉 ほぼ完形 滑  石 灰 色

臼  玉 完 形 滑 石 灰色

臼  玉 ほぼ完形 滑  石 灰 色 042

臼 玉 完 形 滑  石 褐灰色 022

臼 玉 完 形 滑 石 灰色

国  王 完 形 滑  石 黒灰色 043 004

臼 玉 完 形 滑  石 緑灰色 042 022

臼  玉 完 形 滑 石 灰色 005

臼  I 完  形 滑  石 褐灰色 051

臼  玉 完 形 滑  石 灰 色

臼  王 完 形 滑 石 灰 色

臼  玉 ほぼ完形 滑  石 灰 色 044 022 005

臼  玉 完 形 滑  石 褐灰色

臼  王 完 形 滑 石 黒灰色

臼  玉 完  形 滑  石 黒灰色 040 005

臼  工 完 形 滑  石 黒灰色 006

臼  玉 ほぼ完形 滑 石 掲灰色

臼  玉 ほぼ完形 滑  石 褐灰色 028

臼 玉 完 形 滑  石 褐灰色 029 006

臼 玉 完 形 滑  石 掲灰色

国  玉 完  形 滑 石 緑灰色 046

臼 玉 完  形 滑  石 緑灰色 021 006

臼 玉 完 形 滑  石 緑灰色

臼  玉 完  形 滑 石 緑灰色

臼  玉 完  形 滑  石 灰 色 006

臼 玉 完 形 滑  石 黒灰色 024

臼  玉 完  形 滑 石 灰色

SB3出土遺物観察表   玉類

遺物観察表

(2)
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SB3出土遺物観察表   玉類

檸味高木遺跡 13次調査

番号 器 種 残  存 材 質 色
法 量

備 考 図版
直径 (cm) 高さ (cm) 重さ (目 )

臼 玉 完 形 滑 石 灰色 021

臼  玉 完 形 滑  石 灰 色

臼  玉 完 形 滑  石 灰 色

臼  玉 完 形 滑  石 緑灰色 028 006

臼  玉 完 形 滑  石 黒灰色

臼  玉 完  形 滑  石 灰色

臼  玉 完 形 滑  石 褐灰色 022

臼  玉 完 形 滑  石 黒灰色

口  玉 完 形 滑  石 灰 色

臼  玉 完 形 滑  石 緑灰色 021

臼  王 完  形 滑  石 褐灰色 022

臼  玉 完 形 滑  石 灰色

臼 玉 完 形 滑  石 灰 色 021 006

臼 玉 完  形 滑  石 灰 色 022

臼  玉 完  形 滑  石 灰 色 029

臼  玉 完 形 滑  石 褐仄色

臼  玉 完 形 滑  石 灰 色

臼 玉 完 形 滑  石 灰色 026 007

臼 玉 完 形 滑  石 褐灰色 042

臼  玉 完 形 滑  石 灰 色 022

臼  玉 完  形 滑  石 灰 色 007

臼 玉 完 形 滑  石 緑灰色

臼 王 完 形 滑  石 緑灰色

日  玉 完  形 滑  石 褐灰色

臼  玉 完 形 滑  石 灰色 031

臼  王 完  形 滑  石 緑灰色

臼  玉 完 形 滑  石 灰色

臼  王 完 形 滑  石 灰色 043 022 007

臼  王 完  形 滑  石 灰色

臼  玉 完 形 滑  石 灰色

臼  玉 完 形 滑  石 灰色 038

臼  玉 ほぼ完形 滑  石 灰色
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番号 器 種 残 存 材  質 色
法 旦

皇
備 考 図版

直径 (cm〉 高さ (cm) 重さ (g)

臼  玉 完  形 滑  石 灰色

臼  玉 完 形 滑  石 緑灰色

臼  玉 完 形 滑 石 灰 色 028 008

臼  王 完  形 滑  石 灰色 027

臼 玉 完 形 滑  石 灰 色

臼  玉 完  形 滑 石 灰色 040

臼  玉 ほぼ完形 滑  石 黒灰色

臼 玉 完 形 滑 石 緑灰色

臼  王 完  形 滑  石 褐灰色 009

臼 玉 ほぼ完形 滑  石 掲灰色

臼 玉 完 形 滑 石 褐灰色

臼  玉 完  形 滑  石 緑灰色

臼  玉 完  形 滑  石 灰色

臼 玉 ほぼ完形 滑 石 緑灰色

上11 臼  玉 完  形 滑  石 緑灰色

臼  玉 完  形 滑  石 黒仄色

臼  玉 完 形 滑 石 灰 色

臼  玉 完  形 滑  石 灰色

115 臼 玉 完  形 滑  石 灰 色

小  玉 完 形 ガラス 紺

小  玉 完  形 ガラス 濃紺 050

小  玉 完  形 ガラス 濃紺 055

小  玉 ほぼ完形 ガラス 濃紺

小  玉 完 形 ガラス 濃紺 053

SB3出土遺物観察表   玉類

表91  SB2出土遺物観察表   土製品

遺物観察表

(4)

(1)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕
径
高
口
残
(174)

41
口縁端部は内傾し、口縁端面はやや
丸味をもつ。小片。

マメツ マメツ
色
色
橙
橙

長 (1～ 3)

◎

甕
口径 (1851
残高  36

口縁中位に稜、口縁端部は内傾し、
回縁端面はやや丸味をもつ。

ヨコナデ ヨヨナデ
茶掲色
茶褐色

密 金
◎

甕
口径 (164)

残高  30
口縁中位に稜、口縁端部は内傾し、
口縁端面はやや丸味をもつ。

マメツ

(ヨ コナデ )
ヨヨナデ

橙掲色
灰色

石 長 (1～ 3)

◎
黒斑 ?

甕
径
高
口
残
(241〉

32
口縁中位に稜、口縁端部は外方にや
や肥厚。小片。

ナデ→ヨヨナデ
マメツ

|ヨ コナデ )

茶掲色
橙褐色

石 長 (1～ 3)
金
◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調   整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

125 甕
径
高
口
残

口縁中位に稜、口縁端部はわずかに
クト方へ肥厚。小片。

マメツ

(ヨ コナデ )

マメツ

(ヨ コナデ )

茶褐色
橙褐色

一飩
金
◎

石

126 奏
径
高
口
残
住9D
27
口縁中位に稜、口縁端部は九し

小片。
ヨコナデ ヨコナデ

褐色
茶褐色

石 長 (1～ 2)
金
◎

甑
口径 鬱3D
残高 104 直

口口縁。口縁端部はタト傾する。 ハケは本/cm) ハケは本/cm)
茶褐色
茶褐色

石 長 (1～ 2)
金
◎

杯蓋
径
高
口
残

(l■ 5)

45
斬面三角形状の鋭い稜。口縁端部は

殉傾する凹面をなす。 1/4の残存。
Э回転ヘラケズリ

0回転ナデ
回転 ナ デ

青灰色

青灰色

密

◎

郭身
径
高
口
残
(111)

40
たちあがり端部は内傾する凹面をな
す。

回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色
茶掲色

密

◎

高郭
宏佳
古回

底
残
(114)

58
3方向の長方形状透かしあり。
1/3の残存。

カキメ

③回転ナデ
回転 ナデ

暗灰色
暗灰色

密

◎

依世
古ロ

ロ
残
(107)

45
直口至。凸線 2条 +波状文 2段。口
縁端部は九い。

③回転ナデ
カキメ

回転ナデ
暗灰色
灰色

密

◎

径
高
口
残
(194)

26
波状文 5条以上。 回転ナデ 回転ナデ

暗灰色
暗灰色

密

◎

甕 残高  77 〕同言焉片。 平行叩き
→カキメ

円弧叩き
→スリ消し

青灰色
青灰色

密

◎

福鉢
口径 (312)
残高  53 体部内面に条線 3～ 6条あり。 ナデ ヨコナデ ヨヨナデ 淡褐色

淡褐色
長 (1～ 5)

◎

SB2出土遺物観察表   土製品

表 92 SB2出土遺物観察表

表 93 SB2出土遺物観察表   鉄製品

表94 SB2出土遺物観察表 玉類

檸味高木遺跡 13次調査

(1)

番号 器 種 残 存 材  質
法 〕重

備 考 図版
長さ(cm 幅 (cm)

'享

さ (cm) 重さ (g)

石  鏃 ほぼ完形 サヌカイ ト

石  鏃 完 存 サヌカイト 023

石  鏃 ほぼ完形 サヌカイト 022

番号 器 種 残 存 材 質
法 旦

皇
備 考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g)

鉄 B 鉄 鏃 茎  部 鉄

番将 器 種 残  存 材 質 色
法

備 考 図版
直径 (cm) 高さ(cm) 重さ(g)

臼  玉 完 形 滑  石 黒灰色

臼  玉 ほぼ完形 滑  石 緑灰色 038 026 006

臼  玉 完 形 滑  石 黒灰色

臼  玉 ほぼ完形 滑  石 黒灰色 025

臼  玉 完 形 滑  石 黒灰色 046

臼  玉 完 形 滑  石 黒灰色 032
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SB2出土遺物観察表   玉類

遺物観察表

(2)

番号 器 種 残 存 材  質 色
法 量

備 考 図版
直径 (cm) 高さ(cm) 重さ (g)

臼  玉 完 形 滑  石 黒灰色

臼  玉 完  形 滑 石 灰 色 022

臼  玉 ほぼ完形 滑  石 黒灰色 022 008

表 95 SBl出 土遺物観察表   上製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕
径
高
口
残
(184)

27
口縁端部は内傾し、内狽」に肥厚。 ヨコナデ ヨコナデ

淡茶色
淡茶色

一却
金
◎

石

甕
径
高
口
残
(174)

41
口縁端部は内傾し、内側に肥厚。口
縁端面は凹む。

ヨコナデ

エ具痕

Dヨコハケ(マメツ

のナデ・ケズリ
茶褐色
茶褐色

一即
金
◎

石

甕
口径 (198)
残高 35

口縁端部は内傾し、国縁端面は九味
をもつ。

ヨヨナデ ヨコナデ
茶褐色
茶褐色

密 金
◎

甕
径
高
口
残

口縁端部は内傾し、口顕部内面に稜
をもつ。

ヨヨナデ

|マ メツ )
マメツ

橙灰色
橙色

一勲
金
◎

石

甕
径
高
口
残
(194)

35
S」 字状口縁。口縁端部は九い。 マメツ ナ デ

暗褐色
暗掲色

石 長 (文 ～ 2)
金
◎

152 鉢
径
高
口
残
(312)

73
'卜

反口縁。口縁端部は丸ヤ ハ ケ ハケ→ナデ ?
茶褐色
責褐色

石 長 (1～ 2)
金
◎

郭蓋 残高  32 天丼部と口縁部の境界に凹線 1条。
天丼部に刻目 P。

⊃回転ヘラケズリ

D回転ナデ
回転ナデ

灰白色
灰白色

密

◎

不身
径
高
口
残
(118)

35
たちあがり端部は内傾。 回転ナデ ナデ 回転ナデ 青灰色

青灰色

密

◎

155 杯 身
径
高
口
残
(131)

30
たちあがり端部は尖り気味に丸▼ 回転ナデ 回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

156 杯身
口径 (112)
残高  19

たちあがりは短く内傾し、たちあが
り端部は尖る。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

郭身
口径 p劾
残高  22

たちあがりは短く内傾し、たちあが
り端部は尖る。小片。

回転ナデ 回転ナデ
色
色

一火

一火

密

◎

高郭
径
高
底
残

小片。
カキメ→回転ナデ

爾 回転ナデ
回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

椀
底径 l「D61

残高  27
体部外面に沈線 1条。底部外面に線
刻あり◇

回転ナデ カキメ
ヘラケズリ(手持ち

回転ナデ
ナデ

色灰
色

嗜

天

密

◎

甕
口径 (220)

残高  12 口縁端面に凹線文 1条。
ヨヨナデ ヨコナデ

色
色
茶
茶
凋
凋

石 長 Q)
◎

甕 残高  22 刻目凸帯文 1条。 マメツ

(ヨ コナデ )

マメツ

(ヨ コナデ )
淡茶色
暗茶色

石 長 (1～ 31

◎

一望 残高  59 ヘラ状工具による刻目。 ハケ (5本 /cm)
ミガキ
チデ

暗茶色
暗茶色

一勲
金
◎

石

高郭
底径 Q071
残高  54

沈線文5条 +凹線文 2条。矢羽根透
かし2ヶ 。

ヨヨナデ ヨコナデ
:L茶褐色
し́掲色

石 長 (1～ 2)

◎
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表 96 SBl出 土遺物観察表   石製品

構味高木遺跡 13次調査

番号 器  種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g)

石  鏃 ほぼ完形 サヌカイト 345 332

砥  石 1/3 不  明 (740) 625 420 27681

砥  石 1/4 不 明 (620) 795 450 24609

表 97 SK9出 土

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調   整

色調
面
面
外
内

生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

奏
口径 172
残高  43

内傾する口縁部。口縁端部は内傾す
る面をもつ。

ヨコナデ
ヨコナデ ナデ
マメツ )

登褐色
慕褐色

一鄭
金
◎

石

黒斑

奏
回径 (162)

残高  35 口縁端部は尖り気味に九
い。小片。

ハケ(5～ 6本 /cm
→ナデ消し

ハケ6～ 6本 /cm
→ナデ消 し

色

色

掲

掲
石 長 (1～ 2)

◎

甕
口径 住30
残高 58

直立口縁。口縁端部は尖 り気味に丸
▼N。

マメツ
デナガ

ナデ↓
コ

コ

ヨ

ヨ

③

Ｄ
茶褐色
掲色

一勲
金
◎

石

高杯
口径 (154)

残高  47
イ部下位に稜あり。口縁部はやや外
反。

ヨコナデ
マメツ )

マメツ
Ĺ掲色
乳褐色

石 長 (1～ 3)
金
◎

黒斑

高郭
径
高
口
残
Q30
38
口縁部は、やや外反。

③ヨコナデ
Dマメツ

ヨヨナデ ミガキ?
|マ メツ )

陰褐色
置褐色

石 長 (1～ 2)
◎

高郭
径
高
口
残
(149)

32
口縁部は、わずかに外反。 マメツ マメツ (ナデ )

色
色
褐
掲

石 長 (1～ 2)

◎

高郭 残高  28 不部下位に稜あり。 ナデ(マメツ〉 ナ デ
乳赤白色
乳赤白色

密 金

◎

高tTN
径
高
底
残
(125)

20 主裾部内面
に稜あり。 マメツ マメツ

橙茶色

橙茶色

密

◎

〓霊 残高  31 Ltt l条 十波状文8条。 回転ナデ 回転ナデ
天白色
天白褐色

密

◎

gE 残高  52 言部に波状文 9条。 平行叩き
一回転ナデ

ナ デ
淡茶灰色

淡灰色

密

○

甕 残 高  171 同部片。
平行叩き
→ナデ

円弧叩き
→スリ消 し

青灰色

青灰色

密

◎

文78 奏 残高  61 瓦質。 平行叩き 叩き―スリ消し
淡灰色
乳灰色

密

◎

甕 残高  38 ヘラ描き沈線文 2条。小片。 ナデ ヨコナデ ナデ ヨヨナデ 暗乳灰色
暗乳灰色

石 長 (1～ 3)
金
◎

黒 斑

空
口径 (334)
残高  16

下垂口縁。口縁端面に櫛描き波状文
5条。

ヨコナデ ミガキ
暗茶色
暗茶色

石 。長住)金
◎

黒斑

高杯 残高  39 芥部下位に稜をもつ。
ヨコナデ(マ メツ)

|一部ハケ P)
マメツ(ナデ )

色

色

褐

褐

淡

淡
長 (1～ 2)

◎

鉢
底径
残高

上げ底。 ナデ ヨヨナデ ナ デ 暗褐色

暗灰色

石 長 (1～ 4)
金
◎

黒斑
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出土遺物観察表

表99 SP出 土遺物観察表   土製品

表 100 SP出 土遺物観察表   石製品

遺物観察表

菖≡98  SK8

番埒 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

郭
径
高
底
残

平底 c マメツ ナデ (マ メツ )
乳白色
予し白色

密

◎

抗 残高  09 瓦質。小片。 ナ デ ナデ (マ メツ )
乳白灰色
乳白褐色

密

◎

番据 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1織目|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕
口径 o601
残高 128 外反

口縁。口縁端面はナデ凹む。
⊃ヨコナデ→ナデ

Dナデ→ミガキ ズ

おア

ヶサ
炸
ヨ

く
ヽ

③

⑮
掲色
掲橙色

石 長 (1～ 3)

◎

ＳＰ０７６

期

一望
径
高
口
残
(196)
26
口縁端部は上下方に拡張。口縁端面
に凹線文 3条。

ヨコナデ
ハケ (マメツ )

ナデ (マ メツ )
淡茶色
淡茶色

石 長 (1～ 3)

◎

SP101

黒斑

甕
径
高
底
残

上げ底。
ミガキ (マ メツ
ヨコナデ

ヨヨナデ
掲橙色
掲橙色

一即
金
◎

石

甕
宏生
き回

底
残
(104)

38 平
底 c ハケ→ ミガキ ナ デ

茶掲色
橙掲色

一勲
金
◎

石

黒斑

箆
底径
残高

やや上げ底。 マメツ
板ナデ P
(マ メツ )

掲色
淡橙色

石 長 (1～ 4)

◎

杯 蓋
口径 Q3D
残高  32 口縁部外面に沈線 1条。 回転ナデ 回転ナデ

天白色
天白色

密

◎

高杯 残高  28 無蓋高杯。凸線 2条
+波状文 5条以

上。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
Sp244

高杯
底径 1841
残高  32 小片。 回転ナデ 回転ナデ

暗灰色
天色

密

◎
望 259

奏
口径 Q841
残高  39 外反口縁。 ナ デ ナデ

乳白色
乳白色

密

◎
望%9

不
口径 (10動
残高 21

底部に回転糸切り痕 +ス ノコ痕。
1/3の残存。

ヨヨナデ ヨコナデ
淡褐色
淡褐色

密 金
◎ 喋付着

土 釜 残高  61 脚吉隅片。 ナ デ 茶褐色
一勲
金
◎

石

片口鉢 残高  36 小片。
ハケ 14本 /cm)
→ナデ

ナデ ヨコナデ 淡乳褐色
黄茶掲色

石・長 (1～ 2)

◎

瓢 残高  52 円孔 (φ 31 cm)4ヶ 所あり。 ナデ (マ メツ ) マメツ
橙褐色
乳褐色

石 長 ll)金
◎

番号 器 種 残 存 材  質
法 旦

皇
備 考 図版

長さ(cm 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g)

石 鏃 ほぼ完形 サヌカイト 220 377 SP061

石 鏃 完 存 サヌカイト
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表 101 第Ⅵ層出土遺物観察表   土製品

檸味高木遺跡 13次調査

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1織吾|
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

霊
口径 c281
残高 38

口縁部は上下方に拡張。口縁端面に
凹線文 6条。

マメツ マメツ
淡黄色
淡橙色

石 曲
◎
～ 5)

霊

径
高
口
残
(140)
23
口縁部は上下方に拡張。口縁端面に
凹線文 3条。

ヨコナ デ ヨコナデ
茶褐色
茶褐色

石 長 ll)金
◎

霊 残高  48 細沈線文 5条以上
十ハケ状工具によ

る刻目。
ミガキ ナデ

橙褐色
橙掲色

一飩
金
◎

石

甕
伝仕
古口

口
残
(2X6)
37 「
S」 年状口縁。口縁端部は内傾。 ヨコナデ ヨコナデ

色
色
橙
橙
淡
淡

密

◎

甑
口径 125働
残高 50

直口口縁。口縁部は、やや内側に肥

厚。
ナ デ

⑩ ヨコナデ

Dナデ
暗褐色
淡灰褐色

一勲
金
◎

石

205 土釜
口径 c661
残高 47 口縁上端部は面をも

つ。
⊃ヨヨナデ
Dナデ

⑩ ヨコナデ

Dナデ
色
色
褐
褐
茶
茶

一帥
金
◎

石
棠付着

土釜 残高 146 脚部片。 ナ デ 暗茶掲色
一瓢
金
◎

石
黒斑

207 杯蓋
径
高
口
残
(117)
43
断面三角形状の鋭い稜。 1/3の残
存。

③回転ナデ
⊃回転ヘラケズリ

回転 ナデ
天茶色

菅灰色

密

◎

208 杯身
径
高
口
残
(117)
44
たちあがり端都は内傾。

0回転ナデ
m回転ヘラケズリ

回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

209 杯身
径
高
口
残
(124)
40
たちあがり端部は尖り気味。

③回転ナデ
〇回転ヘラケズリ

回転 ナ デ
淡灰色
淡灰色

密

◎

郭
径
高
口
残

口縁部は、やや外反。
回転ナデ

(マ メツ )

回転ナデ

(マメツ )

乳灰色
乳灰色

密

◎

高杯 紳
姉

有蓋高郭の蓋。 回転ナデ 回転ナデ
色
色

一火

一火

密

◎

102 地点不明出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調   整 色調

1織目|
胎 土
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

士霊 残高  90 ハケ状工具による列点文。 動ヨコナデ
Dハケ(8本 /cm

⑪ハケ→ナデ
板ナデ?→ナデ

色

色

茶

茶

淡

淡
石 長 Q～ 3)
◎

土釜
口径 (202)

残高  26 断面
三角形状の貼付口縁。

ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
色

色

褐

褐
百 長 (1～ 2)
◎

甕
径
高
口
残
(285)
31
亀山焼。小片。 ナデ ヨコナデ ハケに～6本/cm 嗜灰褐色

嗜灰掲色
石 長 Q～ 3)
◎
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第 4章 檸味高木遺跡 12次調査における
自然科学分析

株式会社 古環境研究所

I.訂i米斗と目白勺

裕味高木遺跡 12次調査では、弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居が多数確認された。

ここでは、SBl(古墳時代後期前葉)、 SB2(弥生時代中期後葉)、 SB3(古墳時代)、 SB4(古墳
時代後期前葉)、 SB8(弥生時代中期後葉)、 SB12(古墳時代後期前葉)の 6遺構から採取され
た試料 A～試料 Fの 6試料について植物珪酸体分析および花粉分析を行い、各遺構における植
物利用および周辺の植生環境の推定を試みた。

Ⅱ.植物珪酸体分析

1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si02)が蓄積 したものであり、植物が枯れたあともガ

ラス質の微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体

分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめと

するイネ科栽培植物の同定および古植生 。古環境の推定などに応用されている (杉山、2000)。

2.分析法
植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原、1976)を 用いて、次の手順で行った。

1)試料を 105℃で 24時間乾燥 (絶乾 )
2)試料約 lgに対し直径約 40μ mの ガラスビーズを約 0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmg
の精度で秤量 )

3)電気炉灰化法 (550℃ ・6時間)に よる脱有機物処理
4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 10分間)に よる分散
5)沈底法による20 μ m以下の微粒子除去
6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラート作成
7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対

象として行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー

ト1枚分の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガ

ラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と各植物の換算係数 (機

動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 l cmあたり
の植物体生産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的

にとらえることができる。イネの換算係数は 2.94、 ヨン属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ススキ)
は 1.24、 メダケ節は 1.16、 ネザサ節は 0.48、 チマキザサ節 。チシマザサ節は 0.75、 ミヤコザサ

節は0.30である (杉山、2000)。 タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比

率を求めた。
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自紳 学明潮千

3.分析結果
(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群につい

て定量を行い、その結果を表 103お よび第 90図 に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を

示す。

〔イネ科〕

イネ、キビ族型、ヨン属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チガヤ属など)
〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダ

ケ属ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (サ

サ属ミヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕

クスノキ科、その他

(2)植物珪酸体の検出状況

分析の結果、各試料からネザサ節型が多量に検出され、イネ、ススキ属型、ウンクサ族 A、

メダケ節型、ミヤコザサ節型なども検出された。また、部分的にキビ族型、ヨシ属、樹木 (そ

の他)な ども少量検出された。イネの密度は700～ 3,500個 /gと 比較的低い値であり、稲作跡
の検証や探査を行う場合の判断基準としている5,000個 /gを下回っている。おもな分類群の推

定生産量によると、おおむねネザサ節型が優勢であり、試料 Aではイネもやや多くなっている。
なお、遺構の時期による植物珪酸体組成や密度の差異は特に認められなかった。

4.植物珪酸体分析から推定される植生と環境
弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居の周辺は、メダケ属 (お もにネザサ節)を主体と

してススキ属やチガヤ属なども生育する日当たりの良い開かれた環境であったと考えられ、部

分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推定される。また、当時は周辺で稲

作が行われており、そこから何らかの形で住居内にイネの植物珪酸体が混入したと考えられる。

これらのイネ科植物の茎葉は有用であり、当時は住居の屋根材や燃料などとして盛んに利用

されていたと考えられるが、今回の分析では比較試料 (遺構外の試料など)について検討が行
われていないことから確定的なことは言えない。

【文献】

杉山真二 (2000)植物珪酸体 (プラント・オパール).考古学と植物学.同成社,p.189-213.

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体

標本と定量分析法―.考古学と自然科学、9、 p.15‐ 29.
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Ⅲ.花粉分析

1.は じめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用され

ており、遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられ

ている。花粉などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の

堆積物では分解されて残存していない場合もある。

2.方法
花粉の分離抽出は、中村 (1973)の方法をもとに、以下の手順で行った。

1)0.5%リ ン酸三ナトリウム (12水)溶液を加え 15分間湯煎する。
2)水洗処理の後、0.5 almの舗で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去
3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて 30分放置
4)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水 し、アセトリシス処理 (無水酢酸 9:濃硫酸 1のエル

ドマン氏液を加え 1分間湯煎)を施す
5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成
7)検鏡 。計数

検鏡は、生物顕微鏡によって 300～ 1000倍で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中

村 (1980)を アトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、

科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )

で結んで示した。

3。 結果

(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉 3、 草本花粉 6、 シダ植物胞子 2形態の計 11である。これらの

学名と和名および粒数を表 104に示し、主要な分類群について写真を示す。なお、寄生虫卵に

ついても観察したが検出されなかった。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

スギ、ハンノキ属、クマシデ属―アサダ

〔草本花粉〕

イネ科、アカザ科―ヒユ科、アブラナ科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

(2)花粉群集の特徴

1)SBl(古墳時代後期前葉)
スギ、イネ科、ヨモギ属、シダ植物三条溝胞子がわずかに検出された。

2)SB2(弥生時代中期後葉)
イネ科、アブラナ科、タンポポ亜科がわずかに検出された。

-142-



自糾 学ι羽肝

3)SB3(古墳時代 )
クマンデ属―アサダ、タンポポ亜科、ヨモギ属がわずかに検出された。

4)SB4(古墳時代後期前葉)
ハンノキ属、イネ科がわずかに検出された。

5)SB8(弥生時代中期後葉)
ヨモギ属がわずかに検出された。

6)SB12(古墳時代後期前葉)
イネ科、アカザ科―ヒユ科、キク亜科、ヨモギ属、シダ植物単条溝胞子がわずかに検出された。

4.花粉分析から推定される植生と環境
花粉があまり検出されないことから植生や環境の推定は困難であるが、SB2(弥生時代中期

後葉)ではイネ科、アブラナ科、タンポポ亜科が生育するような日当たりの良い比較的乾燥し

た環境が示唆され、SB12(古墳時代後期前葉)で もイネ科、アカザ科―ヒユ科、キク亜科、ヨ

モギ属が生育するような同様の環境が示唆される。花粉があまり検出されない原因としては、

乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解されたことなどが考え

られる。

【文献】

金原正明 (1993)花粉分析法による古環境復原.新版古代の日本第 10巻古代資料研究の方法、

角川書店、p.248-262.

島倉巳三郎 (1973)日 本植物の花粉形態。大阪市立自然科学博物館収蔵目録第 5集、60p.

中村純 (1973)花粉分析.古今書院、p.82-110.
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第 5章 調査の成果と課題

今回の調査の結果、弥生時代から近世までの集落関連遺構を中心とし、弥生土器から須恵器、土師器、

収穫具、祭祀具、装飾品などの遺物を確認することに至った。

弥生時代

檜味高木 12次調査で竪穴住居 5棟、周溝 1条、土坑 2基、構味高木 13次調査で土坑6基を検出した。

遺構の殆どが中期後半頃のもので、周辺の調査においても当該期の遺跡や遺構数が増加しており、

これらに伴い当調査地一帯にも弥生集落が定着するものと考えることができる。また、SB6か ら

は当地産の石材を利用した磨製石鏃 2点が出土しており、北部九州の製作技術の伝播を考える上

で貴重な遺物が確認された。

古墳時代

竪穴住居や掘立柱建物、土坑を検出した。遺構の殆どが中期後半から後期にかけての時期のも

ので、既存の調査事ψJを合わせると当地区では検出例が多い時期である。特に構味高木 12次調査

においては竪穴住居が切り合いをもちながら集中しており、継続的に集落が経営されたことを示

しており、安定した生活基盤が存在していたことを窺わせる。また、ね味高木 13次調査 SB3か

ら出土した大量の装飾品は住居廃絶に伴う祭祀行為の一様相であり、祭祀のあり方を考える上で

の貴重な資料である。

古 代
自然流路や性格不明遺構、遺物包含層が確認されており、東隣のね味高木遺跡 6次調査で確認

された鍛冶関連遺構などとあわせて周辺には、8世紀代とその前後頃の古代集落が展開していたこ

とが想定される。

中 世
ね味高木 12次調査では掘立柱建物、ね味高木 13次調査からは掘立柱建物や溝、土坑、柱穴な

どを検出しており集落が存在することが確認できた。しかし、遺構が希薄であり集落の様相は今

後の周辺の調査を含め検討する必要がある。

近 世
構味高木 12次調査で確認された南北や東西方向に直線的に延びる浅い溝は農耕に伴う溝と考え

られ、生産域の存在を示す資料である。SK5は墓の可能性をもつ土坑であり、南東約 70mに位置

する槍味高木遺跡 2次調査では2基の琢が確認されている。このほかには生活関連遺構が確認さ

れていないことから、この辺りに墓域や信仰に伴う空間があつたことも推測される。

今回の調査成果は、石手川中流域南岸の北東から南西方向へ延びる微高地の稜線上とやや北ヘ

下がつた北西端部に位置する2ヶ所の調査報告を時代別にまとめた。周辺では近年の調査事例の

充実により、集落構造の解明が進んでいるが、微高地の稜線上から北西端部付近にかけては集落

の広がりや動向、変遷などをさらに明確にする必要がある。

-146-



判国煮竜



写真図版データ

遺構は、主な状況については、4× 5判や 6

ルフィルムで撮影し、35 mm判 で補足 している。

×7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサ

ー部の撮影には高所作業車を使用した。

1,

―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

使用機材 :

カメラ

フ イル ム

2.  遺物は、 4×

使用機材 :

カメラ

レンズ

ス トロボ

スタンド等

フイルム

トヨフィール ド45A    レンズ

アサヒペンタックス 67

ニコンニュー FM2

白 黒 ネオパン SS・ アクロス

カラー アステイア 100F

スーパーアンギュロン90 mm他

ペンタックス 67 55mm他

ズームニッコール 28～ 85 mm他

5判で撮影した。すべて白黒フイルムで撮影している。

トヨビュー 45G

ジンマー S240mmF 5.6他

コメット/CA32・ CB2400

トヨ無影撮影台・ウエイトスタンド101

ネオパンアクロス

3,単色図版は、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸機   ラッキー 45MD。 90MS
レンズ   エル・ニソコール 135 mm F5.6A・ 50 mm F2.8N

印画紙   イルフォードマルチグレードⅣ RCペーパー

4.製版
E「用J

用紙

製本

写真図版 175線

オフセット印刷

ニューVマ ット

アジロ綴じ

【参考】『埋文写真研究』vol.1～ 19 F報告書制作ガイド』
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檸味高木遺跡 12次調査
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仰府影懺鋤Щ3久
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個人開発
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重要追跡

確認調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

槍味高木遺跡鬱次 集落

弥 生

古 墳

古 代

中 世

近 世

竪穴・周溝・土坑

竪穴 掘立・土坑

性格不明遺構

掘立・土坑

溝・土坑

弥生土器 石器・鉄器・ガラス小玉・土エ

土師器 須恵器・鉄器・ガラス小玉

土師器 須恵器

土師器

磁器 銭貨 鉄釘 鑓

継続的な集落経営

檸味高木遺跡お次 集落

弥 生

古 墳

中 世

土坑

竪穴・土坑

掘立 溝・土坑

弥生土器 。石器

土師器・須恵器・鉄器・臼玉

土師器・須恵器・瓦質土器

住居廃絶に伴う祭祀

行為の可能性

要  約

調査では、弥生時代から近世までの遺構や遺物を確認した。弥生時代では、竪穴住居・周溝

や土坑、古墳時代では、竪穴住居・掘立柱建物や土坑など、主に集落関連遺構を検出した。一方、

=代
から中世では、性格不明遺構・掘立柱建物 。溝や土坑、近世では、溝や土坑などの生産追

毒を検出した。今回の調査により、松山平野東部の構味における遺跡様相を解明する資料を得

ることができたことは、貴重な調査成果である。
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